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森林立地を応用地質，土壌的な立場から見た誤陥査研究では，従来森林土婁の化学性，物…実

験室的な分析がよく行われ，可成り詳細な資料力笑表されているようであるが、これらの分析結果

の先行に比して現実の立地における各因子の分布機構庭ついてば余り朗かでないような点が多々見

受けられる．

一般にこの勇謹立地における調査地点の位置は主として地形的な表現によってなされているのが

普通であるが，海抜高,_傾斜、方位，凹凸，高低，上〆中，下，尾根，山腹，沢等といった用語を

用いての所謂修飾的表現の域を出ず，最近地形学的な用語の利用,麺汚)森林土護型,胃‘”土襲の唯f積嫌

式8)等の表現により，可成り立地の分布規正がなされるようiこなってば来たが，なお莫然とした点

が多いように思われる妄－

著者等は主として斜面の傾斜変換線によって区分される上下の立地の侵蝕韓廻的な差違，塊状侵

蝕，表層侵蝕に帰因する斜面形の梧違iこ着目し，これiこ伴う土穫の堆積様式》濁位,物理性,化学性

等の諸因子の変異に対して検討を加え，更iここれらの因子と林木の樹種･品種的な,成長とを対:比し

てロ森林立地指標としての地形を幾分なりとも明らかにし，泰休施業上の基礎的資料を得ることを

目的として調査をすすめているのであるが，福岡県下矢部川流域iこおけるスギ林の一団地について

若干の興味ある結果を得たので第一報として報Fきしたい．

本研究の実行に当り，地質関係,-文献等の御教ｧ示を賜った九大農学部熊:奇才飯教授，理学部fl､原

浄之介教官，現地におけるスギ品種其の他iこついで御教示を謡った矢部村の国川金吾氏，心よく種

々の御協力を賜った当謁青木義雄,､中島莞溺，川島為一郊，斎城巧,田形正義，字佐原末広の諸氏

に対して，ここに深い感謝の意を表します．なお，調査地建当瀦設立当時，湛岡県浮羽町野企佳五

郎氏の御好意により寄附を賜った林分であり，こ二iこ硲記して，あらためて感謝の意を表する次第

です．

2 ．調 査地の概要

2．1．狽査地の位垂、

福岡県八女郡矢部村北矢部．福岡県南部，有明海;こ注く・矢部川の上流;域に濁し，その一支流裳麹

川東岸の山岳斜面;こ位する．

2．2．狽査地附近の気侯

本地域は年平均気温14℃，年降水量2,5伽mmi二垂し、福岡県下でも最も多雨な山岳気候区;こ

属している．調査地に近い観測賓轄10)こし-てi皇矢誘村（海抜335m）；二おげる降水量，星野村（海

抜220m）における気湿の測定があるので，二れをTablel：こ示-ず．なお統計期間･主明治34年

巽り昭和25年迄のものである．
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竹下・中島・呈浜・棚匡：敬埋診及誤土襖,とス学（品強）の

生長に閲する麗休立地学鱈研究,（黒l報）5

一一~一‐~一ヨー－－－－－；アーーーー．一‐一~一一－~－－－．－－－－－ｰ
ｰ

Tablel．気象観測餐料
一一一

一一コ－－や一一

一E旦墾Lg』哩堅奥L聖･fvincini【yofsiudyユrea．

~亘許～Ll1234う6『89l1ul2全竿
,一ー一~一一~~~一一一一~一一一.←一一...~~.一~~･~~~~~一一・~~~~．~~~一一~~－－－－－

平均降水量、、別.4,98.1150.01218.6200.3↓89.5“7.1267,7258.8135.087.081.02‘519.5

平均気温℃3．44．17．7i13．017．721．335．626．722.015．910．36．3i14．5

平均最低気温.C－0．8－0．42．2’6．811．516．021．322ふ17.29.9,5.411.6i9．3

平均岐高気超℃7618．613．2’19.123.8266129.830.8.26.821.916.110.9‘19．6

2．3．硬翻川流域の地質．地形擬況．-韮．
二J.‘

本;鍵査地の位する錠鰯川‘妾．矢部川の上流宅帯を奪成する一支流で，北摸海抜一千米扱の県境山

地iこ垣を発し，周囲を海抜500～1，000m，兵寓穎300m･山ぞ;呈超まｵL，奥地に広い樹皮択の水

系をなして11.3方汗の流域面讃を有してもる．山延､墓一部;こ準平隙遺物的な広尾桟や古池が見受け

られるが，谷の開祈が進入満～娩壮年期的な斜頚を形成して!.､る軒が多い．本地裁;良過去大正10年

;こiま梅雨性の豪雨iこより．藩全設;二多叡のlLl謂れ蓮三ごデー蚕史を有するが6｡'現在;皇全4､その跡も

癒え．崩羨土;こ飼われたスギ林の優良立魂を元戎している．

Fig.1猿5万分の一旭形図．’よ')壷いた流裁治逗の罰峯面"'であるが．倣細な謹形面を表:現する

こめ．方法としてば，地形図漣5mm（250m福当）の方誤をかぶせて作成したものである.･避種

ジク

＝ヘ、－，巳

零

Fi藤1．礎鯛_川売或堆近琴の到峯面理

、Gipie胆uroivinCim[v・Orr:vぜr】1OmiZuru
－ ～

可
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一一一一一一一一・一一

川流域が上部から4～5段の地形面‘7〕画)を有することが明かに読みとられ，これら;二相当する台地

面上には夫女桑取薮,息日出等の部落力常発達し，開析の弱L､低起伏の様椙を呈する部分が認められる．

谷密函ま全般的にさして高くないが(1.1km/kmg）上記の遜形面iこ梧当する毛裁ばやや大きく

(1.3km/km3）他は商起伏の開析斜面となってこれより小さくなっている（1km/kmg)．

地質的”》にゑると，この地方は第三紀以降，御前岳（地形図上の東北部）を活動の中心として

前後4回以上に亘り嬉岩の盗出が行われたものと云われ，切峯面図に示す1，1，日の覗形面以上は

凝灰質角喋岩，変朽安山岩等の火山岩賞の基岩によって掴われている．その下;こ連る開祈の進んだ

W面（日出面）以亨下の斜面では基層の結晶片岩があらわれ，石墨質の絹雲母緑泥片岩を主体とした

田川変成岩の占める地域となっている．最f下部;こあるV区の池形面iこ;農其の後の塔岩の流入がみら

れ、現#在低し､卓状地形の出現をみせている．

2．4．梗麺川流域の林況

奥地の脊梁部附近に広葉樹の森林をゑる他は殆どがスギの造林毛となっている．適度の開析をう

けた高起伏の山岳形と多雨多湿の恵まれた‘!)気象条件ばスギの唾めて旺盛な成長を促し，老令の琵

蒼とした所謂美林は見当らないが，品種，施業の渠約化と共に全国有数の或長堂を誇り，釦～35年

を周期とした，活気にみちた識，伐採が行われている．（40年でha当り650，s程度の蓄積が

期待される林分が多い）

造林されている在来品種としては，ヤプクグツヒコサン（＝バノウラセバル)釦）力§最も多く，

つし､でアヤスギ系，ホンスギ（シチゾウ）系のものがみられ・林分としての数は少いが篤林家によ

って，マタサン，ゼンダ，＝グナガ，フネンサー等，数種の固定的な晶謹が育てられている．

2．5．飼査地の概況

2．5．1．地形

震査地は縦鶴川とその東方御側川の流裁とを分;ナる分水緑かつ雪i二派生し食山御（Spur)-1)が，

更に小分､技した二つの小山脚（Splittingspurlet）を両翼とし，中央部に凹形o谷型L斜面を抱く，

約2ha，海抜商430m～550mの団池である.

斜面ば多輪廻的な生.成を示し，団池の上端で,_小山脚が分伎する附近は,さきiこ述べた日出地形

面に対応する準平原遺物的な広尾根を形成し更に調査団池内部においても言池或は段状韮が数個み

うけられる、団地の下浦ば一つの押出し段丘と二つの河戎段丘を経て碇鐘jIiの渓岸;こ到っている．

地形図や切峯面図で明かなように本調査地ば縦濁川f竃域でも愛も開軒の進んだ斜面区域i二位し大

地形的に恥た場合，侵蝕輯廻的な影響は単一なものとして．余り考慮を払う必要がないような鵡点

であるが，それでもなお斜面を詳細に跳めれ‘箕多輪廻的な様鳶篇が強･:謡われ-ご‘.､る．このこ皇､妻一

般の開析斜面においても当然考えられる事例であり、本研究､表この霞の斜薗心飲祇な多輪廻龍金主戎

に特に意を払って実;行したものである．
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2．5．2．地貧・基岩

基:岩として;まさき;こ述べた安山岩ばあらわれヤ．舎祁が石墨質の絹雲母片岩を主体とした結晶片

岩により溝成されている．碇罰川流裁;こ;圭零岩流による所謂欄地形が処寺iこふう;十られるのである

が．本調査地内で;妻それが認めるｵLず，さきi二述べた斜面の多翁廻的形態:主地貢構&造iこもとづくも

ので:まなく，美張り地形輸廻的な主成時‘代の号董違;ニふるものと考えられる．

調査旭内の段伏池の部分こ#ま風化が進象置色圭孫;二承化し;象二基岩がみられるが，全般的庭ば珪質F

分6ﾆ富み菱質のものが多い．

2．5．3．林況

本調査;ま昭和33年度i二i了ったものであるが，当時，林含33年，ha当りの材積は約1,7”石（475

,3）；こ達しており，愛良なスギ林ｸj､である．

林分面積は約1．6ha，品霞的な溝成6農ヤブゲケ”，ついでヒーサンを主体とし，硬く'i､数ではあ

るがそio他‘こ，ホンスギ，ニダ÷ガ．マヤスギ．．~すパ等を提じえでいる．

3．斜面の敷地形

3．1．考え方

山地の微地形催，それ自身，謙紘立地の重要な簿成因子であると共iこ，他方では霊地における立

地諸因子の分布構造を規正する指喋因子として最も重要な役割を果している．しかしながら，森;林

立地としての地形は殆ど解萌されていないのが現況であり，少数の人々iこよって微地形的な研究が

なされてばいるが．それも5万分の1の地形図等に恋した定法的な池形:解析値と他の諸因子，林こ木

生長との対比を主体とした，大縮尺的なもので，二れら地形の構成単位とも考えられる個々の斜面

自身の実態と取組んだ調査研息究ば未だ余')その例がないようである．

本邦の山岳地形は漫琵な造山，造屋連動，火山活動，毎進，毎退狗)等の影響をうげ，極めて錯綜

した多輪廻的な斜面生成をなしているのであるが，菱j夫&実その追跡区分も可戎りつ特異性をもった

地形面等についてなきｵしる程変で，それより故細な局訴均なもり6こついで腫余i)額慮されず，寧ろ

一般6こ庫徴緬な局所的多稔麺住'主普通の斜面;二ば無いものといった感じが抱かれてし､るよう;こも』思

われる．しかし現〈実に；実，開析斜面と準半原といつだような六毛形弱なもむで:主なく，開析斜面を

溝成する，一見単純な部分的斜面内6二おじ､ても大韮形に頚似した多駐逼性が裏察されるのが普通の

ようであり，致認な墳斜変換課を糞iこし-ご溜斜の多砦的～多濁期的変化が見受げられ，これiこ従っ

て土護因子．j休木生長塞他も多潜～多闘鶏的変化を示すものと考えられる．

上記つ多階性区分I＝として垂直的な斜面の楽合性を区分するものとして童委ご錘専:'他方'
垂直的面と共;こ水平的な面の裏合性を区分するものとして,斜面形の分類が必要どな尋丈くる、
斜迩形iま水平誘面的な璽凸要素(等高線の凹凸)か垂互譲面的な凹凸要素との復蕊として分類

されな｛すれ6芸ならないが，二れまで;ま水平と垂直要素を列を｡こ取扱った印象が強く，二れを複合的

なものとしての分類:工余')試みられていないよう;こ見量けわれる．
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斜面形の相違に伴う，侵蝕，堆涜伏況の差違，相対的な生‘成時.代の差違が，林木の生長と結びつ

いて立地規.正因子としての役割を果しているのであるが，その表現形から，その立地としての内容

的性状をどの程度の巾まで類推しうるものかば余り明らかでない．

本調査地におし､ては，斜面の水平的,､垂直的凹凸要素の定量的把握と，嬉斜変換線の追跡により

後述の土壌堆積状況を参考にしつつ,斜面形を谷型斜面と尾根型斜面;こ分類しこれiこ輪廻階程の栢

違を加味して単位斜面(区）の区分を行い，個々の単位斜面の性状と共iこ災合体としての全体斜面

の実態把握を目的として検討を加えた．

3．2．地形､図';

調査地内（約2ha）に約150ケ嘩準点を設け,これから更iこ補助点を派生させ，ボケザトーン

パスによる測量を行った．これにより

緒尺2叩分の1，1m等高線の地形図

を作成した．Fig.2はこれを縮小表

示したものである．

本研究はこの地形図と現地調査とを

からみあわせながら行ったものであ

り，次に述べる傾斜角の分布図，流線

方向の凹凸分布図,等高線の凹凸分布

図等ばすぺて二百分の一の地形図を原

図とした図上作業に現地資料による調

整を加えながら作成したものである．

地形図の読図的説明は，更に詳細な

解析を行ったので，ここでは触れず，

逐次項を追って記述してゆく．．

3．3．等高纏の凹凸分布・

地形図をゑて非一般に最も容.易に感

知されるのは等高線の凹凸であろう．

調査地ばその両翼（東側と西側）が凸

形を示し，中央部が凹形を示している

ことは概括的にも認められることであ

るが，これを更に明瞭に把握するため

個々の等高線iこついて凹曲線，直線，

凸曲線をなす部分を区分し，これ;こよ

Fig.2．専姦蕊麺彩図

Torographicalmn【ourmaponexpぜrimem範iar“
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林藁試験場時唖
－1－－－－一一一一一一一＝一一－一＝一一

りFig.3に示すような等高線凹凸分布図を作成した．

図についてゑると当然のことながら両翼を構成している山脚凸面iこ凸形部分が多く，中央の谷型

斜面に凹形部が多く分布している傾向が認められるが，そのあらわれ方;ま決して整一なものではな

く，谷型斜面部にも凸形が要素がみられ，逆に山脚凸面にも凹形要素の分布がゑうiナられる．

ただ山脚の凸面では凸形要素が椙対的iこ凹形要素を上廻っており．谷型斜面で{よその逆の表象が

蕊うけられ，全く凹形､要素を伴わぬ尾根斜面,また全く凸形要素を伴わぬ谷斜面とし､つﾅﾆ傾向ば認

められない．因みに本調査地全体の等高線の凹形部i土42影，直線部（平衡部）；宝33影，凸形部ば

25形となっており，全般的に凹型斜面的な傾向が強く，凸型斜面的な色彩に乏しいことが感じら

れる．

3 4 ．傾斜角の分布

一般に地形図の等高線の間隔（垂直差）をh,或遜点の語礎る等高緑間の水平蓮華をイ､その地点

の傾斜角をαとした場合

ルーjtanaノーハノtana

と云った関係が成立する．

このことから地形図上で〃が既知の場合，Iを計測することによって，その地点の傾斜角を求め

ることが出来る．

上記の方法によって，Fig.2（p､8）に示した地形図について，個舎の等高線間の水平距離を測定

し，これによって求めた傾斜角を5度おきに区分し，現地調整を加味しながらFig.4（前頁）に

示すような傾斜角分布図，即ち等傾斜角曲線図を作成した．

図について明らかなように，本;臓査地内の傾斜角は最高55度から最低15度と可成り大巾の変異

を示しているが，その変移分布の状況ば必ずしも整一でなく漫維な様棺を示している．

一般の開析斜面においては，斜面の下部から上iこ登る;二つれ傾斜角をまして急‘頃斜韮;二移行し，

やがて尾根筋に近づくと上昇.斜面的に傾斜角を減少するといったFig.5に示すような単一周期の

所謂複合余ﾄ面的詞)変化を想像するのが普通であるが，本調査池の議合，下から高度をますiこつれ或

地点までは傾斜角の逓増が翠られるが，その池点をすぎると却って'頃斜を戒じて更に登ると再び急

傾斜地に移行するといった変化力副繰返しあらわれ，谷筋から尾根筋;こ到る笥;二おいて，蔀記の褒合

斜面的な変化が多周期的iこ階段?伏をなして出現しているここが認められる．（Fig.6．F19.7）

傾斜角変移の多周期性;ま概況の項で述べた斜面生或の多稔廻性を裏書きしているものであるが，

このことはさきiこも述べた通り本調査池だ:十の特異現象で;虞なく，（一強に看過され易いムキばあ

るが）他の山地;こおいても規模の大'1,こそあれよく見受けわれる魂象である．

傾斜角は土譲物質其の‘他の移動，渠積畠環象と密接な関係をもつもりとして，森林二j哩の判定_と重

要な因子と考えられるが，これらの詳細についてば項をあらためて記途したい．
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(1)

(2)

(3)

／ O乱 し

Fig‘5.6.7.f，麺の液駄琴

CO､“ptionalpronleofslope

単当廻的な受合語繭（1）Mono-cyclicslope

多崎越鍛な型合斜面〈2）MulXi-cvcliCSlope

凋葦埴の斜面砿断面凶（3）Longi【udinals“Kionofs【udysl”e

3．5．斜面の垂直方向での凹凸分布

斜面の垂直方向の凹凸i裳‘局部的に6主，その碇断線，即ち斜面上の流線の垂直的凹凸として考えら

れる．（流線ば個々の等商線と直角に交る線の軌跡曲線）

一般に，一本の流線上で槙隣接する池点‘4,8を考えたとき，、4,8における傾斜角を夫々αβ,細B

間の斜距離を4．48周辺の,曲率半径をRとしたとき（4を下点，8を上点とする）

Rsin望二-2--1--
22

I-2Rsmヂ
ノの水平的な投影距離恥は近似的に

ノb÷／cosg-二一皇
2

．．16=2Rsing亭.cosg票
といって関係式が求められる．

Fig.6庭示したような傾斜角の分布図がえられたとき，これを毒方向iこ辿り,.次第に高度をま

した場合ゥ傾・斜角の逓堀がみられるときi主斜面が下降的な変化を示し，逓減がみられるときI主上昇

的な変化を示し，前者が匹彩で負の曲率半垂を．後者が凸形で正の曲率半径を有する二とは，よく

雪邸騨されることである．

’
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従ってFig.6に示した等傾斜角曲線図において，拒溌る曲線の水平距離（ん）を計測すること

により，逆にその附近の曲率半径を算定することが出来る．

以上の方法によって，本調査地においてば計測した曲率半径を次の5段階に階級区分し，Fig.8

に示すような，斜面の垂直方向における凹凸分布図を作成した．

（i）25mから1()0mの範囲の正の曲率半径を有する凸形斜面………凸形斜面

（ii）25m以下の正の曲率半径を有する著しい凸形斜面………甚しも､凸形斜面

（iii）-25mから-100mの範囲の負の曲率半経を有する凹形斜面………凹形：斜面

（iv）25m以下の負の曲率半径を有する著しい凹形斜面………差しい凹形斜面

（v）100m以上の曲率半径を有する直線的な斜面………直線斜童

図について検討を加えると，前に述べた等高線の凹凸図（斜面の水平方向の凹凸）；こ比較して，

垂直方向の凹凸分布は等高線にやや平行的に現われ，前者よりも更に不連続的な分布形態を示して

いる．

概して尾根筋に凸形部が多く,谷筋

に凹形部が多いことは認められるが，

詳細に暁めると一概にそうとも云えぬ

面も認められ，尾根，谷といった区分

ではなく，生成給廻を異にする斜面の

境界部に凸形斜面が表われ，塊状侵蝕

の面影をより強く残した地竣に凹形斜

面が表われているという感が強いが,

このことについては別項において詳

述する．

本調査地内の垂直方向の凹形部は44

形,直線部は32％,凸形部ば24％とな

り，全般的に開析斜面としての傾向を

強く表わしている．この百分率ば前iこ

述べた等高線的な水平方向の凹凸百分

率と極めて類似しており，このことか

ら分布的な類似性をも感じさせるので

あるが,Fig.3（p,9）とFig.8を対比し

て明かなように分布的な相関は薄く，

水平的には凹形を示す地点が垂直的に

は凸形を示すといった逆現象が多々認

められ決して同一分布を示していな

言亙3
－

一

ー

ロ
一

三
二二コ

三
一 一一

掲尺§－~ー話頭

Fig.8．重宣護警面寿司凹凸会蒜璽

DistributionofKypesofslopeinlorj解:udinals“tion
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い，一般に斜面を分類して単に凹形斜面或いは凸形斜面と表現しても，それが一一平方向に凹な

のかまた垂直方向iこ凸なのか，両者の分布的相関が薄いために，吟味すべき問題点と考えられる．

36．斜面の垂直方向の凹凸と斜面形

前項で述べた，斜面の垂直方向の凹凸形態は，そのまま斜面形の概念に通ずるものであり，前;掲

Fig.8に示した分布図はそのまま斜面形の分布図とも解釈される．

従来か垂直的な凸形斜面は上昇型斜面，凹形斜面は下降型，直線斜面は平衡型，これらが復し合的

に現われるものを復合型斜面といった表:示がなされているのであるが，これらの斜面形に対する解

釈のしかたば，本研究で後に述べる諸因子の地形的分布規正の要因として重要であるので，もう少

し掘り下げて検討してみた．

忍6．1．斜面の従順化作用7脚)と凸型斜面

凸形の上昇斜面調)38)の生成速擾念的iこ窪，土榎其の他“化地破物の生成堆積量より，それを運

搬する掃流量の方ｶﾐ上廻るときiこ認められ，母材的にば透水性の高いもの程その傾向が強いとされ

てし､るが,”その具体的侵蝕の形態としてばSchummDcreep説塑》Lawsonの徴動的なrain

wash瀞&》Cotton其の他の複合説!)等が行われ未だ定説的なものはないようである．しかしなが

ら、いづれにしても上昇斜面は,.所j津匙伏侵蝕を主体にした谷開析とは別の山形の従凋副上侵蝕作用

と解釈してよいように考えられ』幽掴）筆者としてば本調査地の凸形斜面をこの解釈にもとずいて考

察を加えていった‐

概して，或る斜面がその上部において，生成時代或は方位を異にする他の斜面と接するとき，そ

の接触都周辺を中心として上部斜面に従順化作用が働き,次第に丸味を帯びた斜面形にと変化して

行くことが考えられるが本唾地にお

いてもその例がよく認められ,Fig.8

に於いて示した巾の広い凸形斜面は大

略この概念に‘曇するものと解釈され

る．しかし琴には後述するようiこ直

線斜面的形態を示す地域にも従順化作

用が働いていることがあり，Fig.8に

示した凸形斜面より上方;こ更iこ巾広い

』
必症舞錘

Fig.9．傾斜変換部における斜面の従煩化
範囲が従順化作用の受蝕地となってい

，enuda[ionattheslope-transformationpoint

る場合が多い．（schematicrepresentation）‐

乱6．2．傾斜の凸型変換帯（綴）

或る斜面がその上部において，生成時期或いは方位を異にする他の斜面と接するとき,:その接触

部は当初著しく不連続な突出地形となり，その軌跡が傾斜の急変部として凸形の傾余睦換線を形成

することは想象に難くない．しかしながらこの凸出部も次第に従順化されて,丸味を帯び，琴に
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は線ではなく凸型の傾斜変換帯皇

として姻移上現われて来る.こ

の種の凸型斜面も一種の上昇斜

面として考えられるのである

が,-余りに巾が狭く而も距離的

には長く追跡されることが多い

ので，特に上昇斜面としては扱

わず，本調査地では,_凸型の傾一

斜琴帯(線)として表現した．

Fi宮.8の凹凸分布図において巾

の狭い凸形斜面帯,．特に25m

以下の曲率半径を有する甚だL

い凸形斜面帯として示されるも

のは，この種の変換帯として扱

われるものである．（FiglO）－，

3．663.塊状侵蝕と凹型鍵

一面

凹形の下降斜面生成の一般擾=．

休業拭稜番時報

念四”としては,_土壌その他の・

風化地披物の生成堆鍾が、そ.、

れを他へ運搬する掃流量を上廻

るとき認められぃ母材的には透

水性の低いもの程その傾向が強

いとされ,72)さきに述べた上昇

斜面の生成と全く反対のことが

あげられているが，その具体的

な侵蝕形態としては主として塊…

状侵醗)到麺)幻，に帰因するもの

と考えられるざ塊状侵蝕はその

代表的なものとして山地の崩壊現と象

いとされ,72)さきに述べた上昇 Fig．10．

（1）煩斜変塾録画
斜面の生成と全く反対のことが （2）土製拭孔斯面位置図

あげられているが，その具γ体的（3）PIot区到亙
Distributionof

な侵蝕形態としては主として塊…
（1）slope-transformalionline

状侵醗)到麺)幻，に帰因するもの（2）sPotofSoilsur,燈ry
（3）anddivisionofmビasurementplo［

と考えられるざ塊状侵蝕はその

代表的なものとして山地の崩壊現と象(Slump）があげられるが．この調合主として重力作用によ

り,崩壊面は曲面を描きゥ上部より急傾斜の露頭，ついで崩積土，押出しと下部;こ到る程傾斜を減

じb典型l的な下降斜面を形成する。以上のことを考慮に入ｵLながらも，本;濁査池iこ於いて;表やや硬

輸ではあるが,_塊状侵蝕即開析作用と云った考えのもとiこ璽形斜面の原形的零談を行った．

上記のことは一応本来の凹形作用と考えられるのであるが，これらの区域もこうして原形が出来
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た後は部分的な小崩壊，常時的な表層侵蝕，細流侵蝕等をうけており，その影響の強弱により塊状

侵蝕が更に活謹化して凹形作用が進行しつつある課程，表層侵蝕により凹形の原形がくづれ直線斜

面化，或;よ更に従順化されつつある課程等が考えられ，同じ凹形斜面といっても性状的には可成り

異る場合が想象される．

以上のことから本調査池を観察してみるとFig.8iこ示した垂直方向の凹形斜面庫塊；伏侵蝕が卓

越している部分か，或い,宝その過麦o面影が裏っている部分と考えられ，凹形斜面の分布が他の斜

面形を堅迫して.広い地裁;よ開析活動の活謹な超域と解釈されよう．

3．6．4．傾斜の凹型変換帯（線）

生成時鶏或症方向を異:こする二つの斜面が，夫々その下部或いは側部で接するとき，その接触部

6主当初等高線の急変点或いiま凹形の傾斜急変点となり．不連雛且つ端的な凹形地形を生じ，その軌

跡ば凹型の傾斜変換線として地形上追跡するここが出来る．しかし現実;こは其の後の土壊物質の移

動により睡瑞な不連続懇嘘解消するが，なお傾斜の不連縦帝とし認められる場'合が多く,､本;識査地

においてばFig.86こ示す凹形斜面の内，巾の狭く帯状分布を示すもの，痔に25m以下の曲率半

径を有する凹形斜面ば，二の種の不連湿帝と考えてよく，この不連続線を追跡することiこよって逆

に斜面の区分が可能になるものと考.えられる．

この様な凹形傾斜変換帯も斜面形とし-こは一重の下降斜面と考えられるのであるが，巾が狭く而

も帯我iこ長く出現する所から，下降斜面と(ま別の線或いは帯として取扱うことiこした．

3．6．5．直線斜面（平衡斜面）

平衡斜面の生成に関する一設概念調)封)としては斜面における土壊其の他風化地被物の生成j権漬

と，これを他に連破する婦流塗とか楕惹抗きし平衡状態にあるため直線的な斜面が形成されるものと

され，その具体的な侵蝕形態としてi表Schumm弱)或い；まLawsonjl)等のstraightslopeiこおけ

るRamwasherosion等が考えられる．、

上記の考え方は直線,斜面の原形的な姿と零訳されるのであるが，表i実には，過去の凹形地iこ,､凸

形作用的な従順化作用が働き．物質の生成移動の上でば平衡が完全iこ破れてマイナスiこなっている

iこも拘わらず，表現地形としては凹形から凸形に変化する中間課程として直線斜面を呈する地裁も．

桑うけられ，また前例とは逆に物質の生成移動が堆積的にプラスになり,、下部程厚い士層がみられ

るといった場彰合にも，その増加率が一定のため見かfﾅ上直線斜面をとっている地竣も見受けられ，

本?識査地の場合Fig.8に示した直線斜面は表現形としては同じでも，内容的には可成り異ってい

るものが急じられる．したがって直線斜面即平衡斜面と云った表現の仕方に若干の問題を含んでい

るよう;こ考えられる．

3．6．6占複合斜面

開祈斜面;こ或る程度の従順化が行われた場･合，斜面は多少共複合斜面化するが，さきにも述べた

様に多翰廻生成的な斜面で;主この褒合､斜面がいくつか鍵つた集合･体として現われるものと考えら

れる．
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銅査地の垂合,で厳密にば複合斜面の集合v体であるが，全休を表占示する場吻合，これiこはこだわら

ず平均的に最:も傾向の強い下降斜面を以て表現するのが妥当ではないかと考えられる．

3．7．斜面の水平方向の凹凸と斜面形

官題垂述べた垂直方向の凹凸は…面形として可成り重要視されているのであるが，水:平方向

の凹凸と斜面形の関係について,等高線の凸部,或し､億凹部として表;現される程f菱で特に分類され

た例はないようである．－

敢えて分蜜する程の論拠は持たないがﾗ皆干の検討･を加えで天たい、

ざふ､79．1．凸型斜面皇(水j平方向〉.･：

相異る方位に発達した二つの斜面が，その上部~側部で接する場合，その接触部に従順化作用が

働いて出来上った凸曲斜面と考えられるが,前途の垂直方向の凸面との差違は，前者が，更に上部

斜面から発した流3腺の通過地帯でありうるのに対して，‐等高線の凸部は本質的にはこれが期待され

ず,‐ここに…-る士壇は本…的色彩が強いことになる.．しかしながら塞漣ば所謂尾根筋

以外ではそれも余り明らかでない主うであった._またさきにも触れたように，分布形態は垂直的な

凸型部とは一致しない．

3．7．2．凹型斜面;(水j平方向)､:I‐

垂直方向の凹形斜面と同様の生成癌が考えられるが6矢i浸りこの塞形を以て直ちに物質の集

積流亡を統一的に規正鐸するのは危険のようである．分布形態ば垂直的凹形部と必らずしも一致

しない.

‘376ふ函斜面､(水転向非意．

垂直方向の直〕陳斜面の生成とほぼ同様のことが考えらｵ上るが､一息矢i浸り…を以て直ちに土準

質の流亡集積に対する里翫性を類推するの猿危険である.分布形態は垂直的な直線斜面と一致し

ない．

－‐ずざ．‐．

3．8、谷型斜面と尾根…面当

以.上述べて来たように.･斜面形の構成要：素としては水平的な凹凸と垂直的凹凸といった二元性を

考慮する必要があるが,斜面におけるこの二元要素の分布ば必ずしも一致せず，夫々異った様相を

呈しており，この両者を綜括した斜面形の区分は，現実的には可成りの困難:性を含んでいる．

ただこれまで考えて来た夫々の場合の侵蝕形態が正しいものとすれば,水平垂直の方向性の如何

にかかわらず，侵蝕形態の上でう吾干の共通性が認められる．

即ち，凹形斜面ば…層侵蝕下にあるとは云え，原形的な塊状侵蝕の影春が強く現れて：､る斜

面．これに対して凸形斜面ば表層侵蝕下にあって寸池形の:従測副上作用の進んでいる斜面.直読，斜面

は”代謝のバランスはともかく弓，表層侵鮫下iこあって,少くとも代謝の可能性が恵定される斜面

と考えられる．



竹下・中島・長浜・極ロ：数地形及び土壇とスギ（品種）の

生長に関する森林立地学的研究（第1鞭） 17

従って侵蝕形態を中心にして眺めた場合，一応，塊状侵蝕形態が強く認められる斜面と表層侵蝕

形態が強く認められる斜面との二つに大別されることiこなる．

塊状侵蝕形態の斜面を谷開析と結びつけて谷型斜面，表層侵蝕形態の斜面をこれに対して尾根型

斜面として区分を.行った．（この両斜面の名称については野呂川水系iこ関する報告壁)のうちで既に

触れられているのであるが，概念的にば殆ど同じものと考えられる.）

谷型斜面と尾根型斜面の区分は飽くまで表勇冠移にもとづいたもので，内容的には夫,々可成りの巾

を有しており，その斜面上の土壊物質其の他の動き等をこれによって整一に規正することば出来な：

いが，;後;こ±護堆稜の項で述べるように，前者はその中に堆積地形を包含するのに対して,後者は

侵蝕地形がその原形であり，また前者が相対的に新地形であるのに対して後者は抵;抗性の古地形的

性格が強く，両斜面形の間iこ｛ま可成り劃然とした区分が存在するように感じられる．

両斜面の実際的な区分ば，さきに述べた傾斜の変換線を界線として考慮に入れながら，斜面の水

侵蝕地形がその原形であり，また前者が相対的

性洛が強く，両斜面形の間iこ｛ま可成り劃然とし

両斜面の実際的な区分ば，さきに述べた傾斜

平，垂直方向の凹型要§素と凸型要素とを対､比し

て判断を下し，直溺(的要素は或る面では両者の

中間的なものとして扱った．即ち凹形要素の比

重の大きい斜面を谷型斜面，凸形要素の比重の

大きし､ものを尾根型斜面として判別を4了った．

(Table2bp､18参照）

なお，従順化の進んだ丘陵性山地や，上昇斜・

面形の卓越しやすい，深層風化の花嵐岩山地な

どにおいては，ここでは考慮しなかった直源要

素と凸形:要素との比重を勘案し，更に斜面形を

区分する必唱要性があるのでばないかと.思われる

が，ここでは険討を加えなかった．

3．9．単位斜面区の区分

これまで述べて来たよう;こ，本:識査旭悼生‘戎

時代を異にする斜面と侵蝕形態を異にする斜面

との集合体であり，更にそのなかで方向性を異

iこするもの，局部的な小崩壊による擾乱等によ

る亜区分的構成が見出される．

今，同一生成時代で而も同一浸蝕形態を呈す

る斜面を想定すると，その中では傾斜の変移

が，多階′性或は多周期性を示すことなく，単一

周類の範囲に蚕する一連の変化をすることが期

､胸一LyPt

い;e
<lmE

0－
G

も‐

、

Fig.11．単位斜.面区劃

DivisiOnofunitSlope
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待される．このような斜面を本報r告では単位斜面と名付け，単位斜面によって区劃された区域を単

位斜面区として表現し，斜面立地の構成単位として考えることiこした．

これらの単位斜面区分の境界線としては，主として前述の凸形傾斜変換線，亜区分界線としては

凹形“変換線を利用したが，なお本報§文中,:斜面変換線と称するものは主として前者の湯合が多

いのでここに附記しておくか、

‐壷地は原形的な斜面の時代区分としてI主上中下3段の給廻，斜面形としてば東翼と西翼の尾

根型斜面,:,中央の谷型斜面の3つに分けられシ都合（3×3＝9）9個の単位斜面区に区分されること

になるのであるが，西側の尾根筋の下段のステージに相当するものは既に開析されてなく，東側

の下段は狭小で調査の主対¥象と.しなかったため，実際にば7個の単位斜面区に区分して;謁査を行

った-－

-二即ち,-東翼の尾根型斜面区を,下から尾根型1区，尾根型2区．西翼の尾根型斜面を下から尾根

型3区，尾根型4区．中央の谷型斜面区を下から谷型11区，谷型2区，谷型3区としFig.11（前

頁）に詞-ような区劃分けを行った．

更に谷型1区においてはj比較的新し上､嵐穣土の堆穣区域と，東西の急崖部を亜区分し，谷型2

区においては，地形図で現われる程の変換織土認められないが，やや旧い生成斜面とそれより新し

い斜面とに亜区分された．、

'1泡ble2は個々の単密面形別は，凸形要素,直線要素,､凹形要素の占める割合る示したもので

あるが，単位斜面を区分画する上での凹凸要素の反映をよく現わしている．その個奄の性?格について

は各議的に別に記述したい.

T■坤丞．象…画匿別，斜面の凹凸分布
81

垂直方向の凹凸分布（題）
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忍了10．単位斜面の生成時代唾考喜一

一般に多絵廻的な山岳形を取扱うときかその生成時代は上部浸旧ぐ下部程新しいものと推定され
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る．本説し査旭;こおいても基本的iこ《よこの考え方が適用され,Fig.12u)に示すように鐘上段が錠もI日

時の生成斜面であり，斜面の変換線を境iこして下段に移る程新しい斜面と判断することが出来る．

このこと;ま原形的な斜面の時代的性格として，､後述する諸因子との結びつきも深く，確かに肯定出

来る事実である．しかしこのことば，尾根型′斜面について;ま問題点も少く適用出来るのであるが,_

谷型斜面iこついてもそのまま適用するの;こ瞳問題があるようである．

本来谷型斜面;よ尾根型斜面が残存斜面であるのiこ対して，それを開析した斜面であり，Fig.12(ｴ）

において，同一時代的iこ表示した→尾根型斜面と谷型斜面との間;二も，前者が旧く後者か新しいと

云う相対的な関係が認められ，また,谷型斜面iこおいて緯，それを構成する単位斜面が，夫々その．

頭部に開析活動が活溌な急崖部を有するときば，たとえその単位斜面の下部が，既;こ新しい開析斜‘

面によって蚕蝕されつつある状態でも，頭部でiま休止することなく更iこ上部を蚕蝕し綴けると云っ

た姿が識であり儲そのため，単位:谷型斜面内の土婁母材的な新旧は，稔廻的なステージの位湿に

も支座されるが，その個々の単位斜面内に塊状侵誕をつづける要素があるか否かによって反映され

る ものと解釈さ れる．今

以､上のことから，現実の時代的要素の分布はFigbl2(2)iこ示す通りとなり，中段の谷型2区がそ

れより上段の谷型3区より却って，旧い性格を有する面がうかがえる．

田

帥

一一

■■■■■－

■■■■■■■■■一■■■■■－

1■■■■■■■－ 1 ■ ■

一一一■■■■■■■■■■■■■■■■■■｜■■■

二一口■■■一一■■■■■｡一一
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ －

Fig.12(1)鼠遣的な開折時代の新旧区分

Generalagecompositionin

thcs[udyslope

－

旧

町

Fig.12(2)単位斜面区別生成時代の新旧区分

RelativeagecomPosi[ionofuniE

slDPeinthes[udvarea
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311.単位斜面区各脱（Fig.11，p､17参照）

谷型≦1区

本調査地の谷型斜面の最下部を占め，開析の歴史が最も新しく、上部の谷型2区，3区から豊か

な土壌物質の供給ｶﾐ明侍されると共に，自身ヴその側壁は50度に近い急崖をなし最も活溌な開析

活動を示している．

；､谷型:1区.､新堆漬区.,.一・

‐､谷塑11区の下辺に連る地域写Gあるが,西翼の尾根型3区を最近蚕蝕した塊状浸蝕に.更りそれから

押出した新しい崩土が，扇伏乃至』鑑状に堆積しており，他iこ比して不自然;こ突出した准譲土面が，

…順化されつつある課穏にある．

谷曹型2区

・谷型1区の上部匡ある.-.中段輪廻の斜面であるが，自身の開析活動旗早く旅』iﾆし、だめに従脚副上

が進んでおり，水平方向iこは可成り明瞭な凹型を呈してなお谷型斜面の壷影を強く浸しているが，

垂直方向では本来の凹形がくづれ,直線斜面，位置によってば凸形斜面的な芙素が可成り強く現わ

れ戸て来ている亀従って土護的には後述するようiこ崩積土としての性格が1部でばうすれ，壷土～

飼行土化しつつある所が桑うけられる．（Table2p､18､Fig.8p､12参照）

谷型2区.旧区

谷型2区の西に連り〆・側壁の急傾斜面を構成する地域であるが,L中央の:谷型2区との間に弱度の

傾斜変換線が染とめられ,それよりも若干旧い生成の斜面区と考えられる．かつてば塊状侵蝕斜面

の上部を構成した地域と考えられるが，下部が既に谷型1区にj:り蚕蝕された現在，直線斜面的な

性柊が強い斜面となっている.､息

・谷型3イ区一～．ごミー

ー地の谷型斜面の最島上段を占めているが,現#在なお活溌な活動を示している急崖部を頭部6こ

頂き，絵廻的に旧い骨格的な性格を有しながら｡もう新し､､開析斜面としての性格を併せ持ってい

る．そのため部分的iこ6主下段の谷型2区よりもi日い感じをう;ナる地点もあるが，音吟的;こば谷型1

区同様の新しさを認めることが出来る.Table2.（p･18）をみて弱らき.なようiこ水平方向でば直藻
島．

～凸型要素趣可成り‘大きな比重を占め，谷型2区と対領的な蒙相を呈してL･る．

尾根型1区、．：‐

識査地の東翼中段を梼虞#ざる尾根型斜面であるが，Table2をみて明かな様iこ,垂直方向でば凹
己・・・－‐今 わ

形要素が可成りの比重を示しており，尾根型斜面とば云え．かつての谷型斜面としての性格が可成

り温存されて’おり,立地的性格も尾根谷両線の性格を反隈している面が感じられる・全体的;こみて

複合斜面的な榛相が強い．

尾 根型2区

下部の尾根型1区iこ比較して凸形要素が可成り強く現われているが，なお下辺;二おいて谷雲L斜面

的嘩を温存している...－・易
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尾根型3区

調査地の西翼中（下）段を構成する尾根型斜面であるが，東翼に比較して凹形要素の比重が少

く，直線斜面的性:洛が強いが，なおかつての谷型斜面としての性搭を窺うことが出来る．

，尾根型4区

本殺査地中最も綴傾斜の準平原遺物的な広尾根をi識下する区域で，所謂尾根筋としての性格も強

く，残涜土の分布地域となっている．

4．土製の凋査 方法

4．1．土襲試孔断面の設定

Fig.10.（p､14）；こ示したようi二，調査堆内'こ雲作為iこ試孔断面130ケを掘り，断面;謁査と土婁

資料の採取を行った．

一般に，森林土婁の調査ば代表断面の設定を以て注されているここが多い．即ち，調査池という

大きな契合的母巣団を調査者の判断iこ去ってあらかじめ数個の卓位母楽団に区分し；夫々の単位母

楽団のなかで，最もその性梧を適確に表現していると‘思われる●少数の代表的土護断面を設定し，

その断面を誘P査することiこよって，逆に母楽団的立地の性格を論ずる，といった方法がとられてい

る．勿論出来るだけ普遍的な技術手段に準拠しfﾆものと思われるのであるが，謹雑な立地という大

きさの複合的母楽団におiナる諸因子の分散も，また，それを薄戎する単位立地母巣団のしめる位

置，その中での諸因子の分散，更に卓‘位母楽団の勇謹立地Iこおける面積的菰りも，二れらの実態が

既iこ一応;ま把逼されていると1.,う前提のもこで実行されているよう;こ感じられる．

しかしながら，その単位立理の主体的立麺の中でしめる位董，夫々りなかでの諸因子の変化，実

狙;こおける面積的区分，といった問題は，可戎り漠然とし，狙確な根処力艮示されていないのが

現検のようであり、調査の方法ば，調査者の能力と主鋭;こ影響されるところが多いように思わ

れる．

本;識査は森林の斜面立韮iこおもナる,単泣琴渠団の規正，母集団の諸因子の変化の実誼把握を目的

の一つとして実‘恋したものであり，試孔断面の設定{夫，予め単位母楽団を予測する方法;土とらず’

10m程度の間扇を以て無作為;こ設3定した・

そのため，結果的;こ単位立池を区分した場合，その単位立地をよりよく表現している断面を明瞭

:こ掲示しえなかった点があり．些か本来転倒の廉いがあるが己むを得ない．

4．2．試孔断面の調査

前項の橡に設定された池点;こ，巾60cm，深さ110cmO試孔断面を掘り．方湊書36)に従って観

察を行った．その結果の一部6芸Table3其他において逐次説明し，代表的な野面の記載はま認様

式別に‘良述する．

一 一一一一一一一
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註1．堆積搬式揮運呂押出し型遮演土趣勢：過傾斜型崩磁土

急、嶺：急傾斜型崩潰土中蝋：中頃斜型崩微土

新中崩g新堆漬中頃斜型崩積土初：刺行土

畑(急崩）:掴行土（急傾斜型鯛演土ノW（浅)：柵行土（洩禰性）

残（園）：残積土（潮行住）喪(準返)：菱讃土、率平原運穣土ノ

残(準崩）：残積士（準平原崩潰土）

註2qr2段に記入の数字は,..上段表層（5cm)，下段下層（50cm）

●



竹下・中島・長浜・樋口：散地形及び土壇とスギ（品轍）の

生長に関する嚢林立地学的研究（第』報ノ 刀

4．3．2，3の土壇因子の分析法

4．3．1．土壊試料採取法

前項で述べた土壌層断面において，地表より5,50cmの深さにつき試料を採取し，風乾後2mm

以下を論分けして化学性の試料とした．透水性測定用円筒試:料ば後述の円筒で土製採取し，位置は

上記の5,50cmを上端としてそれより以下15cmを試料としずこので5～20,50～65cmの2層上記の5，50cmを上端としてそれより以下15cmを試>料としずこので5～

である．

4．3．2．土壌因子の分析並びに測定法

透水性……本調査で使用した円筒は一般法印)と異ったものを使用し，Fig

唇15cm・の上に4cmの深さの水が一定になる様にし，下部

に金網をつけたものである．従って一j没に用いられている円筒

…と比較すると･透水糞Q‘-"Qoである…の透4専

麓駕毒墓謡篭欝讐走担L…T
酸度（PHH20）……ガラス電極により測定し，土護対水の1位＜

“""…鷲患鰯這い…｜
・ 表示した．‐

Fig．1

Fig．13の通りである．土

牌－－1《~--列

臆-可
一
Ｔ
皐
上

Fig.13．透水性幽定釜遭
炭素（C）……………Tiurin法iこより測定した．

Apparatusformeasuringthe

以上の分写祈祷巣はTable3のとおりである．permeabilityofsoU‐

5．徴地形と土凄

5．1．地形と斜面の土壊堆覆に関する考え方

5．1．1．まえがき

地形と斜面の堆積に関してば,地形学的にその概念を述べたものはあるが，森林土壌的な立場か

らこれを詳しく検討した例ば余り数多くないようである．筆者はこれらの参考事項と自身の調査『

夙伊》をもとにして，本調査地附近における斜面の土護堆積の生成に対して大略次のような考え方を

以て解釈を行った．

斜面の生成作用を塊状侵蝕と表層侵蝕とに区分し,卸)⑱)両作用下にあって，それiこ対する汗も止機能

を一切無視した掛合，侵蝕面においてはその侵蝕作用が土譲生成・母材生成作用を上回るものと考

えて，その場合の自然安息的な堆穣が行われる個所を堆穣面,その他の侵蝕面を裸出面とし，これ

を骨格的な窄漬と考えた．

しかし現実;こば，これらの侵蝕面;こも，浸蝕作用;こ対する垂抗，運鍍物賞の移動に対する汗止機

龍が存在し，浸蝕に抗して母材生戎，土雲生戎が連み，土婁の堆積をみるのが普通である．この種

の侵蝕面上の土護は，・他から運殻された巻羨物としての佳稽が弱い所から，治どを残穣性土護とし

ェ
戸
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て扱えるね)面があるが，しかし実察に;ま表層的iこ可成りの土壊の新陳代謝が行われ，‘他地点からの

供給と流出とが交互し，決して残穣士的な性搭を示さず，なか;こば，供給が流出を上回り，准積土

的な性格を有するものが見受けられる．

－従ってゥこれらの土壌は一応細性土とは区分して扱った方がよいよう;こ思われるのであるが，

毒にはこれに対する明砿な名称4主ないようであり，ここでは一応現在林野庁の土雲譲喋査泌);こ用い

られている区分に従って便宜的に剰行土と呼んで残積士，崩積土と区分した．しかしながら;毒票的

にはこの制行土といった…法に可成り問題が感じられ，詞行を所謂soilcreep的な擬念を連

想して考えた場合，些か矛盾があるようにも思われる．

Creepの擾念には大きくはLandcreep抑screecreeが)製)動とsoiIcreeず)7)雲")鍋)麹）等各種

の段階が考えられ，その中のsoilcreep6こついてもその性格が可成り巾広<､感じられる．調査池

附近の山岳林の斜面では後述の従順化斜面の基本的侵蝕作用としてsoilcreepが想定される場合

や霜の作用による-creep現象がみうけられるが，いづれiこしても現地でば魂形学・韮質学で云う

creep現象はむしろ比重が小さいようであり,斜面の表層浸蝕として:まRain･washerosion，)7)31)鋤

～sheeterosio㎡)7)釦)ぬ)河”団）的なものが強く感じられ，soilcreep的な本:質性は強くぼ認められ

なかった.、（表層侵蝕による土砂の移動は相当激しいものがあり，調査地内に設けた1，余の可成

りの大きさの断面試孔が移動土砂により三年余りで完全に墾没されたものが数多く認察された.）

このように制行士と云う表現そのものには一応疑義があるのであるが，ここでは単に新陳代謝の

期待される斜面表土の名称として便宜的に使用することにした．

以上の考え方に従って次のような事項につき解釈を行った．

（a）骨格的斜面の形成と籍

。…面……塊状侵蝕､(slumpを主体）による凹形斜面の生成と，崩積士，押出し的運積土の

堆穣か

。侵蝕斜面……雨洗（rainwash),~詞行（soilpeep)等の表層侵蝕による斜面の従順化，斜面

の後退低下，これに伴う上昇斜面，直線斜面の生成と風化地波物の削剥連接による裸出侵蝕斜面の

形成.:

・山麓堆穣面…･･･斜面から供給された物質の運積土的な潅涜,‐

・未侵蝕面……残積士（定積性)0)の堆積

（b）‐侵蝕に対する抵抗と汗止機能がある場合の堆積

。…面．…･･塊；伏侵蝕による崩土が汗止議能iこより過傾斜崩積をなし,急皇侵蝕面その他全面

にわたって制行土的堆積をみる．．

。侵蝕斜面……直線斜面，凸形斜面等における表層侵蝕が汗止され，浸蝕斜I風上に残積P性士，詞

行苫土の堆積をみる．

.(仁）開析の若返り等による従翻上侵蝕

斜面の下部に新な給廻過程の開析活動が始まり，上部の旧斜面の一部或いば全部が残積化し、そ
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の縁辺部より次第に従順化され，加速的侵鯉をうiする部分が出窮する．

（d）汗止観能の減退による加速侵蝕

植生其の他の汗止磯能の減退iこより，表層侵蝕が加速され，澗行土的な削剥が生ずる．

（e）風積土の堆積

火山灰等の堆積，現在綴傾斜の地形面上iこみうけられる．

（f）風化・母材化作用

上記の侵蝕，堆積とi芸別個に，常時的i二表層かつ下層へと母材化作用が進んでいる．

（9）土製化作用

値被の生立後，上記の諸現象とは別個に，表層から下禰へ，戎ば移動混合により，捲時的な土壊

化作用が進んでいる．

（h）其他

Rill,Gully,渓流による侵蝕についてば，その側壁が，そのまま一,個の単位斜面として考えられ

ることと，又本調査地でくまこの種の作用ば見当らなかったので，袴には留意しなかった．

5．1．2．骨格的斜面の形成と唯穣

5．1．2．1．塊状侵蝕と堆穫斜面

塊状侵蝕は所謂:谷開析における代表的浸蝕と考えられ詳細に;ま各種の侵蝕魂象に細分化されるの

であるが,")ニニでば主として崩襲的な艮蝕(slump,landslide）として扱った．崩襲的な塊状侵蝕

iこよる斜面は凹形斜面を示すのが普通であり，それ；こよる准穣はKingとFair7j⑱）の乾燥地形で

の研究に準ずる所が多い．それを参考;こして斜面の原形を模式化してゑると上方から（a)鈍形の従

順化斜面(b)崖面で裸岩地(c)崩稜土地(d)水を媒質として運ばれた運穣地として表わされる．

5．1．2．2．崩覆土

崩積土は主として重力の作用により運ばれた謹積土のことであり，慨念的にはよく把握され，実

際にも用いられている堆積区分であるが，厳密な測定値は案外なされていないようである．錠も容

易な可視的区分は傾斜角によってなされることであるが、これについても実測的資料は余りなく，

しかも人iこよって可成り区々 のようである（20季～60動).3)鋼)勢)ね)78)筆者催Sharpe")の26.～36‘とい

うtalusslopeの結果を参考iこしつつ,自身で崩雲遜或ば炭津地（ポタ山）における実測を行った

が，その例67)iこよると，崩積土の傾斜角の上限b主39，下限は崩積土が押出て或はscreecreepと

b､つた変移堆積池iこ漸移している謁合鍵)もあり，余り調らかでなかったが，大略23』～39』と云う

Sharpeの値より更に巾の広い結果を得た．

上記の傾斜角の崩積土のうち急傾斜の崩積土と低傾斜の崩穣土との間にば単なる傾斜の違いだけ

でばなく，本質的な差違が感じられ（傾斜角そのものも注意し-て桑ると決して連綴的変化を示して

;農いない）更;こ区分の必要性があるように,言い，次のような会須をI了った．

（a）急傾斜型崩讃土

主とし-て重力作用;こより堆積した云わぱ，真正の崩積土とも考えられるもので，その傾斜角の上
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限は38･～39,と考えられるが，立地調査の便宜上大略3r～40,の傾斜角を有する崩積土とした．

（b）中傾斜型崩穣土

岩津土砂の含水盆が商.く，幾分の流動性が想定される崩積土（【aluscreep,screecreepと云っ

たものの1部もこの概念に入るものと考えた）であるが，また転落力p速したために遠距離に達した

崩癖をも含んでいる．いづれにしても前記の型に比して傾斜角が緩くなっており，その角度の下

限は鱈･～24通と考えられるのであるが，本調査地では，便宜的に2r～30,の傾斜角を有する崩稜土

として分類した．

5．1．2．3．迎稜土

広義の運垂寧)は水積土，剛士，崩積土等を総称する，所謂’運ばれた土の意味に用いられて

いるが，ここでは狭義に運搬に対する水の媒体的寄与が認められる窄漬土として吸った，水涜土と

して扱うのには，崩積土的な傾向が強く，水覆土と崩記二との中間的意味を含めての名称である．

押出し，土石流，泥流，扇状趣土から洪渥鐙土までを含めて考えた．

崩垂＠場合と同様傾斜角の実測値は少く，而も区々 である."7)?3)琴昔の行った実測侭Iでば，山

崩れの押出しでは10､～14,土石流の野渓的堆積物では（粒形によって異るが）r～2ぴと極めて広

い変域を示しているが，高傾斜のものと低傾斜のものとは可成り函を異にしている所から，更iこ

次の二つに分類した．

（c）傾斜型運譲士（押出し型運穣土）：

比較的磯量が多く，堆積撒が崩積土に類似した粗造な面を有する運鎚二であるが，、便宜的に大

略1ぴ～釦･の傾斜角の.ものとし

〃 ｡～千0.）

盆
｡。』

多寡壷？ タン
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Figl4・尭状侵蝕による堆蔵状凝盛全麺

Schematicreprerentationshowingrelationshipbetween

-distributionoftypesofdeposi【sandmass-wastingslope
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た．、

（d）（低傾斜型）運積土

比較的，細粒の堆穣物を多く‘

含柔，便宜的に10'以下の傾斜

角のものとした．

561．264．塊状侵蝕に

よる堆穣原形，

紘括．

以上のように，准哉物の齢帳

の相違に着目し，便宜的に傾斜

角を以て堆積様式を区分した

が，その一連変化はFig.14に

示す通りである．

現実の区分の場合，余り厳密に

差は容認し，弾力性のある判定を

の場合，余り厳密に傾斜角に拘泥すると立池区分しi二くい面があるので，3程度の誤

弾力性のある判定を下した方がよいようである．而も塊状侵謹による堆積面瞳，一
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見，急→綾とスムースな曲線的変化を示すよう

にも感じら水るが，実票的;こ;ま直課の組合せと

も見受けられ，可成りの不連続的傾斜変化か認

められるものである．この傾斜変換部を堆稜様

式の区分点とするのが適当であろう．

5．1．3．表層侵蝕と侵蝕斜面

5．1．3．1．山形の従順化と侵蝕堆覆

山形が収釧副こして，鈍い丸味を帯びた斜面を

生成することばLawson3l)のrainwashero

sion,Schumm鍋》のcreeperosion其他7)型)に

よって説明されているが．今骨格的な義v合を想

定するため，無汗止の斜面を仮定すると，これ

,唾雪
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らの侵蝕作用iこより運姦される土砂のま害蹟ば山
Fig.15．麦.醤壁触による斜面の生成と恩儀図

麓の綴傾斜堆積面（おそらくば10以下）までSchema[icrepresen[ationofslope
formationbysurfaceerosion

期待されず，斜面部(ま主部が削剥された架出浸

蝕面となることが考えられ，（Fig.15(1))所謂上昇斜面i土原形的iこ:ま深出斜面と想定される．

、5．1．3．2．直線斜面等の急斜面と侵蝕堆穫

これ』こつも-てもrainwasherosion等の:)31“'墨'表層侵鯉iこよる説明がなされているが，前項と

同様，無托止の場合を仮定して骨格的な段蝕堆積を考える．この種の侵蝕lこよる斜面の後退，低下

ば比較的平行的iこ現われ，運識土砂の韮積ば山蕊まで韮#蹟が期待されず，骨格的には裸出侵蝕斜面

を形成するものと想定される．（Fig.15(2)）

以上述べて来たことを総括すると，骨格的iこ;妻，土砂の堆積ば塊状浸蝕斜面内の崩稜土等の堆積

が想定されるだけで，山麓部を除b､た‘他の斜面ば全部侵蝕面と考えられる．

5．1．4．聾覆土

或る地点の土護が，移動錨したものでなく，元の母材の位置において土壌生成が行なわれ，そ

二に留って堆積している場合，それが残積士阜)と呼ばれている．そして一般的観念としては，地形

的に未開折の部分，即ち斜面上部の綴傾斜地裁に認している土護（定穣性)8)を呼んでいるよう

である．しかし現(実にば，どんな急斜面においても他の地点から土壇物質の供;袷が期待されぬ掲所

;芸あるもので，そのような地点に見出される土覆は他から移動堆稜したものではなく矢張り残積土

護と考えられる．勿論このような土護ば，その分布が'j､さいので，一没iこ健顧慮する必曽要はないの

であるが，本調査地においてば，特;こ急斜地Iこお;十る.義積土iこも留意しだ．

尾根筋に;芸往々準平原遺物的な巾広の地裁が見出さ』し，二の池裁に准:演している土製は残ﾗ武士と

しての性格が極めて強いのであるが，薮密iこ;圭狂j武の起伏に従って旧時の移動堆稜土の分布が認め

－－－－，一一一.一一一一一一一、一
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られることが多い．本調査地においてば，これらの準平原遺物的な旧い崩積土も一応残積土として

扱ったが，

残積､土（準崩積）残積土（準運積）

といった亜区分的表現を行った．

5．1．5.抵抗・汗止がある場合の侵蝕と堆穣

5．1．5．1．塊状侵蝕における過傾斜崩覆士の堆穫

土砂の托止作用が行われ，崩積土の堆積が，さきに記載した岩津安息角の限界を越えて,、更iこ急

傾斜で行われるようになることが考えられる．事実筆者の実測例では45度に達する可成りの規模

の崩積土が認められ，本調査地でも5o近い崩積土の分布が見受けられた．

このような，安息角以上の傾斜角を有する崩積土を過傾斜型崩稜土とし，便宜的に40度以上の

ものとした．
浅津負土(壇錨f全)“〉ィ噴化斗膏換臭

5．1．5．2．従順化斜面における唯

’1エロ■ ヤ

穫一

植生其他の作用により,字侵蝕力の減退と‘。

燕雰穿
〔0》

）

土砂の汗止が高まり，本来は裸出侵蝕面と

考えられる凸形斜面にもFig.16(上）に示

すような,土壌の堆積が可能となって来る．

（a）残積士（詞行性）

凸形斜面の上部で生成される土壌は，土

壌，母材生成が侵蝕量を上回ったために出

来たもので，本質的には他から運ばれたも

のではなく，その場で生.…した，一種

の残積土と考えられるのであるが，詞行に

より他へ移動する可能性を充分に持つ土襲

であるので，未侵蝕面に堆積する本来の残

積土（定積土）と区分して，残積士（詞行

性）とし，現実には，傾斜変換線上部の緩

い凸形斜面に分布する土壌をこれとした．

（b）詞行土（残積性）

土壌物質の他からの供給が期待される

が，却って流出の傾向が大きく，残積土的

性格が強い詞行土，

（c）詞行土

供給と流出がほぼ平衡状態にある司行土

…

＆ヨ』

動

FiR．16．

SchematiC

侵蝕斜面iこお;プろ初行土の堆識掻念図
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竹下・中島・長浜・樋口：敦地形及び土壌とスギ（品困）の

生長に関する轟林立地学的研尭（第レ報） 錘

5．1．5．3．直線斜面その他の傾斜面における飼行土の堆稜

前項の凸斜面の場･合と同様，土砂の托止議能が生じ，骨格的には裸出侵蝕面と考えられた斜面其

の他;こおいてもFig.16(下）iこ示すような詞行土の堆譲が鵡侍される．

（a）河行土（残積性）前項と同じ残積土的性格の強い澗行土

（ b）涌行土託述 の ， 平 衡 性 の 詞 行 土

（c）和行土（堆積性）上部斜面からの供給が流出を上回る堆穣性の詞行土

以上のように斜面上部から，詞.行土（残積‘性）→詞行土→洞行土（堆積性）の連続変化が想定出

来るのであるが，現実;こ注なかなか把握しiこくいようである．

また，これらの亜区分は斜面の上下関係だけでなく，植生等の汗止作用の如何により左右される

点が大きく，崩積土，運積土の場合のように，地形特に傾斜角による規正は厳密には期待されない

ものと考えられる．

5．1．5．4．崩穣±，運覆土と詞行土の関係

これまで塊状艮独と表層侵蝕を全く別個のものとして扱って来たが，両者は決して単独で表われ

るものではなく，現;夷の斜面ばこの両者の複合によって土壌堆積がなされている．即ち，崩垂

面，運穣土面の上にも，表層憧鯉作用は働いており，或ば削剥し，或いiよその上に更に詞行土の堆

積を行う等の変化を与えている．一波的;こば詞;行土は崩積土，運覆土以外の個所の斜面堆穣士と解

釈さｵしていることが多いが，決して別個のものではなく，たとえば，崩積土の面上に其の後詞行土

の錘§あっても崩稜土としての性洛が強くあらわれている場合ば崩積土として表現され，逆に詞

行土としての健搭が強い場合に.ま詞行土として表現されるものと解される．しかし現実には両者の

性格を併せもった堆積様言式を示す土裳が多々見受けられ，その場合6主一応測行土（急傾斜崩稜士）

といったような，復合名称の形で表現することにした．

5．1．6．加速侵蝕

植生其の他の汗鬼止作用が弱まったとき，表層侵蝕は堆積から再び削剥に逆行する．現実には森林

の伐採，破羨，土地の深出化iこよって最も顕著にあらわれる現象であるが，スギの…などで

は，樹冠の諺閉過度により下層福生が消失した湯合にも弱度の加速侵蝕がゑられ，詞行士的堆穣様

式に影響を及ぼしている．

また，土護の表面流は降雨量ｶﾐ土壌内への参透量を上廻るときに発生するものと考えられてお

り，降雨による土壌水の飽和は，その集積関係から，尾根筋よりやや下った個所に起ることが考え

られ，尾根の形態如何によっては，尾根筋周辺は却って安定区となり，その下部に受蝕され易も､区

域が現われる可能性がある．

これらの侵蝕現象;ま:後iこ述べる腐植の分布;こ影響するところが多いので，特に記載した．

5．1．7．傾斜変換線の上部斜面に働く従順化作用と加速的侵蝕-

一つの斜面の下部に，新たiこ別個の開析斜面が発達した場合，上部斜面に下部斜面に対して相対

的;こ残積理形となり，極薪な場合，旧時の運積土理域が，尾根筋iこ変化していることなど力爵現実に

一‐‐L←_－‐．-_－－－－－－－．‐‐
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確認される8新旧斜面の境界部は,最初端的な傾斜の不連続を示すことが想像されるが，其の《

所謂鵬化作用が働いてい上部斜面は縁辺部から次第に加速的侵蝕をうけ，土護は残積性化し，

がては上昇斜面的な凸形斜面を形成する.ー一．

たとえば，これまで,･下降斜面の堆積面として,土譲物質の集積を行っていた個所が，下部ヌ

析されたことによって，集穣地としての特性を言

其の後，

北し，や

下部が開

失い,更には削靴土壌地に移行すると云った変

化海,烏＝地内でも認められる.:、

ただ，ここで注意を要するのは，…地で

は関係ないがb傾斜の琴線として一見同様な

形態を示士硬岩層による棚地形軍)と鎗廻的な開

析の若返りとの区分であり，この両者間には土

壌堆積の上で可成り差違があることが推論され閉傾
林斜

るよう壬ある，言Fig．17に示すように梱地形は輸変

蝋塗の農剛"に煽園するもので…碧琴
この縁辺部と上面には,,終始従順化作用が働いよ

る

ており碇給廻的な傾斜変換線の8上鍛面が,現

鍾露鰯蕊妻鯉

抑土と.あかくよして,一摩は堆積面としての歴Fig.'7．硬岩層による囲地形と輪廻による傾斜
変換部における土壊堆菰の相違掻念図

史をもつの醇魅して｡"棚地形の上面は堆稜の歴一CompariSonbe〔weenthedenudationon
・史の可能性力§なかったものとみなされ，尾根筋一slope〔ransforma〔ionpointofhard

layerandgcomorphiccycle
同様の残壁としての球が強く現われている

ことが考えられる．即ち侵蝕輸廻的な傾斜変鐸の上部と棚麺診の上部とは立池的に前渚が可成り

勝っている場合が考えられる．

5．－＆演査地内の土浪堆稜一_．．．

も前節(5.1)に述べた考え方と,_識査地内iこ設けた130ケの土壊断面賓料をもとにして，土壌霊

の状況と地形との関係を検討したい．

5．2．1．骨格的な土壌堆種､

本調査地は既に述べた通り，中央部と下部に谷型斜面が華し，.上部及ひ両翼が尾根型斜面とな

~っておりｰ当然,.塊状侵蝕と表層侵蝕の両作用が考えられる．調査地内の斜面ば15s～55.の範囲の

傾斜角を示しており，前節の考え方によれば，骨格的な准積状況としてば次のものが想定される

．堆積.面琴…急傾斜型崩覆土､､3r～･40．

中傾斜型崩積土一.21．.～30．

‐・了・・傾斜型運穣二f二・‘11.～20．－､忠一

：侵故:面…．?･4α心Lこの急斜面と凸形～(唾〕斜面地区．



竹下・中島・長浜・樋口：敷地形及び詩壇とスギ（品租）の

生長に関する姦林立地学的研究･(第1･親） 葵

この場合，垂は尾根型斜面でもかつては谷型斜面の歴史を有したと思われるｲ函には崩垂の

分布を想定したが，単位斜面区によって，その“の歴史が異っているため,同じ崩積土といって

も，可成り性状を異にしてb､るもの

と考えられる．しかし，ここでは，

一応そのことば考慮せず，さきiこ述

べた傾斜角分布図（Fig.4．p､9）

を基礎iこして，原地形を想象しなが

ら，堆積面の分布を推定し，Fig.18

に示すような骨格的な土婁韮積分布

図を作成した．

図で明らかなように，；識査地全体

の堆積は下から上に或ば谷から尾根

に，運積士→崩稜ゴー裸岩地，と云

った変化が，漠然と感じられるので

あるが，詳細に眺めると決してスム

ースな変化を示して6まおらず，崩積

土の分布が或る地点ではクビれ，ま

た或る地点では中断されて鹿めて硬

雑な様#福を示し,単に山麓，中鰻，

尾根筋といった逼念で斜面の堆菰を

想定することの危険・性をよく表わし

ている．。

さきに述べた通り，傾斜変換線を

境にして数個の単位斜面区&こ分･類さ

れているのであるが，これら個々の

単位斜面区においては堆積の状況が

塚

；
Fig.18．塊状侵蝕を主体にした骨格的土壌堆積分布

Distributionoftypesofbasaldとposits

(1)Outcropofbarerock

(2)steepcoUuvialdeposits

(3)moderatelysteepcoU.。eい

(4)slopingtransporteddep.（Mud-aowdep.）

上下，或は，谷側から尾根側へと比較的連続的に変化していることが観察され,…地の斜面

が，数個の単位斜面区の集合体と解釈した方が都合がよいことが肯づける．

斜面が上部から原面，侵蝕面，堆積面と完全にあらわれた場合，堆穣様式もそれに応じて，残積

士→裸岩地→崩積土一連積士といった完全な変化をみせるものと考えられるが，姶廻的な傾斜1変換

線により'1､区分された場瞬合，その個々の単位斜面が，上記の模式的な変化を完全にみせる程の大き

さを有する二とば寧ろ稀であり、従って単位斜面区内の潅積変化ば飽くまで諺的な表れ方しかせ－

ず，現実本調査犯iこおいてば裸岩面→崩稜土面といったような部分的変化が繰返し現われているに

すぎない．

_一一も一
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5．2．‘:2.･筈衝行土的な堆穣様式：

、前項ではｳ嘗一無植生の所謂badland的な極端な見地に立って，骨格的堆識曙布を考えたのである

が，植生其の他の土砂托止，侵蝕の防止楼能により，冒頼でのべた侵蝕面，堆街重の上iこ，潮行

土，崩積土の葎が助長され次のような…･布が期待される．

侵蝕面上の“･…･･残睡(飼行性）制行土（残積性）制行士，詞行士（堆積性）

･-蝉侵蝕面上の…｡?…急崖侵蝕面の上に詞行土，過傾斜崩積士の堆積がみられる．

堆積面上の堆穣9．…･崩浸上等の面上に．更に詞行士，過傾斜崩積土が堆積する．

以上の堆密布を,現在的時点に立って表現したものがFig.19である．

図について検討して染ると，下から上に，また，谷から尾釧艮に，崩積調行土，過傾斜崩積士，河

行土，残積性詞行土,といった変化が，比較的スムースに現われており，傾余鶴を境にした脈動的

な変化は余り強く,出ていない.

前節で述べたように，飼行士の真の．

休息地は山麓の低傾斜の運謹面であ・

ワ,-斜面ら上の詞行土は極瑞な考え方を

すればずj抵抗による繋留土にすぎず，

余程の急崖地でない限りはその分琉丁の

不連続性はあらわれないものと考えら

れる.，そのため前項でのべた単位斜面

区的な性格が余り強くみられなかった

ものと推察される.

尾根雲ﾄ面のなかには，さきに述べ

た通り,力､っての谷型斜面として骨格

的には旧い崩積土の堆積が考えられる

地点があるが，その地点が，旧く変移

した現#在では詞行土の卓越区となって

いるのが認められる．即ち，表層は詞

行士であり下層は幾分崩穫土的性格を

有するといった毒を呈Lているので

あるがず立地的にはこれらの旧い堆積

土の影響を無視することは出来-ず,二単

に詞行士として分類するのには余りに

大きな要因を含んでいるようであるか

…（制行士（崩積)として表現した）‘

谷型1区の西北下部は，新しい崩積

じづ缶憂え

鱈
／、

、〆

Fig.19．菱j蘭侵触を主体にした菱層の土壊堆積分布

Distributionoftypesofsuperiicialdeposits

（1）residualdeposits

(2)・superficialdeposits

（3）oversteepcolluvialdep．

（4）Colluvialsuperncialdep．
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土が扇状堆積しているが，この面は幾:分凸形斜面をなして表層的にば詞行士的性格を示している.

5．2．3．土堰堆覆の新旧

土襲の生成要因として時間的な要素'7)i8)が重要視されているが、本調査地における土壌生成の時

間的要因を地形史，侵蝕作用の面から若干検討を加えてみたい．

斜面生成の時代的新旧については既に述べたが，士穫母材の性質はこつ地形史的な反映を強くう

げているように考えられる（前掲のFig.12.p､19.参照）

開軒が旧く，現在では，崩壊現象が休止している尾根型斜面においては，母泳の風化#主主として

地形輪廻的な地形生成時代この結びつきが強く，上部の斜画区ほど風化が進んで母材的iこ旧く，下

部斜面区ほど新しいものと考えられる．

谷型斜面においては尾根型L斜面と同様，超形稔廻淘な猷材の影響をうけて恥るのは勿論であるが

本;侭査地の様な急傾斜地でば，各ステージ共，崩壊現象の休止は承られず，新しい母材供給がなさ

れている．そのため谷型斜面に於ける土譲母材ば輪廻的な生成時代の相違と，最近の崩壊環象の二

面的性『搭i二より強く支配されているように思考される．

以上のことから，谷型斜面は尾根型斜面より録材的に新しいことが多いと考えられ，尾根型上斜面

のうち上段の尾根型2区，同4区が母材的に最も旧く，ついで尾根型1区，同3区．谷型斜面では

最近の崩壊現象の認められない中段の谷型2区が平均的には旧く，それより上段の谷型3区は部分

的には勿論谷型2区より旧い面を有するのであるが，谷顕の大規模な崩壊現象により新しい母材の

供給をう;ﾅ，谷の巣積地帯は却って新しい録材となつ-こいる．下部の谷型1区は上部の各斜面区か

らの集積区である上，開析活動も活瀕で母材的には鼓も新しい．

以上主として母材的新旧について検討を加えて来たが．土獲生成作用についてはその池点の表層

侵蝕に対する安定度に支配されることが多く，従って，既往の植生の影響を強くうけ，池形的な要

因とは勿論強い結びつきを示し，前記の母材の場合と同様な考え方がなされるのではあるが，それ
ヤ

だけでは規自正されない面が多分にあるように感じられた．

5．2．4．新しい開析斜面の生成に伴う上部斜面の麹順化と残讃化

生成時代を異iこする斜面の接続部が，当初著しい傾斜の不連貌を示し，その後;年月を経るに従

い，カドがとれて従順化することは，前i二述べた超i)であるが，二のだめ上部斜面には削剥的侵蝕

が働き，土層は次第に浅くなって来る，この地帯は理形の項で，凸形の斜面(垂直）としてFig.8．

P､12に分布を記載した地域であるが，土護断面謹査iこよると，変換港の上部でばFig.8の場,合よ

り，やや広い範囲で土製層の浅化が行われているよう,こ見受けられた．（この事は後述の全土層図愚，

A罰の項でも触れる）

かような，斜面の従順化iこ伴う加速的侵蝕が所謂土襲の堆積様式に与えている変化について考察

してみると，

地形の凸形傾斜変換帯iこおいて，その地点が更に上方の斜面からの土雲』吻質の供給趣を期待し

うる場･合とそうでない場合とiこよって堆積様式を異にしているようiﾆ思われる．現地について検討

伊壷

ヘ
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して私ると,谷型1区と同2区.手同2区と同3区の間に見られる変換線の場合のように,変換帯上の

崩積土の堆積量が，地形従順化による削剥盆を上回るときは，矢張り崩穣土としてのおける性格を

有しているが,谷型斜面区と尾根型斜面区の間に見られる変換帯のようにかつては崩稜土地帯であ

ったと目される地点でも，垂では供給量と削剥量とが僅かに平衡を保つ程度§で，下層土は崩積士

としての性格を若干有しながらも,､表層的には全く詞行士化した土襲がみうけられる．特;こ尾根型

4区（同2区，同3区の1部でも）に
－

おいては，削剥量が鑑堂を上廻り､‐

且っての…であったと思｡われる個・

所が全く残積土化している例が認めら

れた。最も極端な削剥しか期待出来ぬ､

諺は尾根筋の墾鍵上部の残積土と

なっている．

5．2．5．土壊』唯穣機式の分布と地

、§･一・形雲

…これまで述べて来たように,房.環在の:

侵蝕により表面的に行われている堆積

様式と,それより以前に堆積されたと

思われる下層土の様式とが,率の斜

面では往々異ることが多いようであ･＝

り，ここでは下層土の骨格的堆認象

と表層の堆露象とを考えて，その複，

合体としての“様式を考えた.．、

この堆稜稜式の分布を図化したもの

がFig.20である．

分布図中に記載した堆積様式は次の

通.り;である.一

・‘垂七（詞行珊性）……侵蝕によ･り詞

行漣出のおそれがある残稜士.尾根筋

の変換線上部の凸斜面に分布.

・認土.(準崩積）……準平原遺物的

な広尾7限にあって且つては崩積した土

が残積土化したもの．

。残穣土:（準運積）？…･･同上の且つて

の運積土が残謹上化したもの.‐

韮｡:｡別室漣．：

q－一一一雪魂．｡-:‘-f1△

Fig.20．土壇堆菰様式分布
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。詞行士（残積性）……尾根筋の傾斜変換線i宣下の凸形斜面に分ﾂ布する．

。詞行土……直3線的尾根型斜面に多い．特に傾斜角的な特性はない．

。詞行士（崩積性）……尾根型斜面にあって且ってば崩積土の分布が期待された地点が詞行土化し

たもので，概して20．～40言の傾斜角の範囲で見出されるが，決してその唖囲全部を含むものでは

ない．

。詞行土（堆穣性）……供給量が，流出を上廻る詞行土であるが，上部斜面の状況に支配され，特

に傾斜角とは結びつかない．（尾根型斜面と:谷型斜面の崖面の1部）

・過傾斜型崩積士……40，以上の崩涜士（谷型斜面）

･急傾斜型崩積士……3r～40.′’（′’）

･中傾斜璽嘘積土……2r～30。’′（，’）

s傾斜型運積土……11.～20。’’（’’）

g新堆積崩積土･･･…谷型1区西北下部

図について眺めると，単に上，中，下，谷，中腹，尾根といった変化とは必ずしも結びつかず，

これまで述べて来たように，単位斜面区毎の周期的な土護堆積の分布変化が認められる．

即ち，尾根から:谷筋に到る斜面全体の土壌堆稜の変化が，これを溝成する単位斜面内の,I､変化に

よって強く修飾されているのが認められる．

土護堆積の面からみた単位斜面の特徴はzその個々の斜面が，崩・運積土系,或いは詞行土系と

いった，比較的似通った系続の堆齢式;こよって占められていることと，時代的な差違が最小にな

っていることであるが，決してその斜面全体が同一地Jの土護蓉によって占められていると云う

意味ではなく，その中には寧ろ変化があることが諏是である．

5．3．全土届の厚さと地形

5．3．1．まえがき

（A層の厚さ）÷（B層の厚さ）＝（全土層の厚さ）

と考え，前節までに述べた土護の堆齢式の各要因と対:比して考察を加えたが，結論的に大略次の

ような結果を得た．

全土層の薄い地点は，骨櫓的にば土護の崩運積が期待されなかった,本来の侵蝕斜面と,傾斜.の

変換帯周辺の従順化斜面とであり，斜面形と斜蚕生戎の翰廻的差南違により容.易に解釈され,、地形的

な規正が強く感じられた．

全土弱の厚い地点iま，谷型斜面内の崩積土，運漬土地区か，尾根璽除卜面で且っての厚い崩穣土の

分布が想定される．骨格的な准穣面であり，これも地形的規正が強く感じられた．

5．3．2．全土壌層の厚さの分布

；識査池内に設定した，深さ110cm130ケの試孔断面から得た資料をもとにしてFig.23に示す

ような，全土護層の分布図を作成した．110cm以上の深さを有する土層について(ま;准定により算

ニーー一

一一
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定を行ったため，資ﾗ料としての信頼度

は余り高いものではないが，それでも

大略の傾向はうかがえるので，そのま．

ま淵を加えることにした．なお，

＝地内に於いて全土層の厚さは

”Cm～2”cm近くまでの変異を示し

ており，Fig.21は，これを25cm毎

に険級区分して図化を行ったものであ

る．

堆積様式の項で述べた通り，傾斜変、

換線を境にした単位斜面区毎の変化が

強く認められ，全般的に感じられる．

谷に深く，尾根に浅く，といった大き

な変化が,単位斜面区におけるﾉj､変化

によって修飾されていることがよく認

められる．

5.-3..忍骨格的土壌堆穫と全土壌

層の深さ．

(A＋

I

1

翻 蕊

”~12与匡三三
一

一一一一一一一一一F一

毒糞

Fig.18.p､35に示した骨格的土壌 一一＝＝＝~室三
一ニーーさ胃一一

の堆率式図とFig.21の全土層の分

布とを対比してみると，現在或は過去．Fig.21．（A十B）樹の厚さ分布
Distributionofthicknesscf（A－FB）horizons

の谷塞+面の崩積士，運積士の個所が

深く，尾根型斜面の裸岩地と想定された個所が浅くなっている．即ち，本来の堆積面に深く，受蝕

面に浅いという傾向が強く出ている.

553．4.飼行土的な堆穣と全土壊層の深さ

Fig.19.p､36に示した詞行土的な堆積と全土層の分布とを対比してゑると，震積性の土護区が

最も浅く，谷型斜面内の詞行性崩積土区が深くなっている．

5ざ3．5－傾斜変換幕における従順化斜面と全土壊層の深さ

傾斜変換帯における従順化斜面の加速的侵蝕による土護冒の変化緯，分布図（Fig．21）では余り

明かでなし､が,（尾根型3区の下辺等に若干表われている.）この点;こついて更iこ明示するため，各単

位斜面区毎に地形の高度変化（比高）と全土層の厚さとの関係を求め，これをFig.22.Fig.23．

に示すようなグラフに表わしてみた.．

これによると谷形斜面においては，上から谷型3区→2区→1区と堂士電の深さが誠増してお

り。傾斜変換帯では，削剥現象まではみられないが，堆積の平衡（厚さの増大性の休止）がゑう;十
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Fig.2琢23．谷型料面における全土壇圃の深さの縦断変化

Distributionalcurveofthicknessof(A＋B)horizonstolongitudinalslope

られる．尾根型斜面では単位斜面の上下による深さの変化は平均値的には少ないが，傾斜《変換裕を

境にして明らかな脈動を示している．即ち，傾斜変換帯附近において著しい削剥が行われているこ

とが観察され,このため，各区共その下辺と上辺が全土層の最も浅い区域となっており，中央部附

近i二厚い±層の分布が認められる．

全土層の厚さ;ま一般的には斜面の下部程厚いものとし､つた観念が強くもたれているが，場所によ

っては下部が薄い地点もありうること，そしてこの現象が，傾斜率帯の普弓遍性と共に決して例外

的な現象でないことは留意すべき点であろう．

5．3．6．土壊の堆穣橡式と全土壌層の深さ

土護の堆積様式分布図（Fig.20.p､38）と全土層分布図（Fig.21）を対比してみると明らかな

ように，極めて密接な関係を示している．

即ち，単位谷型斜面における全土層の深さは，

中傾斜型崩穣土＞急傾斜型崩積土＞過傾斜型崩積土＞詞行士
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単位尾根型斜面における全土層の深さは，

詞行土（崩積性)＞澗行土＞詞行土(残積性)÷残積士（澗行性）

といった傾向が明かに示されゥ斜面の傾斜角と斜面の凹凸とを基準にして地形的に導いた土壌堆積

の区分が，実測分布とよく合致していることが認められる．

尾根筋に浅くj谷筋に深く，上部に浅く，下部に深い，といった概略的変化が単位斜面内の一連

の4,変化によって強く修飾されている状況は，土壌堆積様式の分布において認められた状況iこよく

順応している．

5．4.A層の厚さと地形
,．〃争=--

調査地内に設定した130ケの賦孔断面よりA層の厚さを実測し，Fig.24に示すようなA層の厚

さの分布図を作成した．A層は最低5cmから最高80cmまでの変異を示し，これを15cm毎に

階級区分して作図を行った．

一般に満～晩壮年期的な山岳林にお

いてはA層の厚さは尾根筋に薄く，谷

筋に厚く,また上部斜面に薄く，下部

斜面に厚いといった概識)が抱かれ，

このことが，所謂’森林立地が尾根筋

に悪く，谷筋によいという観念と結び

つき,_A層の厚さと立地との相関を重

要視される面が強↓､のであるが，本調

査地におけるA層の分布を検討して承‐

ると，一応上記の傾向が認められない

でもないが，これまで述べて来た，土

護の柵式の分布などに比較して，

局部的擾乱が大きく可成り考慮すべき

点があるように感じられる．

谷型斜面においては，谷型1区の西

北下部に分布する，新しい崩積士地帯

を除くと可成り規則的な変化がみう:ナ

られる．

Fig．25は谷型斜面における高度変

化とA層の縦断変化をトランセクト的

に示したものであるが，上から谷型3

区→2区→1区と各斜面区内の′I､変化

=一二＝三ご一

１
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Fig.24．A蘭の唖さ分布・
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Fig.25.26．谷斜面型におけるA層の厚さの縦断変化

DistributionalcurveofthicknessofAhorizonstolongitudinalslope一。

を伴いながらもA層の厚さは漸増し，所謂上部斜面に薄く，下部斜面に厚L,といった概念をあらわ

しているようでもあるが，各単位斜面区内におけるA層の変化は規則的とは云え可成り大きなもの

があり，傾斜変換線を境にした，脈動的変化が認められる．

平均的にみて谷型斜面は尾根型斜面よりA層が厚いが（後掲Table7．p､74参照）さきに述べ

た，谷型1区の新崩穣土のように，堆積の新しい土壌は土壌生,成が進んでおらず，ためにA層の厚

さが尾根型斜面よりも薄く，例外的な擾乱をみせている個所がある．

尾根型斜面ば谷型斜面の場"合より更に地形的規正が薄れ，特に尾根型2区では異った様相を呈し

ている．

Fig.26は尾根型斜面における地形の高度変化とA雷の厚さの変化を示したものであるが，東翼

の尾根型1区は，下辺ば従順化作用;こより削剥が行われ，A層の薄い個所がみうけられるが，上辺

と下部に近い個所に極大池点を有し，尾根型2区6芸傾斜変化帯附近の浅い池点を除くと全体的には

上部;こ簿く，下､部に厚し､傾向がみられる．また西翼の尾根型3区;芸中復部にA層の厚い個所があ

り，それより上部も下部も共に浅い嫌相を示し，その上の尾根型4区は，逆に上腹に厚く，中に薄

く，下に厚い向を示している．

、
。
《

◆

』
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以上のように尾根型斜面におけるA層の分布は極めて多様であるが，このことは，前にも述べた

様に，尾根型斜面が，詞行土的性格が強く，土壌表層に働く，侵蝕は，地形的な規正よりも，植生

の打阜止機能により左右される点が多いためと考えられ,従って，A層の厚ささば，地形的な傾

斜の緩急，高度との結びつきが弱く，その配列が必ずしも規則的にあらわれないものと推察さ

れる．

以上のことから，A層の厚さが，上部斜面に薄く，下部斜面に厚いといった概念に適合する斜面

は,単一輪廻的な谷型斜面においてはじめて見出される可能性があるように感じられる．

5．5．微地形と十壌週

5．5．1．まえがき

ここで云う土壌型とは大政50)によって体系づけられたもので，分類の基礎を土壌水分におき，土

壌の水湿状態の差異によって表われる腐植の形態・土壌の構造・土壌中の塩基の移動及び集積によ

ったものである．

一般に山岳地に現われる褐色森林土の土壌型の分布はFig.27の模式図に示すような変化をなす

ものと考えられる．

斜面部では上部に最も乾件士壌が現わ

れ，下部に移行する程，次第に湿性土壌に

うつり，模式的には尾根筋のBA型から沢

筋のBF型まで一連の変化を示し，開析の

及んでいない台地面では開析斜面に接する

外縁部に最も乾性土壌が現われ台地内部に

移行する程う湿性土壌となり，模式的にば

矢張りBA型→B腿型の一連の変化を示すも

のと想定される．

弘目唖'8，鴎のe

Fig.27．斜面における土填型の鞭断変化擬念図
しかしながら，現実の林地においてこれ

Schematicrepresentationshowingrelationship

を適用してみると，模式的に考えた事項のbetweendistributionof［ypesofbrown
forestsoilandmoun[ainslope

うち乾性→湿性といった変化の傾向は充分

にみとめられるのであるが，出現する土製型そのもの8こついて;よ，周囲の気象条件，森林の状況，

士壌侵蝕の状況と，それ庭伴う水分環境的支配を強くうげるため，塁根筋;こ;ま必ずBA型BB型等

の乾性士襲力驚現われ，また谷筋に必ずBF型が魂われるといった．池彩的二警遍憧妻なI.､もっと解さ

れ,．また今まで述べて来たように，斜面の生成が多輪廻で，その詞に幾つか､侭斜度換線が認めら

れるときは，必ずしも上から下に乾→湿と云った一連の変化を示さ-F，傾斜変換部を童‘こして，蓑

→湿→乾，といった脈動的変化をみせ，土壌型も，当然それ#こ対応し，乾性土雲型→湿性土雲型→

乾性土壌型，という風な多階的変化を示すものと推定される．
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5．5．2．鋼査地内の士埋型

調査池内;こ設定した130j,-の試孔訴面iこより土製型の判定を:行った．結果的に;会弱湿性褐色森林

土（BE型）と適濯佳掲色緑林土（BD型）こ両者の中間亜型BD(w）型土，の出現をみただけで，

B､i型B勝型O乾性土，Bド型の湿性±の分市;良認められなかった．

Fig.28i二二れらの土婁型の分布国であるが，二れ‘こついて錠めると，B股型土襲ば谷型斜面内．

iこお;十る運漬±，中煩斜型調､涜土の麦

部と急傾斜型調穣土o大半，過傾斜型

弱哉土の1部;こあらわれ’また1部で

ば.亀榎型1区の覇行土（奉煽斜型崩積

土）；こ出現している、Bp型土,皇荊i了

土の，部と凸形の尾根筋の残機性土の

地裁6こ魂われ，BI,型，BE型以外の河ダ
行土，崩涜土の返裁;まB､(w）型±垂

;こよって占められている．擬括的にみ

て谷型斜面内o雲讃面iこB臆型，老喪褐

型斜面の上部で上昇斜面の傾向が義い

部分.にBD型，その他の谷型斜面の崖

部，尾根型斜面の中下部i二B11(w）型

が認められる．

これまで度々該れて来た単位斜面区

的な変動ば，傾斜変換部でB健土護型

の分布がケピれまた尾根間型斜面上部の

傾斜変換帯で（本爵舜窪地で;呈椙対的i二

乾性な）BD型土護の分布が蕊ってい

ること等がらうかがい短るここが出来

るが．‐庚述のよう;二作図を行った関係

。謹溌#譜

、Fig.2＆土、翼型分布
から，余‘ﾌ調漂に;夫現われていない．

Distribu[ionofWpe3ofbrownforestsoil
5．5．3．考察

土護型調査陣，或旭点の気象・池形・種殻等の立旭的諸因子の綜合が、その土襲生成に影響を及

窪している所かつ，連;ニヱ型の綜合的判定を土婁の面面から読柔とろうとする．立地震査の中で,

量も有効的な手:段と考えられているも0－で．毛形i二扇するでなく．気象iこ崎するでなく．さきにも

述べた這り．毛根筋iこBB型,谷務にBF型土裏が必ずしも蕊われるものでばないといった地形的

普遍性のな1.､ここが．却って立池判定上，有効な手段として取り上げられる所以で健ないかと考え

られる．即ち同じく竪根筋の鶏涜±といっても．立地室童龍力として:ま千差万別であ‘ル或る池点
6
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の尾根筋は他の地点の谷筋と同等の立嬉池生重力を痔ら土護型;芸同じくB、型であるといった例が往

見々受けられる．かようiこ地形的iこ;主狙かiこ異質と見撤される立毛が，同等の三重力を待つ場合，

土壌型では同じ型として表現されるという便利さがあるのであるが，それだけiこ・判定技術，分布

の把握の上での困難性が伴うものと考えられる．

本産地の場合Fig.28iこ示すような±婁型の分布国を作成したのであるが．呈見実iこ;主こり作図

法そのものに可成りの問題を含んでいる．調査池内'二講する試孔誘面を土蚕型的iこ穣討した場合・

(判定方法の未熟にもよるのでもあろうが)．同一堆積様式で而もその上にヱっている7体木が．大略

均一な生育をとげている区竣でも，そこに設:ﾅた断面間i二土婁型的に可成'1の差違が認められるこ

とで,_そのため実際の作図ば堆率式を主体にした地形を重視して，その範茜の平均的土義型を表

示した．たとえば或る地区において同一縄される急傾斜型崩積土区iこおいて10ケの断面を設;ナ,､

その中B屍型が6鋸B､(w)型が4ケが混在して判定された場"合（群状でばない）ば，その理区偉

全部BE型として図化するといった方法を行った．従って掠りの少ない潅哉様式の個所でば往々判

定に苦し承，前後の状況を考慮して判定を行うなどしたため．出来ら上った分布図健余程特#性のはっ

きり､した所でない限りは，局部的性格が活かされず，可成りならされた冠も伏の分布図が出来b上った

ようであるし

士襲と群の生長を考える場合●もしその点における土裳因子と成長との関係が，明かであった

としてもがその土壌の現地における分布窪が適確に把逼されな↓十れぱ、実際的効用6ま極めて'j､さ

いものとなるおそ輯:ある．それがために:ま現封gをしつみつぶしに調登すれ‘蚤よいが．これは時間

的にも経済的にも無理であり，どうしても他に指漂を求めて土護の分布を推定する方法を求めねば

ならない．この点について最も利用しやすいのiま超形であり．＝蚕調査ばむし,う旭形による立氾推

定を行う時，これを補整する…■〕として用いられた方がよいようiこも感じられる謡合があツ，こ

れ迄述べて来た可視的な傾斜変換線，斜面形，土謹の堆譲稼式区分等を土襲型分布の規正因子，更

には細区分単位として考慮する必要があるように‘言考される．

±義は気候，生物，起伏，母材，時間等の医子と函数関係、魁)にあるとされているが，大気侯を

或る範囲では定数的に扱うと,．これまで述べて来たようiこ，韮形lま達伏，母材，涛間の諸困子と密

接な関係を示し，更iこ微気候までを結びつけて考えると，土婁生成因子の殆どが地形iこよって読み

とりうるようにも感じられる．

この種の問題は，近年適地適木:識査事業として行なわれている比較的大縮尺の土浸調査では殊更

に重要視する必要はないかもしれないが，；林宅躯塔，適逆適晶種等，現在研究的段浩iこある羨術の

場としての立地を論ずる湯合，検討すべき点でばないかと考えられる．

5．36.&土壊の透水窪6)と鈎形…見一と

概念的に，開析活動の活謹な斜面程,_土裏の移動もE漆しく，租造な;認を示し，従って遜水性挙

大きく，これに反して開析活動に乏しい池裁睦，土妻の移動性iこも乏しく風化作用の進みと共に次
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第に緊密化して透水性が|量下するという莞象が想定される．

本調査池;こおいて;妻Table7(p,74）6ﾆ示した通り尾根型斜面より谷型斜面が透水/注大きく，谷

型斜面の中でも閉言活動。最も活稜な谷型1区，同3区が透水性大きく，認在の塊状侵蝕の活動性

と深い反映を急せている．

尾根皇勤斜面で津、喪漬土化が最も進んでいる尾根型4区;こおいて最も低い値いを示し，前記の概

念をよく裏付:ナている．

しかしながら透水性iこつい-て;まi貸料‘ﾜ教が少なく，各単位斜面区内の動向等，微j世形的な細部機

簿について;妻，論処i二乏しいりで，精登の上次の譲会にでも詳細な検討を加えたい．

5．7．微地形と土璽の活性酸度（PH）

5．7．1．まえがき

土雲中のPHI室，圭雲溶液中の酸性乾質の塩基不泡和に支配され，その中i二含まれる腐植酸か炭

酸其の他の酸の童とそれ;二対する夷垂の丈Iこよって左右されている．寓痕酸の生成健，そこに供給：

される寓桓の重こ±裏徴生駒的な分塞樋祷jこより異なり，余りiこ乾性な土婁やまた過湿な土壊にお

いてば宋分ご解葛寵《二伴う寓種酸の主成が多く，麹形的iこ;ま斜面:上部の尾摂筋や，排水の悪い谷間の

洪渥地，準平原的な台池内部の過湿遡;ニニの種の原因iこよる強酸性地が想定される．他方塩月基の流三

亡ば’斜面の上下;こ従う，±妻の屋謹，運搬，堆積・土裳水,き‘)鯛)‘，)調)型下水の動向と強し､相関を示

すものと考えられ，斜面の上部1こ流亡、逆に下部には采積．‘)"）が期待され,PHもそれに対応した

変化をｦ示すものと』言われる．

山岳地の場合，'庄々･母岩的な錯綜と，火山灰共｡池の分布;こより,､それに伴う局部的変化が考慮

される．

本調査地健これまで述べて来たようiこ，篭廻的に3段に区分された谷型斜面と尾根型斜面によ-り‐

溝成され，（一部に痘綬傾斜の広呈根を有し，その上｛こ火山灰の残積も想定されるのであるが）こ

れらの池形的な特性とPHとの関係iこついて検討を加え，椿果的に注太路次のようなものを得た．､

高所錘酸性，1氏所程弱酸性，の傾向が認められるが，それも敵地形的な様相によって一概に云

えず，開折活動の活護な斜面区でば高匪の増加に津う，PH価の逓減が可成り明かであったが，開

訴活動の弱い斜面でばその傾向が強く瞳認められなかった．

5．7．2．調査地内のPHの変異

これ;こついてばTable3p､22Table7p、74に示したが，それを概括してみると,一

表層（5cm).のPH3.1～6.5平均5．0

下雪（50cm）つPH35～6.4平均5．0

となり、可或り大巾の変異を示し，強蒙性池が見出される，斜面形，或い東単位斜面に区分●した場

合幾分その変異ば小さくなるが，なお可或りの分散を示し、±製麺様式:こよるﾉi､分､区iこおいては

じめてﾉj､分散をしめしているよう;こ患じうれた．
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5．7．3．斜面の海産変化とPH

塩基の流亡,土壌の熱度，安定性等と，地形との翼係ば，斜面の縦断形で観察しやすいので以下

谷型斜面，尾根型斜面における高度変化とPHの変化をトランセクト的;こ検討してぷだい、

~5．7．3．1．谷型斜面における斜面の蔑産変化とPH

Fig29は高度（海抜高)と表層(5cm)下.雷（50cm)のPHの変化を示したものである.

図で明かなように全般的に高度の増加と共にPHの逓減が認められ，斜面上部iこおける室基の流

一
●Ｉ

亡と鱈下部における集積といった一般

的概念の反映が感じられるが，単位斜

面区毎に詳細に検討を加えると，谷型

1区では比較的スムースなPHの逓浅

がみられるが，谷型2区ではその様力椙

が乱れ，更に上って谷型3区;こ入ると。

再び幾分かの下降がみられる．

‐谷型1区は，所謂gradeされた，

下降斜;面をなしており，土壌物賀の動ぎ

ぎが本鳥鍔査地中で最も系統的に現われ＝

うる斜面であるが，PHもこれに対応

して極めて理念的な変化をゑせ･てい

る．

谷型2区は，谷型1区に比して，淵

析が旧く，その下辺は従順化作用と小

_崩壊現象により擾乱され，谷型斜面と

しての原形がくずれかかっているが,

pHの変化もその影審をうけて乱れた

穣椙を呈している.

谷型3区は，谷型2区より全般的に
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急傾斜地に移行するが,PHもそれに傘ﾁわるα”製騒己

つれて低下し，谷頭の急崖部に入るFig.29．谷型斜面iこおけるPHの高度変化

Rela[ion･betweenPHv“ueandalti[udせOnvalleyslope
と，更に著しいｲ壁下が認められる．

全般的にゑて開析活動の最も活溌な斜面ぼどPHのスムースな変化が期待され，その他でば従順

化斜面におけるPHの低下とそれによる護乱が認められる．

．,､－5ふ、7．3．2ざ尾根型斜面における斜面の高度変化とPH

，調査地の東翼をなす尾根型1区，同2区6こおげるPHの高度:変化および，西翼をなす尾根酉型3

区，同4区におけるPHの高度変化をFig30に÷詩す.
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Fi砿30．塁眼型斜面iこおけるPHの高度変化

Rぜlationbetwee随PHvalue＆ndaltitudGon,ridge-typeslOpe

両翼の尾根型と斜面共，下部の1区，3区においては急傾斜･をなし,開析斜面的な…が強く感じ

られ，塩基:の流亡ば斜面上部に赦しく,下部に弱く，また寓植酸の生成は上部に大きく（乾性のた

め）下部に少いことが想定される．一方PHの変化も1区，3区iこおいてば高度と共に萌瞭な逓減

を示し，上記の択況をよく裏蓄きしている．

下部斜面を登りつめると,上部の尾根型斜面との間に可成り明瞭な傾斜変換帯が認められる．PH

6主この上昇斜面区で妓も低い値いを示し，受蝕性の凸形地銭が腐植の裳1生未熟とも絹侯って強垂

の環境を作‘)出しているものと考えられる．

傾斜変換帝を過ぎ尾根型2区，尾根宮型3区iこ入ると，綴傾斜の広尾根iこ移ｲ了するが，PHはこの

霞傾斜旭城に入ると急赦;こ上昇を示している．この辺裁は前記の変換帯よりやや安¥竜して塩島基の流

亡か§少いとも考えられ，まだ更;こ上部斜面からの渠積が期待されぬわけでばないが,土護は乾t生士

雲でもあり，宝基の動き差汽でばこCPHの上昇が説明されないようiこも思われる.北九州地帯は

火山灰の降灰分布が広く、山池の準平原的な緩斜廻偉多少共、火山天土の蓑積をみるのｶﾐ普通のよ

うであるが．火山麦±ば結晶片岩の気化残讃物皇j，Ca，Mg等§二言墓酸性が弱産であると恵定さ

－－－－r一
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言
れるところがら，尾根型2区，4区のPHc上昇;ま火山灰O存在ででも説萌されるのでばなかろう

か，これらの点については飽くまで推論的なものであるが，近い盛会;こ±妻の化学分訴を終えた

後，再び考察してみたいと思う．

‐5．7．3.塾傾斜変換帯lこおけるPHの変化

1例として谷型2区から尾根型4区iこ移行する変化を示すとFig.31の通りである．

概して傾斜変換帯の凸形斜j面ばその．
」

＝ーも一日P，一盃で営む ●〃 ー一 ℃一 ue －－ 1

周囲に比してPHが低f下しており，こ
謬

の傾向は下層土に著しい．傾斜変換帯桧
醸・ら

はこれまで述べて来たように土壌物質風
の流亡区であり，よく肯ける現象であ5

，

る．i．ご‐．二疋

牛
5．7.4．PHの谷型斜面，尾根型

斜面間の水平的横断変化
3

これまで主と-して池形の推断変化に

ついて触れて来たが，更に横断変化に

ついて検討してみたい．

Fig632は,PHの横断変化の1例

を示したものである．なお、この横断・

線は直鵜的なものでばなく，等高課に

従った水平変化 を 示 し た ← 二 ． 渚
・虐

図をみて明らかなようiこ，PHの水蟻
平的変化は余り著しくなく，僅かに谷・度

型斜面で高く，尾根型斜面で低い傾向一．
、

が感じられるが，その変化の模様は漠迂

然としている．縦断変化の場合にば可

成り明瞭な特性を発揮していたところ
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3．

の傾斜変換帯も，ここでは余り目立つ斜'功麦秒
展クど一砿ムウ，‐－－忽ずご

ていない．
Fig.327北配こ定万ろPH‘、癒廓変化

このことは縦断変化の湯合ば調かにThedis[rii〕utio“IcurveofPHvaluctoa

汀ansvers亡こopography
生成時勤代の異る斜面区への変化，また

これを境にして極端な土製潅漬様式の変化がみられたの6こ対して『水平変化でば上記の2点がいづ

れもその意義がうすれてしまっていることからも肯づ;ナる．しかしながら．この水平変化でも樹高

の変化は著しいものがあり．PHは全くこれと対応しておらず．PHを室逃指漂とする場合．考慮

すべき点とも考えられるざ=‐

‐
冒
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一寺｡

5．7．5．地形とPHの分布

Fig.33iま謬膿査理内,二於;ナる130テ

、資料をもこlこして作成したPHの分

布図である．教壇i妻上智と-冨葡こ.つ平

均値をとり．二れを0.5阜位に区分を

:行った．

前項迄;このべて来たように，土襲の

PHは地形的な，移動，渠積作用と深

い謁係を有するよう6二悪じられる．

谷型斜面が尾根型斜面よりPHが高

く，また高所iこ移行する程PHが1重下

し，傾斜変換課始近;こおけるPHの硬

'I､値的あるわれ，斜面の韓廻的ステー

ジに従った周期的函うぐ値の分布を読皇

とることが出来る．

5

申

一
‐
《
》

０

－

0●

4
5．8．微地形と土壌の鐘換&醐童（y,）

5．8．1．まえがき

土壌の“酸度懐，浩土鉱物等土裳

の反応緬万)｡a》iこ,含まれる塩基の不飽

…を反映し，宝基の溶脱流亡とその

集…型…"》iこ支墨さｵしる面が

大きい‐塩冒基の竃亡楽識ま．水の動き

iこ伴った表吾→下層間の移動，斜面iこ1

総$’

Fig.33．ェ護りPHの分布

DistribuKionoKPHvalueofSoU

iこ伴った表吾→下層間の移動，斜面iこ沿った斜面上誰の流亡と下部の果積,それ;こ芯の落菖紫伎の

分‘解;こよる土表層へo供給§現象等と深い関係があるものと考えられる‐

本調査池匡おいて;実前項のPHの署合と同様，ﾃ斜面形．斜面生成の多義廻性等の斜面の特性と，

土婁の侵蝕現象iこ岸う室基#の流亡（削剥）堆積（准積）を想定して毒譲度の変化をとらえ，併せ

て土蚕室戎の安定性と熟麗こからむ愛檀;二よる室基の供給を考直して検討を行った．

結果的;こ得つれた蕊項を路記すると次の通nである．

高度の租加‘こ岸う置摸錘度の逓増か可或'〕覗か§こ認められたが，開析の弱い斜面区でばその傾向

が調らかでなかつ一二．

下薗の置換酸麦偉原斜面、骨柊的謹羨尿式と密委な翼係を有し，表看の毒酸度はその後の表&層

浸蝕6こよ'〕変化した現在の土婁拳漬と深い結びつきを示している．

表留の量換薮変と下荊の蛍換酸度の鰹差健圭婁物質の帥削・堆積;こ実する斜面の浸翌麦象と密接

一一.一．一二一でF一一一＝一一一一一一一一一一一一
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な関係にあり,､較差が正の場合は相対的流亡を，負の湯合は根対的渠積の環境を反映している．

5．8．26飼査劫内の亜換融度の変異

本調査地内の置換酸度は.Table3p､22Table7p､74に示す通りであるが，それを概括する

と次のようになる.－－

・表層（5cm）の置換酸度（y,）0.6～538平均18．3

．‐（50cm）の置換酸度（y』）0.2～45.6平均17．3

各単位斜面区内の変異も可成り大きくj皇土壊准積様式iこよる,1,分､区では可.成り′j､さな分散を示し

ている．：

扉ご8･罫斜面の蔑度変化と鍾換酸度一・

PH-におけ二る場合と同様,塩基の流亡，それ；こ対する安定性，

最もよく現われるものと考えられる．

置換酸度の水平的変異を除去する意味joo1－－－Iノ

莫霊繍鍾駕鶏芝｜郷

渠積等の現象は，地形の磁断形で

一一一一f『貞命斗蚕鍵争
必クヴーでｧ■万五ノクァーr‘夕戸タ．‘.勾乙

●

谷 琶 I g 呑 堂 Z 屋
01谷奮3区

韻縦《.：

＠

四一
．

度の動きをとらえてふたい.§

:ゞ息a冠,.谷型斜面における百s。
浅

“烏一～斜面の高度変化と下睡
皮

？－層土の垂換酸度…－．，
3 X 、

斜面の高度(海抜高）iこ応じた置換－－
－0

酸度の変化をFig.34に，トランセク…咳ジー凹延▲~ユ基・凹誼【ー，『ダジ＝〃 鱈 CSSO唾

蕊獅ぁ度錘喜恕″量
ト図をFig.35に万寿．

Fig・鋤．谷型斜面.におトァる下薗二亘爽硬度の高度変化

一般に置換酸度はPHと逆相関をあRelationbe[weenexchangeabieacidi[yvalueor
lowerIayer1ndal【i[udeOnvaUey－tyPes1OPe・

らわすことが多いと考えられている

が，この場合も一応その傾向が強く，

大略,高度をますにつれて謹換醗菱の1004－－’“・一役戸窪《"-’
f親や－－‐下戸ェ44F。､声）

逓増が認められる.(PHとは反対）§｜
谷型'区においてば,水平的変異;ま：I碁.'。！‘…~容奮，~

若干大きいが,高度共に…酸度は逓一"1r4Aス‘､、‘
増し,斜面上部からの流亡が,下部iこ堂Ivi､酢V6､､

‘iおいて集1責するという力学的な反映がノ

、/~、J認められる．更に登りつめて，傾斜変i〆ノー
｡－＝一

換線を越え，谷型2区，同3区に入る下r…アーfや蛋秒44'〃己一二墓″ぐ涙

とその傾向がくづれて.余り明瞭な通．r織嘉bu謡鷲駕繍繍禦&”
増が承られなくなり，斜面区的な平均valUetOalOngi〔UdiXlalSeC〔iOnOnvaUey-‘yPeSIOPe

、

、



１１１１‐‐Ｉ

〃

〆

風｜｜’

Ｕｑｏ易凶也幹ｐｏＵＩ

砂勢憾包ｐｏＵ胃屋号日薗巨昌珂ｇの昌珂シ乙冒ｓ旬①万③也函直面鐘ｇ滅廻』。Ｕシ』ゴリ胃匡Ｏ宮ゴ昌堂的毛④二↑

ご馴南擢臼賎獅叡詞や卜雌職／、伽懲測遜弾・刑極秘馴蜘・馬出匡

‐入、島やｕ↑Ｕきぐ、、騰削伺弄蝉Ｉもトリ３雪卜

一声。いい

１１１１１１

Ｕユ。『めじユ話》０謝し雪阿・津ロ○④ロゴ鍔皇句つ冒司陶山彦両『

①Ｕ何）燭。②〕。④ゴー圃少シ】壱ご句異・刺⑲卸邑吋昼〕混むロ⑭⑲参〕⑲Ｐｐｏ冨里①霞

雲馴慰沌Ｑ圏慰鵠麓Ｈ報臓岬心碑哩眉徳副絢・罵出塵

凱、３智琶、‐側距垣十冬

○○の。ｂ寸

ｉＩＩ‐！ｌｌ１ｉ （羅買時）厭脂時払胃凋堂磯心ヤ蔑哩噸州

ｅ（題鴫》朴Ｋ判郵判袷巡殻爵蝦地口師・聴噸・宙仔・陛奉

○。“℃ＣＯ

亀一
●

一

・
も

○ぺぴ○Ｃ

１１１１１

ｊ

ｏい”
Ｉ

g～

､
創

鴛
薯

運

。

噸
嘩
(
ﾀ
‘
,
蝿
筆
謬
冨
（
爵
）



休藁拭険場湾嬢54

－－－－ ●一ー－－一－－－畢一一一一一一一一

値的置換酸度ば殆んど差違が認められなくなる．

それでもなお詳細に検討もしてみると，谷型2区，3区共，傾斜変換部O従順化斜面部で高い駿度

を示す以外ば，酸度がこれより低く比較的斜面に沿った変化を天せてお‘)．竿純な高度;こ対する変

化を示さないながらも，なお力学的な流亡，実積の方式によく順応していることがうかがわれる．

即ち谷斜面において，そのなかiこ侵蝕輪廻的な階段性が認められる場合．各スチージ毎iこそ⑳内

部に置換酸度の極'j値が現われ，傾斜変換部iこ極大値が実われるという周朝釣変化が見出されるも

のと』思われる．

5．863．2．谷型斜面における斜面の高度変化と表層土の董換酸度

前項で述べた下層土の置換酸度が，谷開祈iﾆおける，東彩的＝漬面の我混こそ○類斜変換都;こお

ける従順ｲ匡見象によく対応していたのに対して，表層土〈5cm）D置換蒙麦ばそO原形iこ；ま必ずし

もよく結びつかず，原形生成後の表層侵蝕による二次的な土獲の移動堆積表象とよく結びついてL、

るように感じられる．
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Fig.38．忌優型斜面にお,ﾌろ童瑛蒙反り高変更に

・Relationbetweenexchangeableacidityanda股i[udeonr1qge･[ypeごiQpで
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Fig.35（p､52）Fig.36Fig.37（p､53），農表音±、置換駿度つ註誘度化を示したものである．

：谷型1区;こお(十る変化伏況:芸下層±心霊婁譲度、そ雁と同壕であるが，その上方の;谷型2区と3

区;こついて;表全く異った鼓壱を呈している．鄭ら.芽型2重と3匿◎悪の傾斜変換線ば唖めて弱度で

あるため・2次的な圭裏の養漬iま?頃斜吏妻言分与毒とi泉無蓋系こ･了われており，下冨士の湯合と全

く異った譲椙を呈しているもつこ零釈される．

5．8．3．3．尾根型斜面における斜面の逼度変化と壷換酸度

東側の尾根型1区，同2国，西側の雲浸型3区，郡&区;二肴‘÷る謎婁璽度の硬翫変化;まFig.38

iこ示すとおりである．

両側の尾根型斜面共．開で思う蓋も､下部、毛誕塗1云，副3重(二・ついて;長高度;こ伴った置換酸度の

上昇がゑられ，流亡，異涜といった誹壷の力字的反浸をよ､房､あらわしている．

更に上って傾斜変換帯iこおiナる竣度の砿六点を通るこ渇折の弱も．上部の広尾根斜面に入るが，こ

二で.芸高度;こ岸う愛度逓増の譲福が乱れ．一弐に;圭署し．〈蒙麦の1重い固訴が見出されて、PHの項

で述べだと同凍，区い葵涜土･≦垂流亡i二対する安定性．更i二上部からvﾌ侠給;二対する築積性と，

火山灰等の異質堆積物の想定が考瞳される．

ただこ二で棒異な蕊笈I主星涙型3区の逼斜変摸部○下雷土で猿余’);まつきりした雲壷の極大性が

みとめられず，二の変換帯の前面i二おいて却って髪巽.う低下が急うれるoであるが，この事は後iこ

述べる地下水露頭の近爵接;こ失って説明されるようである．

5．8．4、谷型斜面，尾根型斜面間における遥換酸度の水平的横断変化

PHの場合億，華線に満った震断変化で;ま表''著し'.､園向;妾認められなかったが，董換酸度で

ば可式り明瞭な傾向が認められる．

即ち谷湾+面の内部;こおいて董換雲度がICCJ
谷

最も低く，それかつ尾根側iこ夢1了するi二斧五！．．堂

鰯熱覇篭蕊駕§心iI:〃
凪祁型テ里

が'極大値老示し尾根型斜面内で:黍対亘s･喝い､,〃
的iこ谷斜面より塗変が高いが、変異ば'j､さxi型，’1‘′ノー－．－ｲ噴針受挟や壕

－1zい，,（／
くなってl‘､る．､〆ゾ、b－j－－ゑ戸二（夕c,囚)
謹換薮巽主，縦断変化だけでなく、周一一一一一一下ﾉPエ(SOC，｡､）

商麦の水平的変化でも可茨0､、祷違之示0．
余斗⑧変移

し，斜面影．生茨轄廻，雀涜採式の数4､な
物α一谷･蛤"グー砥ｸざ、

棺違にもよく対応してお‘)，二辿簡な反狭
F:9.39．稚言‘二語r●を斑負壁愛.島:演畷更に

う§PHよりも遥かi二大きいここご示して，.、
ThedZ球ribu風onai亡urvビOfexchangedble

る．acldi[yvaiuご”1tran$vどrseLopography

Ⅱ■■■一一■一－一一一一一一一－一－一一一■一一面'一－一一一一一一＝一一一一一
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､5．8．5、地下水の■頭附近の土壇酸度

特異な酸度の分布に関連する注意すぺき点として，超下水の露頭があげられる．

所謂’常時的な水径が表層に近い個所にあらわれると，その附近の±表酸度は周茜iこ比してpH

〃pe－tγαれSfOγ沢at“

妬刀“taaL苅画

ｸ､見ん"ど

0
、 斜衝‘んｸe→二〃ｸど

Fig.40．頃斜変皇害:ご童.ずぅ宣葵肇度．ｼ更逼遜啄豪念逗

Schema[1c垂prビsぞnEaE1onsno宵lngrE1a【ionsbip

betweEndis[ribu唾onalcurveofごxchangeable

acidi【yvalueIoalongi了udinalsiop管anddenu－

dationonsjopぜー 竃anslormauonzone

は高く，置換酸度ば低くなり，可成り

異った様相を呈している．これは新し

い火山地方以外の普通の山地におい

て，地下水は一般に可成りの塩基を含

んでおり，その酸度が低い値いを示十

ためと考えられる．

本調査地でも谷型3区，谷型2区，

尾根型3区の一部に，この例がみられ

たが，上記の地点以外では深く伏流し

て影響は認められなし､、

5．8．6．傾斜変換瀞と主として下

層土の錘換酸度変化

露酸度が原形的な地形の侵蝕,堆

積;現象に類似した流亡集積に関係して

いるおり，それが多輪廻生成斜面では

傾斜変換線を境にして脈動的変化を桑

せていることは既に述べたとおりであ

る．このような脈動性も少々大胆な見

方かも知れぬが，地形の開析作用と結

び合わせて次に述べるような摸式的な

説明がなされるのではないかと考えら

れる．（Fig.40）

Fig.40について検討してみよう．

最初ABCDで示されるような斜面

があったと.する．そしてその斜面上の

土婆の塩基含埜ば上部から下部へと漸

増を示し,霊換酸度は逆に漸減して，

夫々abcdといった変化を示してい

たものと考えられる．ところが，其の｛たものと考えられる．ところが，其の後，地形地質的な変動;こふ11ABCD斜面の~軍議i二、更iこ毒

たな斜面が出来，CDの部分まで侵蝕して，新たiこCEFで示さ譲る新鰐街善壷が出来たこする

と，斜面CEFにおいても当然塩基の流亡，嬰積が起り，善云6二農つ皇二室塞含堂．童ﾖ喚酸室,食新だ

1
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な.c'efと云った変化を示すものと想定され，恕形上のC点で:ま塩基，譲換酸度においてc,c′と

いった新署的変化が認められることiこなる．

租影上DC点ばそのままでば不自震な凸出廻であるため，その後周辺(二従順化作用が加わって．

やがてC点:芸漫蝕されBEで示される，なだらかな斜面が出来上る，一方．謹基，置換酸度につい

てもE~E論近を主体{こして流亡現象があらわれ，ccの翫雪も蛇碩化されてbeで示される変化を

呈するよう;こなる．

二うして出来上ったABEFこいう2銭廻生成の斜面iこおいて;農．董換酸度緯abefといった

変化をなして，傾斜変換部のci二おいて璽大恒を．b点‘こおいて塞基o見揖Lj二の乗積点が現われて

極ﾉI､値を示すよう;こなる．

ただ，BEの従順化か固体の削剥であるのi二芯して，beの変化;ま溶態現象も加わり，そのため

b点;ま当然B点よりも上部斜面iこあらわれるここが予測される．

』入上述べだ，漠式的現象;こ去って本;識査韮{こお.ナる}童換酸度と迦謬、関係がよく説明されるよう

;二忠ｵﾌｵし。、

5．8．7．澄換酸度の分布と地形

Fig.41（ま下層土（50cm)，Fig.42iま表噛土，、置換酸度の本調査地における分布を示したも

のであり，Fig.43は上下層の平均分布を示したものである．

以上記述して来たように，置換酸度iま，斜面の形状によって力学的に想定される流亡，果鐸露・

と深い関係を示し，その分布も地形;こよI)規正される面が強く感じられる．
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下層土の置換酸度は現在の表層土が准積する以前の原形骨格的な土婁准積と深い反狭を示し､表

層土の置換酸度は現在の土穫の移動堆積と土護生‘成lこ強い開係をもっている．k土裏准菰尿式凶

Eig芯18p､35Fig.19p､36Fig.20p､38参溌）

骨格的土壊巻武の傾向と表在の侵蝕堆積現象が相異るような鎚点で;室，上下層の置換酸度の間に

異った分布がみられるが,･いづれにしても，谷型斜面区が尾根型斜面区より，また，斜面低部が．

斜面高部よりも置換酸度低く，旧い生成の斜面が，新しい生成の斜面より駁度が高い傾向が親われ

る（Table7p､74参照）

5．8．:86土堰表層の錘換酸度と下闇の量換酸度との較差と斜面の侵蝕との関係

5．8．8．1．較差に対する考え方、

土壌層断面における，深さを異にした各層位の置換酸度について:ま，従来，戎はA層i二高く，或

はB層に高いと云った数多くの資料が出されているが，それが何故iこ上層;こ商く室た何故『こ下層に

高いかといった点についてば，琴による塩基の表層への供給，溶腫梁積，母材的な拒違、寓桓酸

の影響等，士署水分の動きiこ着目した説明がなされているようであるが3‘)勢)罰)輿)‘sj"jOl“)記）ここでは

侵蝕作用に結びつく土護そのものの動きに伴う現象として考えてゑたい、

置換酸度は土壌反応にあづかる粘土鉱物等の中iこ含まれる塩基が流亡し，それが水素イオンによ

り置換され，水素粘土化した傾向の度が強い程，高い値も､を示すものと考えられ、第一褒的にその

士壊が，塩基流亡に容易な場所にあるか，巣積しやすい場所iこあるかによって養換薮度の高低か支

配されるものと考えて差支えあるまい．

前項までに述べて来たようiこ，下層±の酸度は現在の土裳が出来上る以前;こあった土婁の姿を現

わしてし､るも.のであり，表層の±寝ばその後の変化を表現しているものと考えられるが，若しこれ

らのことが正しいものとすれ;箕，このことから次の3つの仮定が導き出せる．

e置換酸度の値いが，表雷;こおいて低い湯合寸ま，現;在，室基の流亡童よツ饗壷の方が多い，麺

形或は森林環境にある．

・置換酸度の値いが表層，下層共余り変化がない場合に，裳基の流亡集積が福括抗し平衡的な伏

態にあるが，ｰE下唇の混合が旺盛な或い;ま過去，現在とも同質な潅積物質で薄戎される迦形的蒙愛

にある．

。置換酸度の値いが，下唇より表層iこ商い時催，塩基o流亡量が集積堂より激しい池影爽境;こ

ある．一

なおここで誤解をまねくおそれがあるの;ま骨格的堆讃喋式と現在の侵蝕力iこ主る土雲拳積;こお{÷

る流亡,集積の区別で.例を崩穣土;ことって述べてゑよう．謂涜土裂催本来の雀質とし-て圭表鞠質,葵

の他についても,集積地であることが多く，董換醸亜力:一応1塁'.､ここが考えうれる．とかしこれうの

堆積の原形は過去の一時点における大きな塊状侵脳iこぶって謡表さすLたもの皇菱定され，茶か愛しD

表層的な侵蝕力;こよってその上;こiま常時的jこ河行土的な±義較黍見寮が急つれるも心皇患われる．

この署合後に生成された表層土と下闇の骨格的な崩穣土と6主婁基の含堂が異るここが想定される．

‐
ｌ
‐
１
１
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いま．急斜面6こおいて;ま，宝基の土切間の垂直悶上下移動よりも，土護の浸蝕堆積現象に伴う斜

面に沿った動きの方が遥かiこ犬きいものとすれ､英，もしも表宥の酸度が下言より高ければ，現在は

過去よりも宝基須の祷対的渠積が類待される現境iこあi)，：量‘〈;十れ､芸，流亡しやすい現湧にあるも

のと解釈される．

5．8．8．2．調査地内における表層と下層の壷換酸度較差の分布

前頃Iこ述べた考え方iこよって，調査廻内の壷換酸度駁茎を次の通niこ区分し，Fig.44iこ示-すよ

うなその分布図を作成した．

一

Fig・郷．浸働(5cm）と下薗(50cm)の置喚酸度恢差の分布

Dis【ributionoidi厳erenrvalueoIexchangeble
1cidiR,．berweensurIaceandlowerlayer

薮度として;よ大エ原薮変(3yi）をと

り．

下層士（50cm)…3y,(釦）

表層土（5cm)…3yi(5)

較差…3Y1

3Y,＝3y,(”－3y,("）

÷30.1以上流 亡激甚区域

十15.1～30流亡区裁

十5bl～15流亡弱度の区域

一5～＋5平』衡爽城

－15～－5．1嬰積弱度の区域

－30.～－15．1巣積区域

図について検討｡すると，

流亡の激しい区域は，尾根型4区，

等の準平原遺物的な尾根誘で，所謂

Soilcreせpiこよる従|碩化作用の卓越

したと‘言われる区議と，そのi亘下の尾

根型3区，谷型（2区）旧区の急傾斜

租蕃，傾斜変漢帯，：谷型斜面でI皇谷頭

の急皇部で，いづれも土表装積の上

で，寄謂加速的受蝕の最も卓越した可′

龍性のある租裁である．

流亡弱度とみなされる区裁は．谷型1流亡弱壷とみなされる区裁は．谷型1区の急塁部，西北下部の蓋し〈凸形堆積した扇状崩土，谷

診1重と3Xの間の傾斜変喪滞等で矢張り，急皇部や不安定な潅誕と，従預化侵蝕の卓越区と考え

うれる．ただ，前記の流亡の激しかった区裁と比較して，こり地裁健上部;こ可戎りの比高の斜面を

空え，それからの供給が期待される所から，弱変の流亡皇なって麦われているものと零釈される．

流亡袋積：平衡区;よ，爵斜面で(表常時的iこ司質な養漬が其勝手される潅菰地域，或いば開Wf活動が活

－
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溌で，土璽の混合作用の期待される地域であり，尾根型斜面でば，局部的な潅積地，加速侵蝕がみ

られない尾根筋，平衡的な詞行土地城となっており，所謂平衡的なnormalerosion地域と考えつ

れる.

集積弱度の区域は，平衡土的な区域で，加速侵蝕のあとが，全く認められず，土裳生‘戎の熱度が

進承，落葉iこよる塩基の供給が期待される区域．

集積のやや強度の区域は,落葉による塩基の供給が期待されると共に，ｰ上部i二最近老讃した不安

定な堆積土区を頂いて，それからの流亡土饗が集積される池域で，谷型3区の急崖准漬物を給源と

する．その下の凹形の集積可能地域がこれiこ棺当している．

以上述べた通り，上下層の置換酸度較差が斜面の土壊の侵蝕，堆積現象と極めて深い雷･係を有し

ていることが認められる．

5．8．9，あとがき

土壌酸度が，斜面の侵蝕に伴う，土壌の動きと可成り関係があり，夷基の流亡．婆積現象が土壊

の表面流堆積様式,-斜面形，侵蝕稔廻により可戎り規正されているここが感じられる．副ち，宝基

の溶液としての流亡，集積現象の他に，土護に附蒲した宝基が，受謹作用i二よる土護の移動と美に

運搬される作用が，表面流の作用と共に急斜面でば案外大きな役割を果してI.、るよう:二も考えら

れるうで・ 一一琴一

一つの大きな斜面の上部程酸性が強く,T音躍酸性が弱いといった変化が、草位斜面内の'j､変動

により強く修飾されており，斜面における他の化学的諸因子iこついても，か皇うな地形的規正の支

配下にあるような臆測が感じられる．

本曽毅文では，土壊反応に重要な他の諸因子については未だその結果が出ておらず，ま定余り,こ浸

蝕的な立場から眺め，静的な土護層内の問題に就いても触れていない．近い惑会;邑他の蚕科が墨,）

吹第，再びこの問題について触れてみたいと思う．

5．9．徹地形と炭素二

5．9．1．まえがきざ

通俗的に，有懐物の多い土護での材盾木の成長は良く，有磯物が少い所でば表育が悪い皇云われて

おり，谷筋に良い生厨長がゑられ，尾根誘に悪い生長がある二とから，逆説的;こ±妻の有鼓物の総量

或は単位含量もそれ;こ比例して，斜面の下部;こ多く，是根閏湧;こ少も､といった考え方が、、庄々なされ

ている.

果して実摩の林地でば一体どんな分布構造を以って有磯物が斜底土i二あらわれているもつか、二一

の点について本調査池での検討を:行ってゑたい，

土壊の腐植;こ着目した冒位の発達は一般に水平的に;よ静的な，有愛物の供給，分零，吏態．謹透

とし､つた見地からなされているが,ニニでば斜面;こ沿った受独力に岸う混合．善讃，釧剥二”､；見

地にも立って考察を加えて:行きたい．結果的;こ痘大路次のような事項がのべられる．

鍵r

､
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一

概略的にみて表層土の炭素含童は谷斜面iこ低く，尾根筋に高い傾向がうかがわれたが,、これが単

位斜面区内の'j､変化i二よって修飾されている．

完全な該りをもった単･位斜面を想定した場合，炭素含量はその中で（極大)→極小→極大→極小，

といった一連の変化を示すようiこ感じられた．

表層と下層の炭素含量の差ば，‐上下層位間の物質の垂直的動きに着目した場"合，林野庁方式の森

林士衷型に反映し斜面iこ沿った侵蝕力に着目した湯合土護の移動，混合活動を強く反映している．

5．9．2．調査地内の炭素含量の変異

本;調査地内O土壌の炭素含量症Table3p､22Table7p､74iこ示した通り，表層（5cm）に．

おいて1～19％，下層（50cm）iこおいて02～11.8％の変異を示し，斜面形区分，単位余+面区分に

おいても夫々可成り大巾の分散をしめしているが，土婁潅積様冒式小分区ではそれが可成り小さくな

っているようiこ感じられた．

5．9．3．表層の炭素含量と地形

Fig45iま土壌の堆積様式,j､分区毎

に表層土（5cm）の炭素含名量を平均

し，それにもとずいて作成した分布図

である．

概略的に眺めると，さきに述べた通

念とは反対に，樹高の高い谷筋に炭素

が少く，樹高の低い尾根筋に炭素か多

いといった傾向が認められる．しか

し，これも局地的な掻乱が可,成り見受

けられ，調査地全体を単一の立地区と

した場修合は普遍性に乏しい．

斜面を生成輪廻的な見地から上，

中，下の三段に区分して観察してみる

と，各区における炭素分布;煮，可成り

規則的iこ配列されており，傾斜変§換線

を境にして多階的な変化が見出せる．′

まえiこも触れて来たように，本調査

地における表層土雲;ま、常時的な表面

浸蝕を受げその削剥，運殻，潅積の.作

用により強ぐ支配されている．今，土

衷層位の垂直的な土蚕生‘成〃作用に;ま一

応ふれず，移動性に着冒して，斜面上

I
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Fig.46．斜面における炎暦上の炭案介丘の縦断変化橿念図

Distribulionalcurveofcarboncon(entsofsurface8oilto

alongi1udinalsIope（SchematicrePresentation）

Fig.47．斜I力iにおける炭素含狗.率の縦断変化

Thedistributlonalcurveofcarboncontentstoa

longitudinals“tiononstudyslope
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竹下・中島・長浜・樋口：敦地形及び土壇とスギ（品種）の

生長に関する震林立地学的研究（第1糧）
－－

“．

の炭素の分布を模式化してゑたい、

まえにも述べた様に，現在常時的に働いている表層侵蝕作.用は，rainwasherosion（雨洗）に

限ってよいようであり，このことを考慮しながら，いま，スムースな複合奈卜面を仮定して炭素分布

を模式図化するとFig.46Fig.47のよう;こなるものと想定される．

即ち，尾根筋の残f鮒生士の部分;表，三規浸蝕下で雨涜現象を考えたときば一応安定地区と考えら

れ，乾性で:主あるが，それなi)iこ主戎の進んだ土委が鶏待される．乾↑全土裏の特色として有機物の

分解が完全でなく，ため;こ栄養的な有効性にば乏しいが，土婁の炭素･含有率は未熟性腐植として可

成り高いものとなることが想定される．尾根筋を下ると次第;こ傾斜をますが，さきiこものべた様に

(p､33)呈橿筋を少し下った樹所で，削剥的な侵蝕が最も激しくなり，この附近で，炭素含量も最も

少くなるここが撞定される．二の流亡地苓をすぎ，岩津の所謂自然安息角的な傾斜に近づくと，腐

植は次第に渠積され易くなi)，本調査地でば40:～30:前冒後;こ炭素･含量の極大が認められる．この傾

斜を過ぎて，傾斜角が吹第;こ短くなると，今実猿寓植iこ対する運殻力の減衰がみられ，炭素含埜も

次第;こ低下する．（但しニの変化;ま加速艮謬下で緯圭､《異る)．以上の変化ば本調査地の炭素含量の

変化を参:考にしながら，比高の大きい長大な，而も所謂画adeされた．単一室戎絵廻斜面を想定し

た場･合の仮説であるが，二れを実際的;こ適応するとしても，現実の山廼で6主，侵蝕の多稔廻性，或

嘩棚地形等により斜面が数段に区分され，たとえFig46のような一連の変化があるとしても，こ

れが全部現われること;主稀であり，その一部が断片的に現われることが多いと考えられる．

本謹査地の湯合も，数個のﾉj斜面区;こ区分されていること;ま先冒述の通i)であり，各単位斜面区内

の炭素含堂の変化タイプばFig.46(下）Fig.47;こ示すとおりであ,)，題めて片輪的なものとなっ

ている．

谷型1区は上部の集積極大地裁から下部の減衰の区裁を占め，

尾根型1区，同3区，谷型3区lま上部が流亡，下部が集積区．

谷型2区，尾根型2区，4区:こおいてば下辺において僅かiこ渠積地点が存在するが，それから若

干高f菱を主すと流亡区に入り，その後は高度と共6こ含量は逓増して上辺の極大値に移行する．

以上のよう柊，斜面における炭素含量の分布;よ漠式的iこば上部から、唾大（窪積)→極ﾉj、（流亡）

→極大（集積4ぴ～30:>→威衰，といった周期的変化を示す可詫性があるが，麦#実にばその周期が，

傾斜変換線により寸断され、その上，池上の森林其の他櫨生の作用も加わるので，極めて多様な分

布構I造を示すものと考えられる．

斜面の下部が，必ずしも炭素含量が低く，また尾根筋が必ずしも高いとi主云えず，個々の斜面形

の4待性;こもとずいて婚めて推定を下せるのでばないかと考えられる．

5．9．4．下層土の炭素含量と地形

表層土の場合と同嫌な方法でFig.48に示すような分布図を得た．

これまで，述べて来たよう;こ下層土ば，表雷侵蝕iこよる移動現象を受ける度合が少く，そこに含

まれている高植;芸肯裕的4二旧くから含まれているものか．上部闇からの念透'二よるものと考えてよ

く,一応後者息の影響が強いとしても,衣薗土o嘉合と主､《同一の規則性を適応するのば無理と考えら

れ,表層の雷痩の動き.ま軽総な固体物質としてのそれｲこ近似して､.､るの;こ対して,下層の腐植は溶液

6こ近い動きが想定されるが，画を1見した餐含美素含量ば,谷型斜面や尾根型斜面の下部に多く，

上部に少<，表禰の謁合と逆な印策を与えている．具りち尾根筋では,表劃の大きな炭素含堂にかか

’
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わらず，腐植の濠透が悪く，下層土の含量は著しく'j,さくなってお’)、二れiこ対しで谷筋ば，寓植

の渉透と，上部斜面からの過去における供給潅涜が期待されるここから，下香士の炭素,含量桧福対

的に高くなっているものと考えられる．

分布図を詳細に検討．すると，上記の大きな変化と別iこ単位斜面区毎iこ可成、異った傾向が出てお

り，緩傾斜の運積土地#こおける減衰，上部斜面での甑大が、所によって見出され，表雷の分布に似

通った面もうかがえるが，全般的に輪廻的な区分が強く現われて，奉位斜面区内の，含量の分雷散ば

可成り小さくなっている．

下層土の変化を，表層土の場･合と同様模式図化してゑるとFig.49の通りである．（Fig.47参照）



竹下・中島・長渓・麺ロ：敷地形及び土襲とスギ（品蘭）の

室長に関する逓砕立地学的研究（幕l報） “

5．9．5．土壊の全体的炭素含垂と地形

土護層内の全体的炭素含量漣，その轡内の平均値で代表される．通念的iこ，ン休木のために特に関

係のある土雲の深さば60cm程度とも云われ，二れ;二対する是非iまともかくとして，本調蚕地の場

合，表層（5cm)，‐ド蘭（50cm）の平均値を以て，層内の代表値を｡考えて差支えないのではないか

と考えられる．Fig.､50；裏この考えのもこ，こ表層と下薗の炭素含堂の平均値を求め，それを2.5％

毎に区分して作成した調査池内O炭素含盆の分布図である．

全般的iこば，d主つき;)した短向6主認められないが，前:項までに記載したような尾根筋安定地にお．

:ナる高含量（台地内部）から，斜面を下る;こつれ，流亡区，築積区，集積減衰区といった変化がみ

られ，これが，傾斜刀変換；線を境jこして，単位斜面区内の部分的変動で修飾されている．

即ち，各斜面区共，30,六外O預斜角の個所ど，毛根満周辺iこ炭素含愈の唾六値があり，30､より

綴傾斜地にば減衰が、戎；ま急傾斜地i二‘皇流亡が墨とめられている．しかしこれらの傾向も，さきに

も述べたよう;こ，森林の汗止作用其の他この結びつきが強く、園斜角iこよる規正は普通性があまり

ないものと考えられる．
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Fig.51．麦濁と下糊の炭素含率較差分布
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Fig.50．全土裏の炭素含有率分耐
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5．9．6．表層土と下層土の炭素含堂の較差と地形

表魯（5cm）と下萄（5cm）乃美素含盆較差を求め2彩毎;こ浩級区分しFig.51に示すような分

布図を作成した．

’一一
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炭素含孟は，1～2の試孔点の他はすべて表層に高く，概括的iこ見ると分布図では例外なく較差は

正の値を示しているが，較差の大きさは谷筋に小さく，尾根筋に大きくなっており，傾乾性土雲或

いは残＃積住土壌ほど炭素含量の較差が大きく，傾湿性士護或いば崩積土護ほど較差が'1､さくなる緬

蝋向が認められる‐しかしながら図を詳細に眺めると局部的;こ変った分布構造があり決して単純な様

相を呈してはいない．、

表層と下層の炭素含量の較差の生ずる擬構として;実，土雲溺内の水分,･生物による寓埴の垂直的

動機の強弱,斜面に沿った侵蝕力による土獲の混合作用の強弱，侵蝕運搬;こより層状;二堆積された

土襲の過去（下層）と現在（表層）との質的な差違等の原函が考えられるが，本;舞査理の各部位iこ

対してこれらの事項を考慮しながら検討を加えて象たい、

本霊査地中最も炭素･含量の較差が大きいのば所調尾根筋伏の残積性土婁区で，この区裁ば，池形

的に;主最も従順化が行われている地域で，土製の睡軟層が龍えず奪われ、本来催最もC蒲裸出的な

性格が強いものと考えられ，他方現在この上iこ堆積している腐楠層;よ傾転性の環境と．密な蔓積土

的性格のため，分解濠透が進まず．評頁までiこ述べた禄;こ表届ば斜面上部の唾六点，下層ば流亡区

としての性格をもち，ために表層下層の較差が大きくなってt､るものと考えられる．

これに対して較差の小さい傾向にあるのば谷型斜面の堆積面であり土襲の水分現境と良牙下;こある

寓植の分･解，多孔質な構造iこよる密値濠透能の増大等が考えられるが，他方でiま，土護の混合J性，

過去現在を通じて変らぬ同質な集積性等が考慮され，そのため_ピ下層間の較差が'j､さくなっている

ものと考えられる．

ただ例外として，谷型3区の崩積士についてば大きな較差が認められるが、この区裁,臭下層土こ

してば，他の崩鐙と趨的差はなし､が表層土が他に比して含量高く，この点ば腐植の熟性や，上

木からの落葉量と結びつけるよりも,谷頭急崖部からの腐植の移動築稜地域として考えた方がよ

く，表層の集積性に対して，下層がその性搭がなく，ために較差が増大したとも考えられる．

谷斜面の下司Iを占める押出し運積土地区;食周囲に比してやや較差が高くなっているが，この附近

はさき;こ述べた衡植集積の減衰地区であり（固体的移動をなす寓檀）二れiこ対して，‐と木から供給

される落葉により表層ば相対的;こ腐植に富み．幾分較差が生じているものとも考えられる．

この外に各単位尾根型斜面における上部と下部iこ較差のﾉj､さい部分等がゑうiナられるが，いづれ

も，淫透，混合，層我堆積等の説明がなされうるようである．

以恰上のように，炭素含量の較差iこついてば斜面に沿った動き，毒透，混会と種令の観溝で説鴻さ

れるようであるが，炭素の原体である蕎植の建伏そのものが，署所iこよって異るため，余i)歎鍛な

傾向は把握出来ないようである．

しかし全搬的には，土壌の上下層間の腐植の推移;二留意した，森林土饗型の分類概念とよく合言致

し，その妥当性をよく反映しているようであった．

5．9．7．考察

以.上述べて来たように，本調査地の炭素含蛍の分布ば，斜面の侵蝕力との結びつきが強く，麺形
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的iこ可戎り規正されている面がうかがわれる．有機物の流亡集積は溶液として行われる面が少なく

固体的な表層移動であることから，・その削剥・ﾆ窪積ば斜面の形状の.他《こ材ご木その他地被物の存在に

よって影響される所が大きく，さぎ;こ述べた酸壁の分布程，規則的液地形の反映はないものと想像

される．本:謁査池の場合303～40,程度の傾斜角で表層の有磯物の装積が妓も多いような結果がえら

れたが，これが全く別の7通業をうj十た森林，或い6芸草主旭であったなら:箕，おそらくは全く別の様

楕を呈していたものとも想像される．

炭素･含量の分布機構で，巷;二留意すべき点ば，乾嘩地（尾根筋）と湿性地（谷筋）との表層有機

物の質的な差違であ')、このここを考慰せず倉く同質なものとして立池との関係を検討するのは極

めて無意味なことを考えられる．

炭素含量の立地の良否:こ対する関係ば，表層，下留，較差，；こついて各合意味があるが，変態的

な曲線福関が斯待され，全土層;こついて;主余')意味がないようであった．

また，土婁表層の準酸度か落葉からの塩基供給量に可成り支配される可能性があることから，

炭素含堂の分亨布と置換酸度の分布との間に何等かの相関を求めたが，明かな関係は求められず，た

だこれを通して，有磯物の集積点，土護の染穣点，室基の堪積点が、後者ほど綴傾斜iこあらわれ，

各々，可成りのズレがあることが感じられた．

5．10．連量と_微地形

5．10．1．下層土の曝量分布

本調査地iこおける下覇土の深鼓の変異は,2～90先の広い巾を示しているが，その分布はFigo52

iこ詩通りである．

図iこついて検討を加えると大路次のようなことが観察される．

。藻孟の多い個所

崩積土の分布個所（運穣）

基岩性の風化多喋層（菱積）

s錘の少い個所

嘗っての崩稜土区域が，その開析の歴史が旧く,.』風化が進み．認性土化した区域．

巾広の尾根筋上の風化の進んだ残稜土区裁．

崩積土の給源が基岩でなく,風化層である区裁．

．其の他‘ま准積面，壁蝕面の別;こかかわらず，浦行土の堆積区域となり，比較的同様な喋量を示し

ている．

以上のようiこ崩土の勇径積状況とその種類，詞行土性の堆積地，受蝕地，それ;こ堆積の時代的新旧

等によって下冒土の嬢量旗異った様相を示し，土襲の堆穣様式。:斜面の生成輪廻・斜面形・浸蝕状

況等の蹟地形的な規正が強く‘感じられる．

下層土の藻量の場合，斜面下部程喋が多く斜面上部iこ移行する程藻量を減ずるといった通念的な

､

.’
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以上のことかつ表胃･漂量;よ，表唇受蝕i二.具る司行室的な呂巷漬iニよ')規正されることが多く，そ

の分布6芸，谷斜面o謹蛋面:二多・<・茎羨型斜直i二少《〈流も均一,二，下唇±･〕場合よ‘)も単純なあ

らわれ方を示しているものと蕊される．

5．11．土壊と各因子の関係

二れまでこくて乗た韮･悪と軟重のエ蚕諸宙子と、夷係かわ大略の推定6臭つくし〕であるが土獲堆積

議式．±婁型を甲心､呈して黄詩してゑナユ、．

Table4．単位斜面区別土壇堆漫と数種の要因との関係
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5．11．1.土壌の堆穣様式と数種の因子との関係

土壊堆積様式と数種の要因とを対比した結果はTable､4（蔀頁）；こ示すとおりである．

個々の単位斜面内，斜面間の諸因子の動向;ま傾斜変換帯の従順化作用とその断層性により擾乱さ

れているが，単位斜面内の変化は，裳穣性士→詞行士→…崩積士→運羨土の変化につれて樹高，

PH価は次第に上昇し，置換醸度瞳低下している．A層の厚さ，全土層の厚さ，藻量，炭素iこつい

てば，これまで述べて来たように，残積→流亡→婁積→減衰の議構が夫々異っている所から単純な

傾向は認められない．ただ谷型斜面においてば，A層．全土層が，澗行士→崩演土→運積土の変化

につれて漸増し，表層の喋量，炭素についてば急傾斜型‘崩積土を中心;こ巣積の極値がみわれる．煩

い堆積の崩穣士，また新しすぎる崩積土iこついては擾乱が著しい

以上の傾向は単位斜面を考慮せずに全林分を検討した場,合斜面の縦断方向につし､て;よ資料のとi）

方によって，より強く傾向を認めうることが出来るが，横断方向;こついて;表その傾向か認めつれな

い場合が多いようであった．

5．11．2．土壊型と諸因子との関係

土壌型と数種の要因とを単位斜面区別に対比した結果はTable､5に示すこおりである．

前項と同様,傾斜変換帯の擾乱によりスムースな傾向を象とめられない鶏合が、多々みう{＋られ

1通bIe5．単位斜面における土壇型と要因との関係
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るが，単位斜面内の:変化ば，B,)一B1：O変化;こつれて，謝高PH価は_上昇し置換酸度が低下する傾

向が基とめられ，A闇の厚さ．童王噺の厚さ．表層の環斌.主書馳斜宣内で;ま湿性土麺6こ移行する程

漸増し，表層の暁素庫戴減する．その他の麗子‘二ついて､ま土襲堆積の場合と同様単純態個向は認め

られない．

童林を通じてみ走場合も前項皇同様，縦断的な大きな変化において，より傾向を強く把握しうる

が，横断的変化で;皇逆雲霞が認められる場合がある．

5．12．立地の小分けと地形

5．12．1．立地小分区

二れまで，土護の堆積様式，A壱の厚さ

~土襲型，活性酸度，置換酸度，炭素含堂等

6こついて記述して来たのであるが．その各

々の分布図を作成する;こ当って,ま．大体bこ

おいて±襲堆漬様式;二よる'j､分区を基躍と

し，さしたる矛盾点;主なく，良く立租的な

特性を現わしていたようiこ感じうれる．

以上のここから，土婁の雲積禄式､二よる

′j分区を調査懇jこおbナるヱ地の技'j､里雌皇

して一応有効性があるoで;表ないかこ考え

られ，今後，本調査地の林木室長を険討す

る謁合この'1,分､区を立韮o蛍,j､塞位こし

て扱って行きたいと‘患う．

5．12．2．単位斜面区と寸地小分区

単位斜面区1こついてIま，二れまで度ぞ触

れて来たが．望位斜面区そのもの;表，その

中i二おｵｰﾅる立地の地位的変異が,j､さくな

‘)，珪叡的同一宅位を示すよう$二急るこい

った性:蔭を有するも、でばなく，むしろ単

･位斜面区o中&こ緯大巾な型位の変異があ

り，ただその立犯変異が魂形的なある方向

；こおいて，断続されることなく，比鮫的系

徒的な配列を示しうる，斜面の最,j､単位と

考えられる．

即ち，立池′j､分区o系統釣配列分布iこよ

〆

Fi9.劃．吏地'1,分亘創型

S“nddivisionSmapins[udyslope

■一二一一一一一一
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って単位斜面区が形成され，更に単位斜面区の系統的配列によって一つのまとまった斜面立埋が構

成されているのが，山岳立地の形態ではないかと考えられる．

5．12．3．単位斜面区及び立地小分区別分析表．

Table6．立地区･別一覧表
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5．13.主なる土連の代表断面墨-.

これまで土壌の各因子の分布を単位斜面区と，そのなかにお;十る土壌堆積小区分をもとiこして記

載し工来たのであるが，本節において各土壌堆積別iこその主要な土壊断面を記載したいと患う．
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5．13．1．残積性土壊

①残涜±（詞行性）

尾根型4区，22'1，分区，Pronlel酢9（Fig.55)，傾斜15．，方,位N40,W，土壌型BD、

所謂尾根筋的な残積土とゑられるのであるが，会j)削剥をうi十ておらず基岩は露われていない，

やや母材的iこ火山灰質なものを感じる

＝

全

H－Aが，転藻を混じえ，また異時堆積的なO

二段層が認められて詞行土的な様楕が

うかがえる．

L……………スギ落葉

H-A………2cm，色96,富福富，

石喋なし，土性CL

A……………22cm，色95,腐植富50

小喋2先土性CL，主として塊状

鑑を呈するが，斑状iこ彩軟な団

粒鑑がみられる．全披的に;主や

や堅，潤い根系3

A,’…………9cm、色102,寓植頗

富，石藻3％，土性CL，塊状溝ICO

造を伴ったカベ状構造，軟，潤，

a蚤．三一一一

月

郁
碓

＠羽

【チ・､莞 ＆

ユ

＆

Grfa）

根系3 Fig．55Fig．56．
Prof、1匪9Profl8－10

A2′・……･･…7cm，、色95，寓植頗

富，石溌3影,土性CL，塊状構造，軟，潤，根系3

B1……………16cm，色83，富ｵ置含，中喋10％，土性CL，弱粒状のカペ』伏構造，頗軟，潤，

根系2

B2･……･……･31cm，色83，密植乏，中環10形，土姓CL,弱粒状のカベ状構造,敦,潤,根系2

C（B3）……23cm－．.乞餌，寓福なし，弔環10先，土佳CLカベ状溝造，敦，潤，根系十

'②残積性土（準崩積）

尾根型4区．20ﾉj､分区Pronlel子10（Fig.56）土護型BI),領斜27'方位N65．W．

地形的にかつての崩積土～崩積性詞行土の堆積が期待された地域で，下層の大藻がその面影を残

しているが，現在ば谷型2区の開析iこよる:従順化地域となり詞行土性の残積土となっている．余り

ﾖ目らかで;主ないが，藻の分布が層状を示して澗行土的啓状潅涜の歴史を伝え，薄いA層は従順化に

よる削剥を表わしている．母材的;こ麹う､火山灰貢なものを感じる．

－－ 一

(笠）二複色22：黒運邑〈著茶)，45：製喝色，51：黒燭室〈培黄案)，52：黒黄渇色，83：渇色(黄茶)．
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F……………3cm，スギ落葉

A……………7cm，色96，腐植頗富，藻なし，土性SiL粒状～団粒状禅造．敦，墨，裟系1

Bi……………18cm，色～22,腐植僅含．石藻3％，土性SiL,団§粒～塊状構造，やや堅，墨，

根系2．

B2……………85cm÷，色83，憾植僅含，石藻10宅，土性SiCL，カベ状祷造，やや堅，逼，

根系1．

③残兎鮒生士（準運積）

尾根型4区，21ﾉ1,分区，Pro61el7－9（Fig.57）土壌謹B､，側斜17‘・方位N15W．

かつての傾斜型運積土の堆積が期待された準平原遺物的波状起伏の広迅･挺上◎凹糾面であ‘)，可

成り厚い土層の堆漬がみられるが，谷型2区の開析;こよ』〕麦在従順化されつつあj)，A層;主薄く下

層土のやや堅密な残積性士となっている．母材的;こ幾分火山灰』賃の様相が感じられる．

L一F…．．…･10cm，スギ落菖葉伎．

A……………10cm，色22，腐植頗富石喋殆どなし，土性SiL’団;粒吠～鐘伏溝造、頗る膨

軟，潤，根系1．

A2（A-B)…20cm，色22，腐植富，石喋（3cm以下）2％，土性SiL，団粒～塊状構造，

軟，湿，根系2．

Bi……………80cm手，色83,腐植

僅含，石喋（5cm以下)2影，土

性SiL，カベ状構造，やや堅,･漫

根系1，風化が進んでいる．

5．13．2．飼行土

④河行土（裳f謝生）

尾根型2区,23'1奇･区．Pro剛el2-5

(Fig.58）土護型B､，傾斜45罰，方位

N10，E

残積性のC岡,（B雷）の上;こ，涌行

性のA層，（B層）が層状潅漬をして

いる．C層の喋は風化基岩と‘患われる

が,高山上のFelSenmeerの藻の潅

積を思わせる様相を示している．

F－H………3cm，色96,細根マ

ット状．
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85：暗黄退色(黄茶)，86：黒黄描琶(露蛍溝)，(錘）土壊色8“褐色～暗黄娼色(黄黍)，

I
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A……………25cm，色95，寓植

富，中藻6金，土捨SiCL，莞状

～団粒状溝造，軟滴，表系3．

B…･……･…･25cm，三88，書覆含

角諜（5cm）40％，G－CL，夏溶院

～団粒状構造，軟溜，涙系4．．

C……………60cm－－言88．蕊（20

～25cmノ

⑤司ｲﾅｰt袋積性）

谷型2区，52'j壷･区，Prolilel4-6

(Fig,う9）±謹型B1,．霞鍔35．万江

X30E・

菱請佳のC，B－C，B看の上;こ瀞行

佳のA,（B1部）層が層状毒讃しで､・

る．

L･･…6………スギ落雲
Fig．59Fig．60

H一A………↓cm，竺96，蕊寵頗prof､14－6Prof・’8－12

富，看藻なし，CL、三珪扶，懲．没，摸系4．

A……………24cm，急95～96．毒謹･富．角FF環15形，L，塊状(含斑状;二団粒)，歌,潤,鍵系4．

B……………30cm，竺84～83,高寵乏，角,j〈串譲多．CL，雲溝造，潤，教．

B－C･･･……20cm，色84．葛植乏，角諜多，いづれも風化軟質，CL，無構造，歌，潤.

C……………40cm手、色84，寓植なし，基岩硬質，割目多．

⑥司行±（菱:武性）

尾根型4区，16'j､分区，Proiilel8-12（Fig.60）土蚕型BD，：頃斜33方位N65oW

基岩C番の_上;二豆っての謂黄性土B2，更;こその上;こ詞行土性のA－B唇がゑられるが，現在で

ば，すべてが残菰化してやや緊密な土裏となり，A雷健削剥されて夫われている．

AO…………なし．

H一A………2cm，色96，寓稚噸富，石藻なし，L，魂粒，縫，潤，、浸系1．

A－B………31cm，色22．寓植富，石漂(5～1cm）5影，L，劃達～塊炊,やや堅，潤，榎系2．

Bi……………17cm、竺51，葛寵乏．石藻（20-1cmノ10先、SL，塊状，やや堅，潤，根系1．

B,……………35cm，竺83．蕎種乏．喜棄40写り，SCL，きく疹吹L塊状）やや堅，潤，根系十

で．．……･……篭岩．

-------.画‐一一一一一一▲■.－F■一一一一一－．－－マーーマー今今一一一,■--卓上÷－－－－－－－－－画圭一■ﾛｰｰ一一一一一-一一一一口→－－1÷令一二一一一

:差！±填竺88：謡黄弓竺～退色〈感～爵蒋)．948瑞蛍遥琶r黄奏､1，959港賞退色(埼黄婆）
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⑦詞行士（残積性）

尾根型2区，14ﾉj､分区，Pro61el子15(Fig.61）土壌型Bロ傾斜40，，方位N75,W

所謂尾根型の凸斜面に位する，下層は高山上の.Felsenmeer状の磯の租造准積を示し，その上

ﾄこ制行土性の層状堆積がみられる．、

AO……･･･……なし

A1･…･………･6cm，色52～102,腐植富，石喋なし，SiCI.，団粒，軟，潤，根系2．

A2……………19cm，色95～97,腐植富，風化の進んだ戟岩を含む，SiCL，団粒，軟，潤，根

系2．

B,．………．．…45cm，色閃～84,腐植乏，中大喋30影,SiCL，カベ状(含弱塊状)軟,潤,根系2．

B2……………40cm＋，色83～84,密植乏，中大角磯80先，CL，軟，偶，根系-デ．

⑧詞行士（残積性癖土）

谷型2区（旧区）50小分､区，Pro51el岳8（Fig.62）土壌型B､(w）傾斜31，方位N10E・

谷型2区と尾根型4区の間に拭った準順化斜面;こみられ，C層の_bこかっての崩積土B,，B2繭

が堆積し，その後これが削剥されて残積化し，その上に洞行土性のAI，A2言が層状i二准漬してい

る．即ち崩積土は化石的な基層となりながらもなおその面影をのニしている．
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C魂

Fig．61Fig．62

尾根型1区，9'1,分､区,_Prohlell－Prof､13－15Prof､15－8

一一一一一一一一缶 －=－－

(註）土壌色96号黒黄褐色(暗黄茶).97：暗黄褐色,1028黒黄渇色《暗黄茶),104言餐灰色.107：黒黄退色．
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11（Fig.63）土護型Bi入傾斜42:，

方位X80W

C層（基岩）上i二潮行土が層状謹讃

をしているが．B,層以下産堆積が旧､〈

残積化し，その･後その上;こ謬軟な土層

が層状;こ拳讃したものとゑられる．

F……………5cm，スギ落葉．

H……………2cm，細浸4．

A!……………5cm・色45，腐植頗

富、石喋（細藻）含、L，粒状～

団粒，歌、潤，細根2．

A2……………35cm，色22，腐植

富，石喋(3cm以下）5も，SiL，

函錘軟，潤，根系3．

B,……………45cm，色83．嵩寵

乏，石藻(20～5cm)30先，SCL，

塊状（カベ.炭)A曾雷と班かi二異り堅管，

C……………基岩

H－A

AI霧ｆ

高
尚
Ａ

A2

曳痩A1

｣灘 Af

6，

61

CC

Fig．63

Prof、11－11

Fig．64

Prof･’1－4

｡？痔堅，潟，磁系1．

⑩浦息行土

尾根型3区，24'j､分区，Pro1ilell-4（Fig.64）土製型B､，嬢斜“,，方位N15E．

B,層;妻かつての過傾袈覇積土こもみわれるが奏垂｡泉喪積化し，その_上;こA1,A2,A1・看等の禰行

±が層状j窪漬している．Al'雪:ま二段層とゑられ茎:讃の異時性を示している．

H－A………1cm，色95～107,瀦碩富、ノj､甲燦3わ，SiL，団越謬軟，潤，根系4．

A，…………12cm，色85，富植富，′j､中喋10分，SiL，団粒，歌，潤，根系4．

A2…………12cm，色95，富彊含，′j､亭藻15鬼．SiL，団粒（塊状）歌，潤，根系3．

A′…………25cm，色95，寓碩富，′i､中環15先，SiL，塊状，軟，潤，根系4．

B,……･･･……42cm，色84，密植乏，大中'j､環60金，SiCL，カベ状（粒状）軟，根系1．

C……………30cm-r，色83，腐植なし，深20金，SiC，カベ状，軟，潤，根系十・C層はB,層

よりかえって藻が少く，本来の残積土とみられる．

⑩浦行土

答型2区（旧区)，51'j､分区，prohlel3-6（Fig.65）土壌型B1,,煩斜43，．方位N25.E・

下層の裳漬風化層B3層（B-C）の上;こ淘行±が層状i二韮讃し-ており、深の分布状況からその異時

拳羨性を寵かiこ読みとるここが出乗る．表左剖剥をう;ナてA層:主薄い．

一

－－－－－一手一一一一一一一一一一一一ユーー



”林乗武牧名毎擬

F－－H………3cm，色52，腐掴頃富，石喋少，L，弱粒状癖，軟，潤，根系2．

A……………12cm，色22，腐植富，′j､磯5形，L，団粒～塊状，軟，渡，提系3．

B，．.……･…25cm，色83，腐植乏，′i､中喋5篭，SiCL，塊状，軟，潤，根系3．

B言．･･……･…30cm，色88，腐植乏，診藻層をなし環60先，G，無構造猛造，根÷・

B8(B－C）…40cm＋・色88～104,寓植なし，石磯80金，CL，無構造渡，根系なし．

詞行土

谷型1区，38'j,分､区，Pronle5々 （Fig.66）土壌型B心，傾斜42．言泣N7ぴW、

厚い詞行土のj陰積面で，環の分布から異時的な曾状堆穣がうかがわれ，下雷程埴質と救って

いる．

L…･…･……・4cm，スギ落葉．

H－A………1cm，色96

A……………10cm，色22，.腐植富，石諜少．L，極状団粒状，霧，潤，橿系2．妓近やや削剥

をうけてA層は薄い．

B，…………15cm，色85～88,.腐桓含，中喋5諺，SiCL、団令綾～塊状，軟．潰，摂系2．

B2…………60cm・色83～84．富碩乏，′j､深3金，SiCL，薄造弱．軟，潤，稜系1．
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B3……………25cm＋，色83～84,

腐植乏，石喋（5-3cm）10％， O

SiCL，カペ状（弱塊;伏）軟,潤，

根系÷

⑬詞行土（崩積性）

谷型3区，57'1，分､区，Profiilel7-

15（Fig.67）土壌型B1,,傾斜36．，

方位N85.W

谷型3区谷頭崖面;こあらわれ，下部SO

iこ岩津的な崩積がみられ，その上iこ箸

しく膨軟な詞行土的な堆積がみられ

０

」
Ｆ
Ａ

O

AI．

A1

44

81

『も。 B，

50
ワこ

寄章
8エ

る．

81
L……………6cm，スギ落葉．

F－H………きわめて薄い．

A1…………3cm，色52～102,

腐植頗冨小細燦,O診，L,団鰯
粒，頗る膨軟，潤，根系1．

As…………34cm，色22，衡植

０
ｍ

他
．
ｃ 具46

As…………34c m， 色2 2， 衡植 Fig.68Fig.69

Prof、9割Prof、1主13
富，小細喋10,L，団粒（塊状）

頗軟，潤，提系3．

A3…………15cm，色85，寓植合．，′j､細喋15先，SiCL，団粒～“，軟，潤，根系2．‐

B,……………25cm，色94，嵩植乏，中'j,細喋25％，SiCL,塊状～カペ状,やや堅,潤,根系1．

B2……………17cm，色84，衝植乏，中細深75形，SiC，軟，湿，根系十・

B－C………基岩，割員多，風化により軟質．根系一r、

⑭詞行土（急傾斜型崩積士）

尾根型3区，25'j､分区，Pronle9-4（Fig.68）土譲型B､(w)，傾斜40．，方位N10,E､．

且っての旧い崩:俄士（B2）の上;こ，制行土が堆積し，その間;こ明かな差違が認められる．

F－H………3cm，スギ落葉．

Al…………9cm，色96，寓植頗富，石喋なし,SiCL，粒j伏，綴，湿，根系1．

A2…………21cm，色95，獄直富，中喋5影，SiCL，塊状～カペ状，軟，湿，根系2重

B,……………10cm，色94，高植乏，小藻3影，SiCL，塊状～カベ状，軟，湿，根系2．

B2……………70cmや色83．富植乏，嶺積藻80毛，SiCL．

⑮詞行土（急傾斜型崩菰土）

尾根型2区,12'j､分区，Profilel3-13（Fig.69）土護型BD(w）傾斜38》，方位N75.W

I



唾 林菓斌験場時縄
－一

かっての崩垂（B2）上に，厚1,､詞行土が堆積しているが，表層は現在削剥されてA層は薄い．

L-Fﾐ…?．．…10cm，スギ落葉

A1・….……･5cm，色96，腐植富5．′j細喋5影，土性L’団粒状，軟，潤，根系1．

A8………･･･15cm,~色95～22,腐植やや富，′l､細藻5発，SiL，団粒状（堅果状）軟，湿，根

系亨2..→

B,……………40cm，色83,.腐植含，中小藻10完，SiL，1妙伏～カベ状，敦，星，根系Z

Br….……….50cm＋，色83,腐植乏，大～,l､磯40影，細喋多，SCL，塊状カベ状)，堅，

湿，根系十・

⑯河行土（急傾斜型崩稜士）

‐尾根型1区，5'j､分区，Prohlel酢10（Fig70）土壊型BD，傾斜36.．方位蘭70.W.、

過去の崩積士（B2)(B!）の上部に，軟質の詞行土が層状堆積してL､る．A層表面､ま最近削剥をう

けその厚さは薄い．

L･･･…………10cm，スギ落冒葉伎．

一Ai…………4cm,色96,腐植頗富'1､細喋2形,SiL,団粒,議潤,梗系1．

A2…………19cm，色22，側植

富，′I細喋2形，SiL,団粒,､膨

軟，潤6根系a

B,……………31cm，色84，衝植

含，大小嬢20％，SiL，団粒～塊

状，やや堅，潤，根系3．

B2……･･･……56cm＋，色83,腐植

僅含，大中藻40箔，SiCL，4噸犬

孔隙乏，やや堅，潤，根系2．

⑰詞行土（中傾斜型崩垂）

尾根型1区，3'1,分区,Pro61e88

(Fig.71）土壌型Bp(w）傾斜30､，

方位W・

尾根型1区の下辺を占め，かつての

中傾斜型崩積土（B2，B,）の分布地点

と桑られるが,谷型1区の開析により

従順化作用をうけ，遥残積化して堅

密な堆積を示すと共にその上部は寄島

削剥され，現在fまA層の薄い詞行土iこ

よって覆われている．

ー
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Fig．72Fig．73

位N75.W．prof､l0-8Prof、11－10

比軟的新しい崩積喋岡（B2，B,）の

上に更iこ表層侵蝕;こよる崩積性土製が層状堆今債している．各層間に藻の分布，堅密度等で差が認め

られ異時的な堆積が推定される．

L-F………10cm，スギ落葉伎．

Al…………10cm，色96，寓緬頗富，′j､細喋2形，SiL，団泣軟，湿，根系1．

A2…………20cm，色95．腐植合，中'1､藻10老，SiL，団粒，軟，湿，根系3．

B‘…………25cm，色84，腐植含，藻（10cm以下）40形，SCL，塊状，やや堅，湿，根

系2．

B2…………55cm-r・色84，腐植僅含．石喋（20cm以下）90％，土護はなく他は砂．GS，

湿．根系÷．

g過傾斜型崩積土

谷型1区，40，j､分区，ProhlelO-8（Fig.73）土護型B､(w）傾斜43，，方位N70.W

崩積土B3園の上層;こ媛層が崩漬し，更i二その上i二崩積性の詞行土の龍積が認められるろB2層は

土層が堅密化した過去の堆積を示し，B2雷;ま藻;こ富象租造であり，藻の分布状態が各層間において

劃然として堆積の異時性が推定される．B2雷は空隙が多く，士穫の垂直的移動より斜面に沿った動

きが活溌であることが認めわれる．
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言
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L-F………]0cm,．スギ落葉.

A,｡…･………3cmう色102，腐植頗富，小細喋5％，SiL，団粒，軟，湿根系1．

Bi…………32cm,色85～“腐植含,:石喋（易3cm）10先,､SiL，団粒～塊状，軟，湿,根

系3．

B直…………30cm，色88，翻直僅含,藻屑90影．（空隙多）G，湿，根系なし，

B8……．．…･45cm＋，色83,腐植僅含，石喋〈20cm以下）60先，GSL，カペ状（弱塊状）や

・や堅,湿,根系なし．

⑳過傾斜型崩積士

一谷型1区,41ﾉ1,分､区，Pro::le9－5（Fig.74)≦土壌型BD(w)，傾斜45'，方位N30aE・

下圃呈避去の崩積土と推定され，喋の分布構造等からこのことが読みとれる．B2層の下辺は砂層

となっており明かな堆積層序の異時性を示している．A層は削剥されて薄い．

F－H…．b･…･痕跡．

‐A､…．｡…･･･…5cm，色96ー 腐ｲ面煩富，小角喋5影，SiCL，*雛～団泣伏，軟，潤，根系1．
：息一

A－B・・5･さ…･25cm,色85，腐植含,小中喋10彩，SiCL，団粒～塊状，頗軟，潤，根系3．

B,：…………15cm，色83，腐植乏，角喋且影,SiCL，塊状～粒状，頗軟，湿，根系2．

B2・……．．…35cm，色84，腐植乏，小中大喋30％，CL,塊状，軟，湿，、成系十，下部iこ砂

層あり.．

B3…………30cm＋，色84，唇

極乏，中大喋70％,G-CL，無構

一造，湿，根系無．

⑳過傾斜崩積土

谷型1区，394扮､区，Prohle7-7

(Fig.75）土婁型B､(w）傾斜43，．

N80．W・

上部斜面（尾根型1区）から供給さ

れた土砂藻が急崖地に過傾斜崩積した

ものとゑられ，全断面が比較的最近の

表層侵蝕的運搬堆菰によるものか藻の

分布等について層序的なものが表われ

ておらず5下層に到るまで軟質であ

る．表層は移動が激しくA層は薄い.

L－F･･･……5cm,スギ落葉写

A……………5cm,色・102,腐植

頗富，小角喋5％，SiCL，団粒，
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竹下・中島・長浜・極ロ：数地形及び土壇とスギ'（品菌）の

生長に関する森休立地字的研究（第1報）
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軟，潤；根系1．

B，…………45cm，色85，腐植0

富，石諜(5～1cm)5劣，SiCL，

団粒，軟，湿，根系2．

B2…………50cm，色88，腐植

含，石喋(5～1cm)5影，CL，

弱団粒～塊状，軟，湿，根系2．

B3…………10cm－，色88～87， 5，

腐植やや含，石喋(1い5cm）10金

CL，カペ状（弱塊状)，軟，湿，

根系÷．

g急傾斜型崩積土

谷型1区，36'j､分区，Pronle9－7

(Fig.76）土壌型B度・傾斜35』，方位，OC
N40，W．

C万L

骨格的な崩積操,層の上に．其の後崩
Fig．76Fig．77．．

積性の表土が堆積しており，藻の分布 Prof、9－7Prof、12s

から明らかな異時的層序を認めうる．

B,層は大'1､の礎によって構成され，諜間は空隙となって土粒は見出されず，表層（A2層以上）か

らの士粒の供給による土層の生成よりも，斜面;こ沿った土砂の移動現象の方が激しいことを示して

いる．

L……………スギ落葉．

H一A………1cm，色96，寓掴頃富，時に大きな転石あワ，CL，団粒，霧，湿，根系1．

A，…………4cm，色86，寓植頗富，大綱藻20先，（Si)L，弱j慾伏，歌，湿，根系2．

A2…………40cm，色95～85,腐植富，大細喋30％，（Si)L，弱塊状，軟，湿，根系3．

BI…………53cm，色95，腐植富，大細燦75劣，土壌10形,･空隙15形，G,粗造，土壌は

軟，湿，根系少．

B2…………12cm＋，色85，富植含，大細喋75％，土壌20％，空隙5％，無構造，土壌は頗

軟，湿，根系なし．

参急傾斜型崩積土

谷型2区，43ﾉj､分区，Profilel2-9（Fig.77）土護B膜，傾斜33，，方位N60.W・

谷型2区ば開析の歴史が旧く，この地点は谷型1区の開析iこより従順化され，かつ傾斜変換線上

部の崩壊により骨格的な崩積喋層;ま既;二奪い去られておi)，その後表層の洗蝕により，運搬された

’
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土砂が崩積した断面と想定される．異時堆積的な層序関係ば強くiよみとめられないが，藻の分布か

ら矢張り感じられ，膨軟な表層は最近削剥されて見当らない．

Ao:．．…･……なし，地表に小磯，根系露出.琴

A1,……..‘…15cm，色22，腐植富，′l､細喋10％，SiL，団粒，やや堅’湿’梗系'・

A2…………50cm，色22，腐植富，ノl､細喋5％，SiL，団粒，軟，湿，柵長4．

B，…………45cm＋，色84，腐植やや含，中細操8先，SCL，カペ状（識）やや堅，湿’根

系1．

⑳急傾斜型崩積土

谷型2区．45,1分陰区，promel4-10（Fig.78）土護型BE，傾斜3r，方位N4OW・

霊のやや旧い崩垂で，層序的な癖は明らかでないが，深の分布が'．深さによって一様でな

く矢張り堆積の異時性を感じさせる。A層は壷削剥されてやや薄い．

Ao…………なし．

A……….….､12cm,色96，密植富，′l､細喋10形，SiL，団粒，軟，湿，梗系1．

B，….….….38cm，色22，衝櫨含，ノi､細喋5鬼，SiL，塊状，やや堅’湿’梗系2．

B2＝….….さ…60cm＋，色22,腐植

含，中小操10％,SiL，団粒～塊

状，戟湿，根系1．

⑮急傾斜型崩穣土

，谷型3区,53小分､区，Pmnlel岳12

(Fig679）土壌型BE,傾斜麺，方位

N7ぴW・

下層土はその堆積の歴史が旧くやや

堅密であるが，その為谷頭の開析によ

り供給された土;砂に覆われ，表層は新

たな堆積物となっているが，最近の削

剥によって膨軟層は若干薄くなってい

る．

AC…………なし，表面にﾉl､操．

A1…………12cm，色96，腐植頗

富，中～細磯10％，SiL，団粒，

軟，湿，根系十・

A2………･･･18cm，色52,腐植

富,中～細喋15形，SiL，団粒，

やや堅,湿，根系3．
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－

A3…………50cm，色22，腐植

含，，j､細喋10彩，SiL，団粒二塊

状，やや堅，湿，根系3．、

B1…………30cm-『，色83,腐植

乏，中′j､藻10％，SiL，カペ状

（塊状）やや堅，湿，根系1．

憩急傾斜型崩積土

谷型3区，54'1,分､区，Pro61el5-14

(Fig.80）土壊型BD(w)，傾斜40，

方位N80,W・

下層の崩積操（B1，B2）の上iこ，其

の後詞行土的な崩積土層が堆積してい

る．下層表層とも比較的新しい堆讃と

考えられるが，なお層序的なものが認

められ，土砂の移動の激しさを物語っ

ている．

屑，

判
Ｌ
Ｈ

Az

4，

之Sb
A3

A2

①

蜂
、，

ご］ 6
1

8雪俄）

日,“）三>曽蚕ざ
B2

空T苛夕辱弓

Fig ． 8 0 、 F i g ． 8 1
F……･･……･僅かに存在．

Prof、 1 壬 1 4 P r o f 、 6 － 5

A，…………4cm，色52～102,

腐植富．小細操20発，L，団粒伏，頗軟，潤，根系3．

A2…．…．．…20cm，色22，腐植富，中～細喋10％（Si)L，塊状構造，頗軟，湿，根系3．

A3…………31cm，色22，寓植富，大～細喋25影，SiL，塊状，軟，湿，根系3．

Bi…………33cm，色51，寓ﾎ置含，大～細喋50先，SiC，カベ択（塊状)，軟，湿，根系2．

B2…………22cm＋色84，寓ｲ直乏，大～細喋65％，SiC，カベ』伏，軟，湿，根系1．

⑰中傾斜型崩積土

谷型1区，34小分区，Pro51e‘5（Fig.81）土襲型B臆，傾斜29'方位N15.W

開折の新しく活護な:谷型1区に位U,し，藻:こ富む崩積土層を示しているが、喋の分布其の他か

ら，なお3～4段の異時堆積的層序が感じられ，表層は詞行士的な崩積土となっている.最ざ下部の

B3層は砂喋層となり地下水の水路となっている．

L……………僅かに存在，

H一A………僅かiこ存在．

A1・…．．……37cm，色102～95,腐植富，大～細喋80％，L，塊状，軟，湿，根系3．

A2…………20cm，色95，腐植富，大～細喋75先，CL（弱塊状）カペ状，軟，湿，根系1．

Bi…………29cm，色88～94,富植含，大～細状65殆，C(L)，カベ状，軟，湿，根系2．



“ 林案拭験場時領
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B2(A1'）……12cm，色鴎～94,寓植合,_大～細喋60形，C(L)，カペ状，軟，湿，根系÷

B8(A2'）……12cm＋，色84，腐植含,､大～細喋90影（砂喋層）SCL，無構造，軟，過湿，根

系十

⑳中傾斜型崩積土

谷型2区,,43ﾉ1，分､区，Pro61el6急（Fig-82）土壊型Bx，傾斜30．，方位N15.W．

谷型2区の下辺を占め，下部の谷型1区の鋤了により，傾斜変換錘上部iこ生じた崩襲と従J頃化を

うけ，かつての崩諏藻が失われ,.その後上謡+面から供給された土砂が再び崩積した個所であ

る.操に富永二段層であるが，土壌の色は全般的に変化に乏しく、堆菰層序的なものi土余り明かで

ない.-表層の膨軟層は最近削剥されて認められない.

L･…･………･わづかに存在．

青

H－A･志･垂･･わつかに存在．～
A1…･も……･4cm，色22～妬,腐植富,･細喋含,SiCL，粒状～団粒，やや堅潤,根系1.

A1や｡.………626cm，色22，腐植富,_中～細喋15％，SiCL・弱塊状，軟，湿，根系1．

A3…………48cm，色22，腐植一一一‐

富，中～細喋40％，SiCL，カペ

状（弱塊状）軟湿根系2．

A,'…………32cm十，色22，腐植

富，中～細喋15％，SiCL，カペ

状（弱塊状）軟，湿，根系1．

＠々押出し型運積土

谷型1区，33'j､分､区，、Proiile2－4

(Fig.83）土壌型B脇，傾斜18，方位

N25，W

骨格的な押出し堆積（A'，B'）層の

上に，更に詞行土的な傾斜型運積士が

堆積しているが，各層の喋の分布よ

り，異時的な層序が認められる．

L…………‘･･僅かに存在．

H……………2cm，上部の急斜面

に比してやや厚い縄を示してい

，る．

A1ﾉ･…………10cm,色102，腐植

制一A
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(Fig.84）土獲型B瞳，煩斜20急，方位

Prof、3－↓Prof、4－3

N30'W，

異時的な数回の運搬により堆積した明かな層序が，蝶の分布状態其の‘他から読みとれる．AI,A2

層が彩軟であるのに対してA3,A4層ばやや密な堆哉を示し，その下層のB,層は空隙に富む砂喋

層となり，A‘層は堆質な密層となっている．数回の押出し的運積士の上に現在は詞行土的運穣土

が堆積していることが認められる．

L……………3cm，ス兼落葉§

H……………1cm・

A1…………4cm，色96～102,寓植頗富，′j,細喋30％，CL，粒状，潤，根系1．

A2…………21cm，色96～107,腐植富．中～細喋50％，CL，塊状～団粒状，頗軟，湿，根

系1．

A3…………16cm，色95～102,腐植富，中～'j､藻29％，CL，カペj伏(塊状)歌，湿，根系2．

A‘…………24cm，色95，画植富，大～中藻70影，細喋乏，CL，カベ状，軟，湿，根系2．

B，…………27cm，色94～95,寓植僅富，大～細喋95先，空隙多，GSL，無構造，粗造，湿

涙系一・

B雪…………20cm十，色85，高植含．大中深40％，細繰なし，CL，カベ状，軟，根系一r・

垂新潅漬（未熟性）中傾斜型崩穣土

谷型1区，32ﾉ1，分､区，Profile4－3（Fig.85）土製型B､(w)-1m，傾斜27．方位N、

一一一一一-一一
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” 林某拭験・場時慨

新しい崩壊土砂が，錐伏～扇状に堆積し，これが，周囲に比してやや不自然;二凸形を示し，その

ため土壌層の表面は削剥をうけて，腐植層の発達に乏しい．崩壊材料は風化の進んだ土砂操を主体

とし，大きな操を含んでいない．

L……･･･……10cm，スギ落葉．

A…･…｡．……3cm，色96，腐植頗富，小喋10弱，SiL，粒状～塊状，総，潤，根系1．

B，……･も･･さ･19cm，色85，腐植含，中小磯10％，SiL，粒浄伏～jｳ鍬，軟，潤，根系1．

B2…………33cm，色88，腐植僅含，中小磯5％，SiCL(カペ状)塊状，やや堅,湿,根系1．

B3…………55cm＋，色88，腐植乏，大中藻25分，SCL，カベ状（塊状）堅，湿，根系2．

5．14．考察

以上観察して来たように，斜面区の新旧にかかわらず，いづれの断面においても異時堆穣的な層

序が認められ，開析の活溌な斜面程，この層的な新陳代謝が強く働いているよう;こ見受けられる．

そして層内の土壌物質の垂直的動きよりも斜面に沿った動きの方が場合iこよって;圭より大きいので

はないかとも感じられ，山岳斜面iこおける土製の生欝成を考えるとき単jこ土護闇間の垂直的動きにの

み留意するだけではなく，侵蝕iこ伴う土壌の移動現象にも深く考慮を払う必要性がある様に思わ

れる．

即ち土壌中の固体物質は勿論，可溶性物質についても，それが溶液或いiま砺質溶液として水に分

散して移動するだけではなく，それが現在過去を通じて行われている，艮独に伴って移動する土譲

固体物質に附着して運ばれる面が可成り大きいように感じられる．勿論一殻林地斜面にみられる土

壌侵蝕が，必ずしも目に見える程急速に行われるものではないとしても，±複断面iこ見られる層序

関係は矢f混りその歴史を示しており、その堆積物質の性質が今なお強く残されて土襲層全体の性質

に反映して､､るものとも考えられ，土壌の堆積或いば斜面;こ沿った溶脱集積胃現象ば共;こ復合した歴

史的所産であることが推論されそうである．

土壌物質含量の斜面における分布は，削剥,-堆積或いば流亡，巣銅象により概念的にば斜面の

上部より大略次のように配列されるものと考えられる．

（1）：定積区（残積）未侵蝕，未流亡，物質の水平的移動が期待されない区域．

（2）残積区侵蝕に対しては土譲固体物質の残羨がみられるが，可溶性物質の流亡は最

も賎iこ行われている．

(3)・削剥区土壌の削剥が最も強く行われると共iこ，溶液的な流亡も承うけられる．

（4）堆一積区土護固体物質の堆積区．

（5）集積区溶液物質の巣積区（定状流的なものb患考えない.）

(6)・集積作用減衰区運搬力の減衰iこよる堆積集積作用の減衰．

上記の諸現象はおそらくは物質によりその機構を異;こするものと考えられるが，侵蝕Iこ対する感

受性は，有機物＞土砂深≧塩基，の順序にあるものと考えられ，斜面にお{十る分布緯有I賎物が最も
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乱れた様相を呈し，ついで土護堆積,塩基となるが，多輪廻的な複雑な斜面では，いづれも複雑な

様福を示して明らかでなく，可視的な土婁堆積区分が立地の指対的配列を示すものとして最も有効

;二なって来るものと考えられる．

6．林 木

6．1．林況

概況につし､ては既に述べた通りであり，また詳細については品種の項で触れる予定であるので，

ここでは必要事項を列記する．

調査地中の林分面積1.63ha・立木本数1762本．林令，33年同令林，品種的構成はヤプクグリが

主体で53分，ついでヒーサン（＝パ,'ウラセパル）41％，其の他6影．

6．2．測定方法

全林木について林木位置図を作成

し，樹高，胸高直径の悉皆調査を行し、

併せて材積を算出した．（材積表は熊

本営林局材積表を使用した）

林木位置図……1/200魁形画を原画

として，150ケの測戯基準点iこよ;'調

整しながら．全林木の位置図を作成，

樹木番号，品種を併記した．

樹高……ワイゼ測高器を用い0.25m

を最'j､単位として圭林木に対して行っ

た．

直径……倫尺iこより，粍単位で東西

径，南北径の二方向の胸高直径を測定

した．

6．3．等樹寓曲線

6．3．1．考え方

従来，林学iこ於いて，林木の樹高は

地位の上下を反映し，一般の場合には

少.ぞの立木密度等に､ま影響されぬ堪位庵尺

指数的な普遍性を有するものと考えら

れている．林地の自然的な地位;まその

塵
③

鍋没

Fi解86．．幕樹高顎図

HeighL-con【ourmap

一一一



ー一

92 林業拭験・場時報

主主立地の生産能力と直結するものと理解されるところから，樹高を以て一応の普遍的立地指数と

も考えてよいのではないかと思われる．

等樹高曲線は林分内の等しい樹高を示す個所を連結して出来る一連の曲線であるが，樹高が正し

く立地の生産力を表示する指数であるものとするならば，この曲線の分布を読みとることにより立

地の普遍性ある判定区分がなしうるものと考えられる.'9）

以上の考え方をもとにして，本調査地では等:樹高曲線によって表示された樹高を基準的立地指数

とし，この値とその地点の地形，土壌因子とを対比することiこよって，普遍的な立地構造、規正を

なしうるものと考え，それに必要な，可成り高精度の等高曲線の作成を試ゑた．

後述する林木の生長と立地諸因子との関係は,プロット的な平均樹高ではなく，すべて等樹高曲

線から算定した樹高を用いて検討を行った．、

6．3．2．等樹商曲線の作成法

さきに述べた林木位置図に夫々樹高測定値を記入し，全林木を対象として，樹高差1mを単位と

する等樹高曲線図を作成した．Fi9..距珪それを縮,j､図化したものである．

作図に際しては，劣勢木を除去し，所謂1級木の樹高を基本として扱いまた品種的な差違につ

いては，後述するヤプクグリ，ヒニサンの特性を考臆しながら，ヤブクグツを基準として調整をｲ了

った．

この緯果，等樹高曲線に表示された樹高は一部をのぞいてば，所謂プロット的な平均樹高より高

い値を示しているようである．

7．地形・土製と林木生長

7．1．傾斜角と樹高

斜面は傾斜の集合体と云われ，傾斜を別にして地形を論ずることば出来ない．特に吾が国の林業

は平地林的なものは非常に少く,山岳林業を主体としているため，傾斜と林業ば切i)離せないもの

となっている．一般に傾斜が殆どなく平地に近いと二ろでば水の動きが鈍く，土護堆積も定積土化

し，土壌の各因子も悪化するため最上の成長は見られず，谷筋周辺の洪涌地，台地の内部等にば過

湿地が出現してスギの不成積林分さえ見られる．これ;こ対して傾斜の急な山岳斜面部では土護物

質，水分の新陳代謝が活溌であり，土壌堆積･土製型の変化と共(こ優良林地の出現も可誰となって

来る．既に述べて来たように斜面の土穫堆積の傾斜角:こより規正せられる面が大きく、二れらの諸

点からおして，傾斜が林木成長と何等かの関係を有するここが想嬢されるのであるが．これを実地

において検討してみよう．

7．1．1．全林分的にみた傾斜角と樹高

さきにかかげた傾斜角分布図（Fig.4p､9）と等樹高線画（Fig.86p､91）とを対比してみる

と，両図の曲線の分布が互iこは平行関係を示す地点が，可成i)多く認められ，樹高と傾斜角の間の

相関性が強く感じられる．しかしながらこれも詳細に検討してゑると単純;こ割,)切れない面が多分
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に包含されているようである．即ち同じ傾斜角の分布について追跡してみるとそれが，生長のよい

谷型斜面の中央部にも，それよ･り生長のおちる傾斜変換部，尾根型斜面，更には尾根筋にも現われ

ており，単に林地全休について傾斜角と樹高との相関を求めた場合同じ傾斜角を示すものの中に

も地位的に当然異った立地を含んでいるため分散が極めて大きくなることは充分予測されることで

あり，慨活的にその傾斜角のみで林木の生長を規正することは困難である．従って傾斜角と7休木と

の関係を論じうるのは各左の単位斜面区内で而も傾斜変換帯に伴う擾乱地域を除去した範囲ではな

いかと考えられる．

Fig.87は土壌型別に識別して，林分全体的iこみた場合の傾斜角と樹高との関係を示したもので

ある．

図についてみると，分散が非常iこ大きく傾斜角と樹高との関係は漠然として，何等の結びつきも

感じられず，図中の土壌型別の識別によって検討しても同様である．ただ強いてみれば30～35｡附

近に平均的iこ高い樹高が見出せるが，これも後iこ述べるように余り明らかな傾向とは云えない．

7．1．2．単位斜面区別にみた傾斜角と樹高

傾斜角とスギの樹高との全林分的な関係を単位斜面区別に識別して?示したものが（Fig.88）であ

り，これを曲線化して全林分的な構成を示したものがFig.89である．
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．､図について眺めると全林分的には全く混然としていた相関図が，個々の単位斜面区に分割して示

すと各々意味のある曲線変化を承せており，これらの曲線を併記したFig.89で明らかなように全

林分的な相関図は，種々の傾向をもった単位斜面区の変化;こよって合成されていることがわかる．

しかも個々の単位斜面区内の変化の傾向は開析斜面以外では決して一様でな.く，可‘成り異った様相

を呈している.

谷型斜面区ではいづれも30～35度附近で樹高のゆるい極大点が見出され，相関式を想定した場

合定数項は異なるが，大略同様な傾向の鈍形曲線を呈している．（Fig.89参照）

これに対して尾根型斜面ば夫々異った傾向を示し，複合斜面的な尾根型1区でば35度で樹高の

最高のところ（下部下降）と最低のところ（上部上昇)のある曲線がみられ，尾根型2区では35～

37度で樹高が極大を示し，それ以外の角度では上下いづれも樹高の低下がみられる．尾根型3区で

は下部の傾斜釦～40度かところで樹高高く，それより傾斜がまして50度まで分布しているが樹高

は低くなる一方を示し,尾根型斜面4区では下部の緩斜面で樹高低く，やや登った22，23度附近

で樹高極大をしめし，それを更に登って傾斜がますにつれて樹高を減じ，それを登りつめると上昇

斜面に入り傾斜はやや緩くなるが樹高は更に低下を示している．

7．1．3．考察

本f識査地の傾斜ば一般に急でその範囲は25～55度．平均勾配は34度となっている．スギの樹高

と傾斜の関係は林分全体をまとめて考えた場合,殆んどその間に関係が認められず，ただ20～25度

の傾斜角が谷型1区の高樹高運穣土地を主体として現われて，本調査地内では他の該当地が少く，

他の傾斜角に比して樹高分散が高値に偏して小さく，さき;こも触れたようiこ，そのため一見，平均

値的には20度～25度附近が最も樹高が高い傾斜角のよう;二も感じられたのであるが．これを個為

の単位斜面区内で検討･した場′合，同様の傾向がうかがえたのは尾根型4区の1部だけで，主I体であ

る谷型斜面ではいづれも30度～35度附近に樹高の極大がみられ，やや異った傾向を示している．

本調査地の場･合，傾斜変換線的な擾乱地区と上昇斜面地区を除いて考えると，‘崩穣士層の自然勾配

に近似した30度前後が樹高最高を示すものと考えられる．しかしながらこの値いも斜面の状況に

よって支配される所が大きく，決して普遍的なものとは考えられない．

後に述べるように樹高は斜面の比高，土製の生成の熟度，侵蝕，土察反応等と深い結びつきを有

するのであるが，これらの諸因子は必ずしも傾斜角によってのみ規正されるものではなく，これら

の諸現象が比較的規則的にあらわれうる開析度の強い斜面で:ま，傾斜角と樹高とo翼係も比較的明

らかに把握されるが，開析の弱い尾根型斜面ではこれが乱れて明らかな傾向が認められないよう;こ

感じられる．

傾斜とスギの生長については普通5～25度程度のところが最もよく，25～35度，戎いi夫5度以

下の平坦なところがこれにつぎ45度以上iま余りよくないとも云われており,39)このことは対象斜面

をどの程度の縮尺の地形図に準拠して眺めるか;こよつでも異るが，本調査地の場合，幾分異った傾

向が出ており，この種の問題については更に調査を加える必要性が感じられる．
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林木の生長と傾斜3〕関係ば生成時代，或いは斜面形を異にした単位斜面的なものを越えて，或る

拡がりの斜面全体をひっくるめて検討した場合は普遍的な関係ば認められず，同一斜面形で而も単

位斜面区的(こ区分して個々の内部において検討した場合;まじめて何等かの相関を求めうるものと考

えられる．これは傾斜角そ○ものが立地性を表わすものではなく，前述したように同じ傾斜角でも

地位的に異る立池を包含しており，傾斜の分布する個所の地形的条件が問題で，或る程度条件が似

通った区内i二おいて，ばじめて傾斜が一要因として表われてくるものと思われる．

7．2．斜面の高度変化と樹商

7．2．1．考え方

一般に山は高b､程立地的;こ恵まれ，低い程悪いと云われ，スギの材曾業地は或る程度の高度の山地

の存在が必要と考えられている．R・Peattie型)ば山地の容§漬が大である程，通常植物の生長が良好

であると云い，山が大きくなればそれだけ淡良林地の面積り増加も当然考えられる場合が多い

ここでいう山が高い，或いは低いというの6主海抜高そのものでばなく，一つの斜面の尾根筋から

:谷筋迄の高度差，即ち比高を指すものと考えられる．一般iこ斜面上の或る地点;二対して上部から供

給される土璽物質の量は，その上部斜面が長大である程，供給源が豊富であることを意味し，上部

斜面の長さによって支配されるものと考えられる．今，簡単のために平滑な直線斜面を想定し，微

動的な重力iこよる運搬力を考えると，或る地点;こ上から供給される土護物質其の他の量は比高;こ比

例することiこな‘)，山が高い程,立迦かよくなるということが，よく肯づ(ナるところである．しかし

現実には.斜面は決して平滑な直線斜面でばなく，水平的にも垂直的にも凹凸の変化が激しく、斜面

上の蒜ば或いは渠中し,或い;ま分散し，また傾斜の変異により，運搬力が上昇,或いは減衰する．

本:調査地感全体として海抜高430～545m（標高差115m）の間に拡っている斜面であるが，こ

の中において上記の問題について検討してみたい．

7．2．2．高度変化と樹高変化

前に掲げた地形図の等高線;こより斜面の高度（絶対的高度として海抜高をとった）と，スギの樹

高の関係を求め，全林分に対する関係と共に，更にこれを谷型斜面，尾根型斜面に区分して検討・・

し，Fig.”，Fig.91，Fig.92，Fig.93．；こ示すような（高度一樹高）関係図を作成した．

全体的にみて（Fig.90）高度の上昇と共6こ樹高が次第iこ低下することが，うかがえるが，分散が

異常iこ大きく，明確な相関を把握しがたい．しかしこれを中央の谷型斜面（Fig.91）東翼の尾根型・

斜面（Fig.92)，西翼の尾根型斜面（Fig.93）に分け検討してみると，分散がへり可成はっきりし

た関係が認められる．

いづれも高度の増加に対して樹高の逓減を墨せていることiま同様であるが，詳細に検討．すると単

位斜面区毎;こ脈動的変化を示している二とが認められ，その境界部に於いて明らかな不連続性が見

出される．（このことば先に述べた斜面の傾斜変換線のあらわれであ;)，単位斜面区分話上の重要因

子と考えられる.）

I
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尾根型斜面と谷型斜面と脈動曲線の形状は全く反対の様頼を示し，前者iこおいてI土凹曲藻～直;線

的要素が，後者においては凸曲線的要素が強く現われ，斜面形の特勺性を反映している．（このこと

については吹項でも触れる.）

谷型斜面のように下降斜面の多い地域では重力的運搬力､ま斜面下部iこ移ｲ了する程減少することが

考えられるが,他方では下部に移行する程b比高をまし，また流線の架中性iこより土裏物質の､齢堂は

増大する．この相反する現象が捨抗して,下降斜面では上部から下部iこ移る程,或る地までは立躍地は

次第に良好となるが，やがて運搬力の減衰によりその立地向上の傾向が止まり極大値に達し，その

後は漸次樹高の低下がみられるようになる．このため谷斜面全体の傾向としてば樹高がFig.9，に

示rすような凸形曲線を示すものと考えられ，この立地の極大性を示す地点が，傾斜角と樹高の項で

述ぺたように，本鳥識査地では30度前後の傾斜面に現われて来ているものと解釈される．しかしこ

の角度も谷の形状によって異るものとも考えられ普阜遍性があるかどうかiま疑問である．なお単位余卜

面区内における下辺の樹高ｲ珪下は運搬力の減少によるものではなく，下部が新しい開析をうけたた

めの従順化作用のあらわれであり，逆に土穣物質の流亡によるものと解される．

尾根型斜面においては凸形要素が多く，_ために流線の分散性が大きく，土壌物質ば流亡の傾向が

強い．本調査地では各尾根型斜面とも斜面の下部では凸形要素が少くなっており，立地の向上は斜
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面上部から暫くは強くあらわれず，下部において漸く急上するものとも推察され，このため尾根型

斜面の曲線は凹形を示すものと考えられる．（なおFig.90に示したグラフの点の中，谷型1区の

新堆積区，急崖部，谷型2区の旧区はFig.91では，系列外であるのでこれを省いて示してし､る.）

7．2．3．単位斜面区における比高と樹高

本調査地においては，さき;こも述べた通り傾斜の変換線により，上下の単位斜面区に区分されて

いる．今，一つの単位斜面区の上限を

なす，傾斜変換線を基準にとって，比

高を算定し，それと樹高との関係を検

討してみよう．

傾斜変換線上の，或る.地点Aの地力

をVo,樹高をho,高度をHoとし，A

点から下部へはじまる流え上の1点B

における地力をV,樹高をh，高度を

Hと考えるとき，

A点とB点の地力差は4V＝V－Vo

圏高差はjh＝h－ho

高度差（比高）ば』H＝H－Ho

(Fig.94）で示され，別iこ運搬力にか

ハ『.と

Fig．94．Pro凧eofslopcintransformationpoint

らむ斜面の勾配其の他の因子を，αとすると，大略次の関係が惣定される．

』V＝f(｣H,α）

地力と樹高が正比例するものとすれば，

Jh＝f(4H,α）

即ち傾斜変換線を基準;ニした．樹高差（4h）と比高（』H）との間に，何等かの関係が認められ

ること;こなる．

かような考え方のもとに等高線地形図と等樹高曲線を対比して，図上作業により，数多くの樹高

差と，比高を算定し，Fig.95～Fig.97iこ示すような関係図を作成した．

谷型斜面においては，比高の増大と共に樹高差も増大するが，やがてその増加率は減衰する．尾

根型斜面でiま，直線斜面的な要素が強い個所でば直線関係を，谷型斜面的な様相をみせている地域

では減衰状態をゑせでいるが，幾分上昇斜面的な色彩の強い尾根型斜面では比高の増大にもかかわ

らず，樹高差ばしばらく増大をみせず余程下部に移行してから漸く増加をゑせるといった変化を示

し，下降斜面の場合と対象的な様相を呈している．

今，敢えてこれらの関係を一般式化してみると，

4h＝K・jHn．f(α）

といった関係が考えられ，

－－÷_－－－－=一一一一一一一ゴー一一一一一一・一一一△一=-=L－－－－－－'一一一一一一＝一一－一
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Fig.95.96.97.斜面における比高と樹高差の関係

Relationbetw“ndiHerenceofaltitudeanddifferenceof

heightsoftr“oneachtypesofslope

地位にからんだ常数…………………………K

下降斜面においてはn＝1～1/2

直鍔面におし､てはn÷1

上昇斜面においては、＞1

なお，本調査地では余り明らかでなかったが，下降斜面においてば樹高差堵肋ﾛ率の減衰にとどま

らず，やがては絶対値の減少が想定され，また上昇斜面iこおいてば，最初比高の増加こ拘わらず逆

に枝摘差は負の方向に動くこともあり､うる筈であり，f(α）其の他の因子を強く考慮する必要が

ある．

概して本調査地において，直線～下降斜面的な穣椙の強い斜面では，樹高差と比高を、単位とし

た場合，

4h÷B／4H

樹高差は比高の平方7根に近似するといった印象が強く感じられた．

7．3．等醗の凹凸と樹寓

等高線の凹凸は斜面の凹凸を示すもので，尾根，谷はその代表的な現われである．微地形的に見

た場合の等高線の凹凸の変化は開析地形程大で，台地状地形でば単純な形と狼つ-ご現われる．
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一投:こば尾根型斜面の等高線は凸形を示し，谷型斜面においては凹形を示している．しかし乍

ら，これを微細に調査してみると必ずしもこの形を示すものばかりでなく，尾根型斜面でも局部的

iこは凹形も表われ，谷型斜面でも等高線の凸形も現われてくる．唯その現われ方が非常に少いと云

うだけである．

7．3．1．鯛査地における等高線凹凸の分布

本調査地に於ける等高線の凹凸分布はFig.3．p、9に表わしたが，これより谷，尾根『両斜面に

分けると谷型斜面では凹形が66影，直27％，凸形7錫で谷型斜面の要素を十分現わしていると云

える．尾根型斜面では凸50＄，直43影，凹7形となり，谷型斜面に比べて，その現われ方が少

い、これ;ま現地を見た場合(こも特に東翼斜面側で尾根よりも山腹凸部の感じが強く，直線斜面的要

素も少くない．

7．3．2．単位斜面区別にみた等商線の凹凸と樹高

各斜面区別に等高線の凹凸とスギの平均樹高及びその範囲を示したものがTable8である．

Table8．斜面区別等扇綴の凹凸と樹海の関係

Relationbetw“nunevennessofcontourlineandheightsof【r“bydifferentslope

～幾 面区
零高
繰の凹凸

凸

谷型餌面谷型償極“謙詞篭隈墾闘尾綴型ﾈﾙ面遥服型瞬而堪呼噌'面全林分1区2区3区1区2区3区

21．018．519．016．819．3・16．317．8

（15.5～18.5j‘17.0～21.5),(14.5～19.0)(14.5～21.0）
一

直11&鋤愚‘“饗30M16閏1.01'18.鰯3.0)iU6､閏"'(17.必20)'15.澱8.5)'115閏"）
24 ．221．819．1’22．516．822．3

凹 120.5～25.5j1118.0～24.5（15.5～22.0N（16.5～17.0).(16.5～25.5）

平均
(最'1－妓大）

この表で分るように各斜面区において樹高の高低は凹→直→凸と減少する傾向が認められる．

但し，この分布の巾を見れば画然としたものでなく，お互いの間に重なりが見られ，特に尾根型

斜面の3区iこおいては平均値で直より凸の方が樹高が高く現われている．これは林緑部に直線斜面

が多く現われていることと，斜面区中で凸が比較的下部に多く現われているためで，この様な点か

ら見れば直と凸の平均樹高の差0.4mは殆んど問題にならず，寧ろ，直線斜面が凸形斜面よりもよ

い面の傾向によって二れだけ接近しているとも考えられる．

大きな斜面で多少の凹凸;こは無関係にスギの生長は上より下へ増大しているところはよく見かけ

られるもので．例えぽ，斜面下部や扇状地形等で崩積（運積）土自体が微凸形に堆積したり，その

後の侵蝕で凸形地形になることである．従って，等高線の凹凸だけでなく，等高線の曲率，流線方

向の凹凸等との組割合せも併せて考究すべきではなかろうか．
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7．4．斜面の垂直方向の凹凸と樹高

さきに掲げた等樹高曲線（Fig.86.p､91）と垂直方向の凹凸分布図（Fig.8．p､12）とを対比し

て検討を加えて見る．

全般的に凹形部に樹高が高く凸形部に低い傾向がうかがえるが，これも絶対的なものでなく，極

く狭い範囲において凹凸の部分を対:比した場合の傾向である．

下降斜面的な凹形斜面について検討してみると，谷型斜面内において塊状侵蝕の活溌な谷型一

区，同3区においては，凹形部に樹高が高く，凹形要素と樹高との相関が強く感じられるが，塊状

侵蝕活動が余り活溌でない谷型2区では，この相関性が薄れ，直線斜面部に却って樹高の高い地点

も見出される．このことは地形，土壌堆積の項で述べたようiこ，谷型2区が塊状侵蝕の歴史が旧

く，従順化が進んで原形的な凹形を失いつつあるが，なお崩積土として刀性;格を強く出しているこ

との反映と解釈される．このような傾向は尾根型斜面に移行すると益,令強く感じられるが，これと

は逆に，尾根型斜面に表われる凹形部の中には，下降斜面的な表現形にもかかわらず，本来の堆積

斜面としての特性は既に失われ，土壌は詞行土化して，樹高生長を比較しても直線斜面との間に本

質的差違がみられなくなっているものがあり，過去の塊状侵蝕の残影的凹形斜面がみうけられる．

本鰯餅査地の場'合，上昇斜面的な凸形斜面の拡りがせまく，ためにこの種の斜面特曽有の樹高変移を

適確に把握することは出来ないが，凸形部において樹高が相対的に低くなっていることが認められ

る．一般に斜面上部から下部に降る程，樹高は高くなるものであるが，凸形部にさしかかると逆に

樹高が低くなり，もしこれ程の変化がない場合でも，斜面に沿った樹高の増加率が凸形斜面では休

止し，ここを過ぎて下に降ると再び急激な樹高増加を示していることが認められる．

本調査地の尾根型斜面区では直線斜面の占める割合が広いが，これも地形，土譲堆積の項で述べ

た通り，その直線斜面的な表現にかかわらず，内容的には崩積土的な性格をもつ高い樹高の個所

や，逆に上昇斜面的な性格をもち相対的に低下樹高を示す個所が多を認められる．

、

7．5．傾斜変換線と樹商

傾斜変換線を地形図上で検討してみると（Fig.10.p､14）その上部で;ま等高線の密度が,l､さく

(傾斜が相対的に緩く)，逆に下部では等高線密度が大きく（傾斜が相対的に急に）なっている．今

この傾斜変換線の分布図と等樹高線図（Fig.86.p､91）を対比してゑると，傾斜変換線を境にした

上記の等高線密度の変化と同様の傾向が,.等樹高曲線の密度変化の上にも見られ，それがより強く

現われているように感じられる．即ち，傾斜変換線の上部では等樹商曲線の間馬が広く，樹高の変

異が小さいことが示され，逆に，その下方では曲線の間隔が茜だし<狭,j､となり、著しい樹高の増

加を示している．

本調査地中の傾斜変換線は地形の項で述べたように極めて弱度であ‘〕，住や看過され易い形態の

ものであるが，それにも拘らず，この変換線の立地;こ及ぼす駕群ば異常(こ大きいものがあi)，等樹

高曲線は傾斜喪換線を境にして断層崖的な変化をjz‘せている．

1

１
１
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このことは，傾斜の変換帯(線)が，それ自身の凸形斜面としての立地的良否は寧ろ重要でなく，

立地区分殆上の境界線として如何に重要な役割を果しているかを示すものであり，斜面の多輪廻性の

区分，斜面形の区分，単位斜面区の区分等の立地に及ぼす影響が極めて大きいことを示している．

7．6．A層と樹高

A層は鉱物質土層の鼠表面にあって有機物を最も含む層であり，気候，植生，生物等の環境の影

審を強く受ける層である．叉地中の微生物の活動も盛んであり，林木の根の養分吸収等も盛んな層

である．従ってA願の厚薄ば林木の成長;こ関係があることは当然考えられる．

7．6．1．考え方

A層の厚さと樹商との間に何等かの普遍的な正の相関があるものとすれば，斜面区的な意味を越

えても何等かの相関が認められなければならない．Table9は各単位斜面区毎の樹高（Hm)jA層

の厚さ（Acm）の平均値を示したものであるが，各斜面区ともその中に可成りの変異を含む立地小

分区の躯合体と考えられる以上，樹高の平均値とA層の平均値との比（H/A）lこおいても何等か共

通性のある系数的なものがなければならない筈である．

Tnble9．斜面区別樹高とA眉の厚さとの関係

RelationbetweenheightandthicknessofAhorizonbydifferentslope

一
週
一
区
一
一

Ｊ
三
一
側
一
画
一
一

一
」
』
一
一

一
↑
種

_－塁限型斜面
213．

谷型望面

，41全１
－

ワ
ー 3

23．0．

38

6．1

17.5

26

6．8

19.0

29

6．6

17.5

28

6．3

樹高(H）m

A層の厚さ(A）cm

H/AxlO

１
２
３

２
４
－
ユ

リ
】 19.0

49

3．9

20.5

36

5．7

20.4

36

5．7

今仮にA層と樹高との間にH＝a十bA'‘(a＞0，b＞O少くとも極端な上昇曲線は考えられない即

ち、＜1）的な関係式に近い相関があるものとすればTable9に示したH/Aの比の値は樹高が高

Iﾅれぱ必ず低下する筈である．しかし乍ら表から明らかな様に，その傾向は少なの誤差を考慮して

も認められず，また逆相関を想定しても矛盾が出て来る．このことから大略次のような事が予測さ

れるようである．

。地形生成時代を異にし，叉斜面型を異にする様な斜面区を同一の果団と扱って，A層と樹高の関

係を求めても相関関係ば出て来ない．従ってA層と樹高との相関関係に地形的区分を越えての普遍

性を求めることは，単一生成輪廻の単純な地形でもない限り無理であると予測される．

eA層と樹高との間に栢関関係があるものとすれば，その相関式は単位斜面区毎にその定数項，

係数の値が異るものでなければならない．即ち今仮りに直線相関的なものがあると仮定すれば，

或る斜面区でH＝a,÷b1Aといった関係が得られたら，別の斜面区ではH＝a2-rb2Aとなるも

のと予想され相関図ばFig.98（p､102）の如くなろう．（a!＝agb,＝bg）

即ち異質の斜面区;よA層以外の環境因子が明らか;こ異質のものとなり，A層の厚さばこの異質立



102林業試験場時殿
一一一一一一一一一一-－．－－－－－－－－－－----.-----.----.一‘一一-－－←－-.---.一一一．－－．－－－－－．-→一一一一一一一一-一一・-－－－－→

地にあっても僅かに林木成長を修飾する環境Fig．98

因子に過ぎないことが予測される． H＝＆I＋bI

H．＆1十ba

Ａ
Ａ7．6．2．A層と樹高の報告例

桝
樹1藷とA層の厚さの関係については今日ま

で多くの報告があり,その殆んどが関係を認冊
Ａ
Ａ

H画α3十b3

H＝α4＋b4
めめている．

1⑨硯

書駕裳墓繊鯛篭萱｜
物,腐植物量よりも，それらが深くまである

一Af′P“
こと，即ち腐植土層(A層)の厚いことが重要

7〃ん"‘“ザ'M･‘ﾗ'，しであるとし，大内，八木51)は秋田のスギにつ

いて腐植士層との関係を認めている．芝瀞》

は，表層土の厚さは地位｡級と必ずしも並行するものでなく，地位.級の低いものに却って厚い場合も

可成り多いが，しかし表層土と下層士との境界が比較的判然とし，腐植と鉱物質土壌粒子との混和

が不良で，表層土と下層土との性質の差が大きいことは，すべての低地位級土壌iこ共通した性質で

あると報告している．

7．6．3．飼査結果

筆者等の調査結果は次の通りである．A層の厚さと樹高の関係を土壌型別に表わしたものが

Fig.108であり，斜面区別に表わしたものがFig.99～Fig.107である．

。全材扮､におけるA層と櫛高の関係・

Fig.108によればA層の厚さと樹高との関係は全般的に見た場合，A層が厚くなる程樹高が高く

なる傾向が見られるとしても，その分布の巾が非常に広く,その関係もﾛ溌床なものとなっている．

このことは前掲の等樹高曲線図（Fig.86p､91）とA層分布図.(Fig.24p､42）とを見た場合も同

様である．

。土壌型別A層とスギ桧塙

土壌型による分類でもBE型土壌がややBD型土壌より厚くなっている．これは凹型斜面にB腿型

土壌の分布が多く，凹一直一凸型除斗面にB、型土壊が分布していることでも一応考えられることで

ある．唯BD型土壌ではA層の厚さと樹高の関係は全く認められないが，BE型土壌ではA層の厚

さ40～60cmを頂点とする曲線が引けるようで，A層が非常にうすい場合や，逆;こ非常に厚い場合

は樹高が低くなる傾向が見られる．しかしこれもはっきりした関係としてば認められない．

。斜面区別A層の厚さと枝塙

斜面変換線によって分割された斜面区によりA層の厚さと樹高との関係を示したものがFig.99

～Fig.106で，その曲線をえがいたものがFig.107である．

谷型斜面……谷型斜面1，2，3区では斜面区の上端が樹高低く，それより下方になるにつれてA
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層も厚く，樹高も高くなる．或る一定の厚さ（A層の厚さ50～60cm）以上では樹高も一定の高さ

を示し，試料数が少いために明らかには分らないが，A層の厚さ70cm以上では逆に樹高が低下す

る傾向も感じられる．これらの曲線は谷型斜面1区，2区，3区の順で段階がはっきり分れ，それ

ぞれ樹高の減少が見られ，平行的な曲線を示してb､る．

尾根型斜面……尾根型斜面では谷型斜面に比較して，その曲線は左に凸の横向きの曲線形を示

し，1，3区では樹高20mの点でA層の厚さが最もうすくなり，A層の厚さが増加すると共に樹高

は一方では減少し，一方では増大する．2，4区では1，2区と同じtypeの曲線となるがA層の最

もうすいところの樹高は1，2区より低く17m前後となっている．

これらの曲線によってA層の厚さと樹高との関係は密接なことが分り，その関係は谷型斜面でも

A層の厚い程樹高が高くなるわけではなく，上記の曲線より考えればA層の厚さは50～70cmあれ

ば充分であるとは云え，50cmまではA層の厚さが厚い程樹高も高くなる関係がある．このことか

ら林木の根の生育に必要な呼吸作用，養水分吸収作用は50～70cm以内の厚さで行われるものと考

えられる．又A層の厚さが1m近くなれば定積土化し，本来のA層の要素を含む厚さは全部ではな

くウ下部の方は壁状構造を呈し，･理学的性質は悪化している場合が多く，根の伸長を阻害する場合

さえ考えられる．

尾根型斜面区ではA層の厚さと樹高との関係はA層の厚さが厚くなる程，樹高が高くなるところ

と逆に低くなるところの二面がある.ことで，地形とA層の項で述べた様に雨洗侵蝕下では傾斜変換

線の上辺では表層土の安定が見られるため，この位置の林木成長は不良にも拘らず，A層の厚さは

その下部より厚くなっている．この現象は一般に普通の林野で見られるもので，soilcreepの卓越

した癖悪地や低山丘陵地帯では見られない．芝拳0)の報告もこの見方と一致した表現と思われる．

7．6．4．単位斜面区内におけるA層の厚さの変異分布と樹高との関係

前項の結果と地形とA層の厚さの分布の項で述べた結果からして，各単位斜面区内のA層の厚さ

の分布は様をな様相を呈している．或いは斜面上部に厚く，或いは斜面下部;こ厚〈，或い;ま中復部

に厚く，必ずしも一般に想像されるような，上部に薄く，下部程厚いといづた変化は示していな

い．然るに一方では，樹高は大体において，斜面上部に低くj斜面下部程高いと云った変化を示し

ている．従って，A層と樹高の関係が果して正相関を描くかどうか些か疑問の点が出て来る．本調

査地に於ける実例にもとづいて，次の様な場合の相関図を想定して染よう．尚この場合樹高は必ず

上部に低く，下部に高いものと仮定した．

①A層が斜面上部に浅く，下部に深い場合Fig.109に示す通りの様相を呈して，相関図は正の

相関を示す（例：各谷型斜面区)．

②A層が上部と下部に深く，中腹部に浅い場合．

Fig.110に示すように，相関図の曲線は左に凸の曲線を描く，中腹部;こ表層侵蝕の強く働いた斜

面区に見受けられた（例：尾根型斜面区）

③A層が上部と下部に浅く，中腹部に厚い場合．
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Fig.111;こ示すようiこ相巽図は右;こ凸の曲線を描く，上下に著しい従順化作用をうけた斜面にゑ

う&十られる（例：尾根型斜面区）

以上の3例のようiこ，斜面;こよってばA層の厚さと樹轟の関係の宿関図は或いは正相関，時に逆

拒関．或い,皇変則的な曲線椙関を示す二皇が考えつれ．A層と林木の生育の関係が慨念的に規正出

壬るかどうか．豊か義問の点があるよう‘こ考えられる．

今満～逆壮年期的な山岳言斜面;こおい-て、その斜面が多礁廻的な漠合斜面であるとき．而も各斜面

、変換部の:従順化作用が既iこ弱ま‘)．安定化している場廟合、林地のA衝の深きと林木成長との関係

を模式化してゑるとFig6112のような例も憩定される．

7．7．全土層と嵩高

前男項でA雷の厚さと樹高の関係について述べたが．全土層（A－rB層）の厚さと樹高の関係につ

いても霊査した．

この場合土護雷断面ば約110cmまで設定して観察を行い，全土層がそれ以上;こ及ぶところも可

戎j)あったが．110cm以上の厚さのところ6二ついては池形上よ')その厚さを推定しだもので実測

直でi芸ない．

全土層;まc雷以外の土雲層で直接基岩，母材が出ると二うでば，その厚さがばつき』)するが，厚

い圭積士蒲のもこで；ま，どこまでをB層とするか，どニから以下をC雷とするかiま主観的な見方も

考え.られる．筆者等の場合も尾根型斜面;こおいて一部厚い儀質な土留（火山灰質）‐?風化の進んだ

一一一一一一一一一一一
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小喋巻含んだ層はC層と見なして全土層より除外した（立地小分区19，20，21，22の一部)．

一般に土壌層は尾根や凸地形では薄く，谷斜面でば厚く出る場合が多く，全土層の厚さと樹高の

関係についても厚いところば薄いところより成長が良好であると考えられる．但し，これ‘実同じ条

件の場合のことで，多くの因子の綜合的な現われとしてスギの樹高（地位）を見るとき含土冒の厚

さだけで結びつくとは考えられない．

7．7．1．単位斜面区分的にみた全土層と樹高

単位斜面区毎の全土層の深さの平均値と樹高の平均値を対比し，樹高と全土層との比（H/A十B

×10）を求めてみると，TablelOの如くなる．

TaMelQ斜面区別樹海と全土層の厚さとの関係

RelationbetweenheightandthicknessofA十Bhorizonbydi丘erenIslop催

、－－畳面,

種別～避函
谷型斜面

1

樹高（H）m，23．0

全土層の厚さ(A十B)cmIl55
H/A＋Bx101．5

－

2 31

22.1

114

1．9

19．0

118

1．6

20.5

109

1．9

毛辰型謀面

234

17.5

103

1．8

一一■－

19．0

102

1．7

15.3

86

1．8

全

=－一

20.4

121

1．7

表について眺めるとA層の場'合よりも，全土層の方が相関が高いように感じられる．こればさき

にも述べた通り．全土層の厚さが侵蝕作用，輪廻等地形的諸§現象の反映を強く表わしている関係

上，単位斜面区の性格をよく表現しているためと考えられるのであるが，一方美張n矛盾点ば多く

単位斜面区的な区分を越えて，全土層と樹高の関係を論ずるのは無理で健ないかと想象される．

派7．2.全土層と樹商の報告例

A層の厚さとスギ樹高の関係は多くの報告例が見られる;十れども，全土層の厚さとスギ謹高の関

係については殆んどその調査例を見ない．この事は全土唇とスギ樹高の巽係が少ぃ二二よりも寧

ろ，全土層の厚さを測定する二とが大へん労力を要する二皇.と，少数例でば云々出来ない二こでは

ないかと思われる（報告例があって筆者が麺らないかも這れないが)．柴田“D調整iこよる4営林

局管内のスギの優良池，不良地の土護の厚さiこおいて‘ま，A再呈ついて優良池{ま不良宅よ,)厚い傾

向が認められるが，B層について;会何の関係も認められなも.，従って全土層（A÷B層）でも同禄

に関係は認められていない．

7．7．3．調査結果

7．7．3．1．土壌型別全土層と樹商

土譲型別に全土層の厚さとスギ樹高との関係を現わしたも、がFig．113である．含設的i二見れ

鐘全土層が厚くなる程，樹高が高くなる傾向ば見られるが，その変異の巾が広く密接な関･係は認め

られない．B醜型土護は一般にB,,型土婁に比べて厚くなっているが，このこと｡まA層の場,合と同

様である．

華
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7．7．3．2．斜面区別全土層と樹薗

Fig.114.は斜面区別に識別して金林分;こおける全土層の厚さと樹高との巽係を表わしたものであ

る．叉Fig.115はこれらの曲線群を描いたものである．二れらの図を見れば，その傾向としてi圭

谷型斜面区では厚くなる程樹高が高く，尾根型斜面区では1，4区がA層の場合とよく似た曲線を

呈し，3区はこれらと反対に右に凸の曲線を呈し，2区では全土層の厚さ100cmで樹高約19mを

peakとして，それより厚くなっても，薄くなっても嵩高の低下が見られる上方i二凸の曲禄が考えう

れる，しかし，いづれにしても整一な傾向は認められず，このこと;圭一殻林地に於いて;ま倉土留の

厚さが地位の絶対的条件ではなく，単位斜面区内の相対的条件を規正するものであj〕、繕対的なも

のとしてはそれよりも質的な彩軟度，孔隙量等の問題が重要視されるものと考えられる．

Fig.116は各斜面区毎の平均値で樹高と全土層の厚さとを対比したものである．斜面区の平均値

より見れば，樹高との関係は谷型斜面3区を除いては厚い程よい結果が見られるが，前述の曲線と

合せて考えるとき．この平均値は或る程度肯定出来るが，狙位判定の規正因子として全土画の厚さ

の直接利用は好ましくない様に思われる．

7．7．4．単位斜面区内の全土層の分布変異と樹商

概念的に全土層の厚さは斜面上部に薄く，下部に厚L･と想像されるのであるが，多輪廻的な斜面

では各単位斜面の下部は従順化作用をうけて斜面変換部附近iこ於いて糞土層の低下が往・を見られ，

上部で薄く，下部に移るほど次第に厚くiまなるが，下辺で再び厚さを減ずると云った現象が一般的

のようである．

一方樹高の方は必ずしもそれに;主伴わず,若・千の休止は見受けるが矢張、下部程主いと云った戎

長を示すことが多く，この場･合の樹高と全土層の楕漢図ば左iこ凸の曲禄を義くこ皇が手理される．

これは本調査地の尾根型斜面区で比較的強く感じられた現象であるが．二つ他の准積分布j伏況も

想像され･ることでもあり，全土層の厚さと樹高の関係がニオしらの変動を祭視して普遍性をもてるか

どうか疑問視される点であろう．

7．8．土壊型と樹高

一般に土譲型は土襲層断面について多項目に亘って観察し,邦)それらの綜合的な結果として決定さ

れるもので多少共主観的な要素があるようiこ感じられる．

褐色森’林土において;まB､,，BII，Bc，BD、BE，BFの6基窪↓があq1．麦実に拝野で＝雲型の分

布を図化すれば，一土護型の範囲ば可戎りの広が、をもって麦われてくる．二のため±婁垂i二dry、

wetをつけてその紐k分化が行われている（例BD-(《,),Bu-iw,eIC>、実漂iこ這示饗定の窯,同と＝獲型

でも同一適木iこすることが困難な場彪合ばよくあることで，又同一這木､二しでも梧当な戎長差が三じ

てくる．このため現実にば同一±護型区内iこありで色々の冬件を考唾iこ入れてr'1,分､:ﾅ畠を1ﾃつ-て

いる．土壌型と樹高iこついても以上のことから、平均値的な二二､圭云えても，同一三二護型の広が、

と，他の土壌型の広がりで樹高にもそれぞれの土護型に拳;ナる捧衣嵩高の重なりが窺われてくる．



竹下・中島・長浜・樋口：敷地形及び土壇とスギ（品稲）の

生長に縄する球林 立地学的研究（第1縄ノ1”

7．8．1．土壊型とスギ樹商の報告例

土譲型とスギの成長との関係について;よ近年報告か多く，大j改釦>はスギの優良林分ば殆んどB脇

型士雲とBF型土護に限られていると云っても過言でばないとされ，茨木等』3)ば秋田地方のスギ林

において，B暇，Br型土婁でスギの生長ばすニふる良好で，B,)型土護でも良好な生長を示している

が，B度，BF型土婁に比譲すれば多少劣る皇云われ，河田24)(芸岩瀬のスギ353年生林iこおいて，BI1型

土護でiま樹高7～8mの不良林を形成し，BD_(E》型土護でi主徴高21～22m，更にB脇型土護では樹

高23～24，6二達し良汗な戎長を示しているとし，真下")”；煮蚕城において．B厩型土壌土位指数

20.3～25.8、Bp型±霊13.6～18.9,B,,(d）型土製（B､､～B､(d）含〉8.6～15.2で一殺的傾向とし

てBE→B､→BI,(d）の順;こスギの成長が劣る二とを談告している．
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Fig.117．土襲型の勤高別分市
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7．8．2．全林分における土壊型と圏商

本調査地の土饗型はB､～BE型±裏;こよって占められ（Fig.2＆p､45)．土壌型よりすればスギ

か良等な林遜と云える．圭林分におIナる土護型別御奇の溝成分-布はFig.117に表わし，これによ

れ‘美童高潜の1ﾉ2近くが重なってお’)，換言すればBD型土義で23mO樹高のものもあるが，BB

型土婁で19mの演高のもりも出てくる．又Bn型土製の樹高碇園ば14．5～23.0m，B騰型土襲で

;主19.0～25.5mの範髄で現ばれている．此のためBD型土裏よりもB隠型土衷の方が良好な成長を

示す場合が多いここ;ま充分､認められるも従って土婁型だ{す6こよる池位の判定ば平j謝直的なことば云

えても菱実の義合スケールが大き-すぎる塚いがある．（Fig.117）

－
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7．8．3．単位斜面区別土壊型と樹海

斜面区毎に土壊型と樹高の分布を表わしたものがTablellである．この表ではBE型土雲は殆

んど谷型斜面区中に入り,－1区の殆んどと，2，3区の約半数となって，尾根型斜面の1区;こわづ

か2例が見られる．BD型土襲は尾根型斜面区の殆んどと谷型斜面区の半数を占めている．
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亜b膳11．斜面区別，士遼遍則の画室の範囲と較差
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Tablellは，本調査地における単位斜面区別の各士君型にお;十るスギの茜高変裁を示したもの

である．表で明らかなように全林分を一つの単位として検討した場合，善土襲型毎の謹高の重な'7

はBE型とBD(w)型で6割，BD(w)型とBD型で3割を示し，各土製型とも司一土霊型内での樹

高変異は7.5mに達し，大縮尺での土護図で?休木生長を蕊ずる義合に兎も角として，研究的な面で

の立地指標として土護型のみ用いるの;こ緯些か不安を感じる．

各土壌型内の樹高変異を単位斜面区毎に検討し-てみるこ，着んどの場合が，奏接する各土護型病

における分診散重複の度合を減じ，従って立旭指標因子としての土製型の有効度が可成りiまつきりし

て来るように感じられる．二のことが地形の傾斜変換線;こよる土雲的な二毛区分といったもむが，

立地構造を把握する上に可成り重要な可視的要因であることを示して↓･る6

しかし乍ら，地形給廻的な斜面区分;芸本来，その早の林ﾌにお’茨長変異を少､:するためのものを目

的としたものでなく，単位斜面区内の生育の分布を系徒化するニニと言的こし~て考えたものであ

り，本謂査のように単位斜面区分により．立地変移の僅少化を計れだの6孟事ら識毒物であツ．二韮

I
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内の生育変異を最'1､iこするような単位立地区分を求める手段とし-てiま，地形的な考え方だけでは不

満足である．

士雲型は地形との関連の項でも述べたようiこ，立地判定も上の普遍的な一手段であることは間違い

ないが，土壊型そのものの判定が多分iこ主観的なものiこ陥り易い危険性を有しており，それだけ

;こ，各土護型間の境界も明白でなく，立地規正悶子としての環沫さも出て来ているように感じら

れる．

7．8．4．土璽型図と等樹商曲線の対比

既に述べた土護型図（Fig.28,p､45）と等樹高曲線図（Fig.86,p､91）とを対比して詮ると，微

細な嵩高曲線との結びつきば感じられないが，一つの土製型内にお;ナる或程度の樹高の変城と，相

舜る土雲型との間の誤差的な樹高の重硬を許容すれば可戎りの関係が認められ，B､→B､(w)→BR

と土襲型が次第に湿性に移ｲﾆ了する;こつれ，商商が次第;こ高くなっている二とがよく認められる．傾

斜変換緑を境にした変移分布の状況にも関連性があ,)，卓位斜面区的iこ眺めた場･合，樹高に対して

土壌型の因子的規正がより明瞭iこ窓じられる．

7．9．透水性と樹海

一般に透水性の大きい土護は，その理学的性質が良いとされ，従ってスギの場合にも透水性が大

きい程成長がよいと報告されている."83)興)土餐の理学性の良否;ま林木成長に重要な関係があり，臭

業では理学性の変換が誹蚕，客土，施肥等iこよって出来るが．林野±妻についてば到底考えられな

い．土護の理学性は水,空気と土粒が重要因子であることi宝勿論であり，これらの綜合的な現われ

として透水性が重要な毛位規正因子である嚢ば充分考えられそうである．

7．9．1．土璽型別、斜面区別に見た透水性と樹高

筆者等の結果iま次の通りで．垂水性とスギ樹高の関係を土表型別に表わしたものがFig.138で

あり,同凍便斜面区別iこ表わしたものがFig．139である．これらの図を見れば2，3の例外的な

ものを除けば概路的に透水性o大きいものが撹高が高くなる正の梧関が感じられないこともない

が，他の測定因子に比べて試料が非常に少く，少数例であるだめ何とも云えない．

7．9．2．透水係数と樹海

透水性と土璽層の摩さから算出する透水係数は真下弱)縄)iこよって地位判定に極めて有効と云われ

ており，筆者等も一般に用いられている土護採取円筒の透水量に換;算して，透水係数を出し，‐スギ

の樹高との関係を斜面区別に表わしたものがFig.120である．少数例であることiよ前述したが，

二の図で3つのグループ位iこ分けられる曲線が考えられそうで、こうなれば透水性（透水堂）より

透水係数の方がより林木成長と関係が深い二とが分る.、この図の上‘、曲線では透水係数10ざ叩以上

ではスギの成長が良好であるが．これiま真下等の報告と一致する．しかし乍ら，少数例であるため

全体的の傾向が漠然と分るのみで具体的に斜面形による椙違等§こつし､ては試;料を増加し，一股法に

準じて測定するここiこしているため後日報告しだL,．
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7．10.際量と嵩高

磯量は一般に或る程度多い方が;林の成長によいと云われているが．この場合色々の条件によっ

て変ってくるのが普通である．例えば粘質土護で堅くしまつで､､るところでば石喋の存在は無意味

である．この様なことは池形的には受蝕地,台鵡等で見られる．逆iこ新しい銅析宅でば石震の分､布

は同時に孔瞭の増加も考えられ，透水もよくなるためにスギの戎長i主よくなる．一設に角諜がよい

と云われるのは角藻は主として開析斜面に多く出るためで．反対iこ丸藻{食水嘗謹涜に別として尾根

型斜面,台地等の風化の進んだものの場合か多い．

7．10，1．土壊層断面による石嘩率

．.ご逗で用いる諜堂とは±譲層断面における石琴露出の占有面積を百分率で表わしたもので，なお

深さは5cm,50cmの二層について行った．

占有面積（形）と云ってもあくまで肉眼的観察に皇る概路的菟ものである．

円筒による土壕採取の餐合，石1鵠季を目的として採取-$-るここより、寧ろ土雲を三上Lで蒙扱員

ﾉこめ，その点にお(十る石藻率として表わす二と;ま問題がある．痔6こ,,j､渓の暴合‘二二もか（こし-て．

イ

ｌ
‐
Ｉ
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－

大藻の場合律尚更で，言断面での石喋占有（％）と．合せて考えてゆくことが必要ではなかろうか．

又層断面（ろ）だ:十で猿円筒の場合､こ比較して，′j､際を見逃し易く石喋率が少く出る傾向があるこ

と;ま充分考えうれる．

7．10．2．喋量とスギの成長

筆者等の調査結果は次の通りで，磯量と樹高との関係を土坂型別に示したものがFig.121，

Fig.122であ')，斜面区別iこ表わしたものがFig．123，Fig.124である．これらを見てその間に

関係ば認められなく，唯Fig.121，122で雑然と分布していたものがFigl23，124で或る程度集

団的なまとまりで表われている位いである．竹原‘3)は吉野iこ於ける報告で喋の量は概して優良地に

少く，不良地iこ多いとされている.
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筆者等の結果を斜面区別にその平均値で表わしたものがFig.125である．この図によると表層．

(5cm)は常iこ下層（50cm）より少く，その差は各弓斜面区を通じて似通っている．又開析斜面が尾．

浸型斜面に比べて石深率が多い．諜量と樹高との関係は平均的iこ;ま尾根型斜面で喋量が多い屋樹商

も高く，谷型斜面で津3区の石癖が最も多く，1区，2区の順に低くなっている．これは1区は

比較的孔溌iこ富む伏態での石藻を多く含むが．2区では旧い堆積地等も一部iこはあって，平均値で
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は理が少くなり，3区は1区と同質の操の他に一部;こ母材的な藻が下層（50cm）等に見られ増加

しているものと思われる．磯量と樹高の関係が見られないのば以､上の磯に他の因子と共に操の含有

率そのものよりも蝶のある状態が大きくひびくためでばなかろうか．

75･;11．土壊敵度(PH）と樹高‘

一般に珪酸塩岩石:ま中性乃至アルカツ性反応を呈するが､風化作用，±裏化作用等匡よって塩基良

を…し，溶脱作用によって塩基欠亡となり．夜中oHイオン‘二よって置換され酸性反応を呈する

ようになる.冒土壇の酸性化ば普通有識の寓植化の場,合iこ室ずる有磯酸によって行われる．従って

乾7住士壊等で微生物の活動が少なく，有畿物の分解が悪いと二ゐで(皇土懇酸度か高い．又受蝕作嗣

を鴬に受ける尾根や凸地形においてば塩基の流亡が盛んなためiこ薮性化作用が進む．

7．11．16PHとスギ成長の報告例

〆植物は一般に中性乃至はそれiこ近い反応でよく生育するが，木本福物&芸草本碩物に比稜してアル

カ･ﾜ性に対する抵抗性が弱く，林木ばどちらかと云え;芸弱酸性反応でよく皇青すると云われて

いる.ぶ・

守屋,Z永井⑩)によればスギは酸性土襲に対する抵抗性が弱い種種とされている.又大政‘$)iこよれ

ど,一仮に土壊酸度の苗木に対する関係が，仕令のスギに対しても等しいものこすれぱ，スギばPH

45～7.0の間で相当生育し，PH5.5へ6.5で最もよく生長し得るものと考えわれるとされ．竹原"』;ま

吉野に於いて優良地はPH面5.0～6.0,不良地iこ於いてばPH価4.5～5.oこされ，真宇F等鋤)はスギ

良“の士襲の表土はPH5.8～6.2と報告し，河田g‘)ば褐色森林士君群の牢でBB→B､→BE型土

壊の順にPH価が増大-するとされ,川島等輯)97)は小石原国有林（福岡県)，雪見岳国有林(佐賀県）

に於いて調査した結果，優良造林迦建劣鑑休地iこ比較して圭表酸亜の弱い二皇を煮癒している．

宏虜，
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7．11．2．土壌型PHとスギ樹海

筆者等の測淀誌果は次の通りでPH価とスギの樹高との関係を表層（5cm),下層（50cm）につ

いて，土壌型別に表わしたものがFig.126，Fig.127である．．
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これより見れば同一林分iこおいて如何にPH価のばらつきが多いかが分る．同一PHについても

5～10mの樹高差があり，同一樹高についてもPH価2近くにわたって分布している‐

唯全体的iこ見れば，PH価の低いとニらより高い方が幾分樹高が増大する正相関の傾向はあるけ

れども，その分散の巾が大きいため，このままではスギの地位を判定する規正因子としては無現と

思われる．

土譲型別;こ見ても，以上と同じ嫌に平均値的;こ見るとB鰐型土護がBD型土襲よりPH価がやや

高い傾向があるが，必ずしもB鷲型土表がBD型士護よ')高b,とi堂云えない嘉合も数多くある・

7．11．3．単位斜面区別PHとスギ樹高

前項の図を単位斜面区iこ去って識別したものがFig.128、Fig.129である‐
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これらの図を眺めると斜面区毎iこ一応集団的な分布は見られるが．討述のA弓の厚さ，､後述の置

換酸度に比較すれば樹高との関係は余り認められないようである．しかし画向として感じられるの

は,_谷型斜面区では同一斜面区内においても崖面及び多少立地条件の異るところを除いて考えれ

ば6.稜の直線に近く現われ，これはPH価と樹高が殆んど無関係こ近い二とを示している．これ;ま

PH価よりも関係の深い別の因子があって，そのためPH価と樹高の震係が見られないので;圭なか

ろうか－．

睦型斜面区では谷型斜面区よ､りややPH価と歯商の関係がある葎iこ思われる．

尾根型斜面の4区を除く1，2，3区ではPH価の上昇と共;こ壷高の看加の傾向が見られる．4区

は斜面区内の上り･下が残澱地形と考えられ，中央部がやや安定した診をして1，るため，連綻曲綴

の場録主傾いた凸型曲線が考えられ，＝樹高は斜面区の中央部よ‘)やや下で鼓も高い．尾根型1区。

3区・2区の1部では，雲の流亡，有観酸の生成等による酸性化の傾向が鬼られ，樹商とPH価

の高低は或る程度一致する関係が見られる．

斜面区毎にそのPH価と樹高の平均値表わすとTable7(p74）の通りで,全般的に谷型斜面が尾

錘斜面よりもPH値が高い．叉表層士（5cm）の一部を除いて，平堂埴でiま額高の変移とPH価

の変移は一致している._但し谷型斜面3区及び尾根型斜面2区でば表層と下葡のPHの差が大で，

いづれも表層土が下層王より高くなっている．二の理由とし.てば次の2点について考えられる．

その1はこの両区は割P合に安定した斜面か集積斜面で，完熟せる寓植表土i昌捌われて､､ること．

その2は;､両地区に豆って地下水の出ると.ころ（地形の項参照）があ‘〕、埴~ド水の影響により表

層のPH価が大きく現われるものと思われる．

筆者等')ば先にポタ山の土製について，そのPH価を測定したがPH3.7以下では急激iこ生長が

悪くな:っており，PH40以~Fでは重要な制限因子となっても，それ』入_'二で惇他の虚子の働きで識

高どの結びつきが現われなかったが;一同謙なことがスギに-おいても云えるのでばなかふうか．

スギの成長とPHの関係は以上であるが総猛的に亜くれば，スギ人二毒f巡り超虹判定の直蚕の

決め手にはならない．唯補足的な意味で充分利用されるべきものではないか邑昼われo、

7.12..遍換敵度と樹寓．～・

土襲酸性を測定する一方法として，置換酸度は広』<用いられている．一波に碩物（草本）i二比べ

て蒜は土壊酸性に対して比較的強いものであると云われているが．スギばその中で抵抗性の弱い

方膳属するとされている．先にPH価と樹高iこついて述べたが湿換酸度とスギ樹高iこついて述べて

ゆく．

弓スギの唾と置換酸度との関係は一応逆指関が考えられ，憂良林池健量換薮変か侭‘:，不良？休理

では＝酸画き壷睦ことば多く.の報告がある．土護生成作弔・風化作詞の遍忌i二おいて墓垂の菰:亡一

が行われ，塩基不飽和の状態に変移してゆけば，当然土護受蝕の広ムチし§､呈根や凸地冠で土義の薮

倒上が進むことは前に述べた通りである．この様なことから遍換酸変緯墓基の流亡と密蓑な関係が
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ある筈でその徴換酸度o広がi)i主池診;二よって変化し，浸蝕的i邑見ﾅﾆ地形と結びつくものと思われ

る．尾根，凸形迦形のところで侵義作用が多くi了ｵ､れることは土婁酸性化と共に他の土譲条件の悪

化も一般に認められる二とであj)，土壌酸度カム-尊劃商との潟係を肯定するわけに徳ゆかない．し

かし乍ら，土壌酸性ば養分‘D多寡及び吸収の良否i二も関係し，土雲因子中地位判定の一要因として

重要なものである二皇底過言でないと思われる．

7．12．1.盃換酸度とスギ成長の報告例

萱換蕊度とスギの成長、雪係については多･$の報告かなされている．汁原酪){実漫良地；よ蓋換酸度

(y,）0.5～5.0Aこして，不良型‘こ黄い-ご;圭17～30竃示すとさｵし、大政‘9);妾スギの生長との関係で置

換薮度（y,）10以上で;実池位下汲のものが著し:多､こされ，剛島珂'濁》も優良地で10以下(3y,)，

下良地で60の値を報告している．

7．12．2．土璽型別置換酸度とスギの成長

筆者等O結果iま次の遠‘)で､･置換酸度匡樹高との巽係を圭襲型別に表層（5cm)，下唇（50cm）

;二ついて表わしたものがFig．139.Fig.149であ,》，但し二、場合壷酸度は3y，（大エ原法）

で表わして､､､る．

これろの図;二よって茜高と董換酸度の間:二逆の相関が見られ，前述のPHと比較すればこの方力；

関係が深い．±護型別にも善iこ表盲士（5cmノでばBド型土寝ばB,,型土護に比較して置換酸度が

低い傾向が見られる．河田急‘)も仁謝の土餐でB,,．BB→B(,))ﾄ:型土壌の順にPHの上昇，置換酸度の

減少を認めてき､る．

7．12．3．単位斜面区における垂換酸度とスギの樹簡

7．12．3．1．調査結果

』劇換薮度と嵩高とO巽漂竃斜面区毎に表需．下雷iこついて表わしたものがFig.130～Fig.137,

Fig．140～Fig.147であ'〕’二れらLﾜ養定壷録を表わしだも、がFig.138，Fig．1縄である．

二れこ去れ{芸いづれも謹直が悪く護る径，萱換璽度が増大する電向があり，又二れらを斜面区毎

6こ平均直で表わしだも.ﾌがTable7，Fig.150であ‘)，Fig．1506主y，で表わしだ．二れiこよれ

;芸谷型斜重り3区と表雷土を除いていづれも董摸薮変の上昇漣樹高の1氏下と関係している．

先のFig.139，Fig.149で同一.沫分内6こおいて董換酸度と樹高との謁係を認められるにしても

一擬iこ数値的:こ述べる二と鐘むづかしいが，表闇（5cm）で3y120以下は極めて良好な.戎長をし

ており，3琴圭で25m内外を示し-ている．又表冒t5cm)，下魯（50cmノ共3y150～60以上で

高樹高のところが急救､二減少して!.､る．しかし表雷で､主3yl30～60で嵩高が25～15mの範囲があ

って，置換雲吏.つみ‘二よってスギ林池‘煙判定;こ#芸両腫瑞の場･合‘露ﾘとしても，特にスギの品種を考

えて、喧栽計画の]貴糸斗としてば不〆安が多い．二つ点単位斜面区6二分割する二と;二よって，その範囲

が渓められそしﾜ関，係が催つきり分れ‘芸それだ;+資料としての価値も増大してくるわけである．

Fig.138，Fig.148各斜重宝の曲課6表一定でなく，斜迩区,こよつで置換酸度の増大と共に急激に

嵩商の信ず下するところと陰下しないところがある．

一一一一一一一一一一一
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この様なものの集合体として現われてくる;休分についてその関係に分散の巾が出ること;ま当然な

ことであろう．各斜面区の曲線についても少し詳細に述べて見よう．

谷型斜面1区（Fig.131，Fig.141）

この区では土壊の堆穣状態より見て,3つのグループに分けられる.即ち本区のｲ躍的崩積(運積）

区と新しい堆積区，及び崖面（地形の項参照）でありその・各令で置換酸度の動きも変っている．

崩積区は本舗･でも最も地位の良好なところであり，置換酸度も低く3y150以下で，こり症囲

内では置換酸度の増大に対して樹高の変移ばわづかに低くなる程度でそう問題にならない．．

新しい“地では置換酸度3y140附近で樹高は24～20mとなって樹高の変化;こ伴う壷換酸度

の変化は見られない．

崖面では表層，下層共置換酸度の増大と共に樹高の低下がられ，特に表層でこの傾向が強い．

谷型斜面1区を綜合して斜面上部は置換酸度高く，下部瞳低くなり，夷基の流亡による不飽和，

飽和の現われと考えられるが,樹海の変化が割合少いためiこ董換酸度と揖高の関係ば緯つきi)魂わ

れていない．

谷型斜面2区（Fig.132，Figbl42）

この区の一部に古い堆積の分布があり，標準区と二つに分汁て述べる．

旧堆積区域では表層で一般に置換鞍度高く（3y150～100)嵩高との関係ば置換駿度の上昇と共iこ

樹高の低下が見られる._下層土では表層土と比較して壷換薮度1量く（20～60)，禽高との勇係も表

層に比べて急激な減少が見られる．

標準区は表層士で旧堆積に対して，置換酸度低く（0～60)，樹高との関係も1区皇異り，置換酸

度の下降と共に幾分樹高を増し，3y130附近で樹高のpeakとな‘)，更に置換駁度の下降iこ拘ら

ず樹海低下し，再び置換酸度が上昇しても尚樹高の低下が見られ，3区;こ続いてゆく．下唇土で$ま

旧堆積と結んで同じ値を示し（3y130～70)，明らか;こ置換酸度の増大皇萄高の1重下が一致してお

り,地形的な流亡，集積と結びついている．

谷型斜面3区（Figl33,Fig.143）

この区では表層土で3y110～80の開きがあり，区の上端星震で置換酸度が最も六とな')，下部

になる程'1,となっている．二れを樹高との関係で見ると最下都（3y110）より少し上の3yl20～30

附近で樹海は最高と粒り，それより上る程（置換酸度が大となる）嵩高の低下が見られ，妻面iこ連

絡し，置換酸度が少くなっても樹高が低下している．下冒土i圭3y120～30の範囲;こあって最下部

は置換酸度高くぅ上るにつれて徐々i二下降し，中央部-?最低値（3y140）を示して，それよ')上で

置換酸度の上昇する傾向があり，再び下降し図の嫌iこSカーブを示している．従って嵩高との莞係

は曲線に見られる蟻に逆の関係;こ近くなっている．

以､上谷型斜面の各区について見たが，谷型斜面室体主‘'見ｵと､芸表涜±二下雷±・良その窒蕊0二ずれ

があり（一都では逆現象)，下唇士の蓋換竣度;裏地影と大体一致し急動きを示して．､､るが．表署＝

い今
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では現在の表層土の活動（堆積，移動）と一致して基盤的な地形とは直接関係がない（地形と酸度・

の項参照)．

尾根型斜面では一応のつなが')上，1区，2区と3区，4区とに分けて検討する．

尾根型斜面1区（､Fig．134，Fig.144）

この区で(よ表層，下層共3》．，20～80を示し，区の下部で置換酸度低く，上部で高く，樹高は上

る程低･くなっている．

尾根型斜面2区（Fig．135，Figl45）

二の区では表層，下唇共似た曲線を示す．即ち1区上部で童換酸度が上昇したところより連絡

し，2区下部より中央部にか;ﾅ置換酸度;ま'j､値を示し，上部にかけて再び澄換酸度の上昇が見られ

る．樹高は上る程低くなっているため,置換酸度の上昇でも，勿論下降でも樹高の低下が現われる．

尾根型斜面3区（Fig.136，Fig．146）

尾根型3区の表層土で;ま置換駿度ば下部より上部;こかi十て上昇し，3y120～130の分布を見，樹

高との関係もこれiこ準じ，下部でに高く上る程低くなっている．下闇土でも治んど同一の曲線とな

って樹高との関係も表層に準ずるが盆換酸度の上昇ばやや低く，3yK10～鋤の範囲となってし､る．

尾根型斜面4区（Fig.137，Fig.147）

この区ば地形の項で述べた様;こ下部は緩傾斜の台地で上部は傾斜急となっており，その中央部に

おいて樹高が最も高くなっている．識換酸鴎士3区で上昇したものが変換部で変曲し，上る程置換

酸塞ま低下し，中央部で樹高最高，3y,最'1,となり，更;こ上部;こゆけば鐙換酸度上昇し，樹高は低

下する．従って嵩高との関係ば曲線でばあるが童換飯度の上昇と共;こ樹高の低下がある傾向に変り

ない．

尾根型斜面を通じて表層，下層共地形，嶺高と一致した置換薮度を示し，一般にその値も高く，

塩基の流亡による不飽和を現わしている．

7．12．3．2．単位斜面区分的にみた量換酸度と樹蚕

これまで度′を述べて来た様iこ，池形の墳斜変換線iこよって区分された，個々の単位斜面区は，そ

の生成時代を異;こするため，その中に現言われる立地因子が夫々異質;こなり得ることば当然想像さ

れ，たとえ，或る斜面区内の地点と他の斜面区内の地点の置換酸度が同じであっても，‘他の立地要

因が異るため，その点6こ於ける樹高が各々異る値を示すこともうなづけることである．今仮りに樹

高Hと置換酸度Yとの間に逆相関があるものと仮定した調合

H＝a1,-b‘,Y1,､（a＞0，b＞0，m＜1）

或斜面区の関係式が

H＝a1－b1Ymと表わされても

或る斜面区でiま

H＝a埋一b2Y'nとな･り

a1－az－aI0，b1－bz－等b‘‘
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.①一一I。,

即ち定麺も系教も斜面区によって異ることが想像され,_本調査地のような多輸廻斜面ではそれ

を全休にひっくるめて検討した調合，分散の過大になるのは当然とも考えられる．

7．12．3．エ単位斜面区内の遍換殴度の変動状況と樹高

地形の項で述べた様に．個々の単位斜面内の置換酸度ば必ずしも斜面の上，下，尾根,谷と云っ

た地形変化によってスムースな逓減は示していない．即ち或る斜面区でば，上から下iニスムースに

置換酸度の低下がみられても（谷’等),或る斜面区では，斜面の下部で逆に高くなるような区域も

あり，或いは却って斜面の上部に低くなるなど，様々である．一方樹高の方iま斜面、上下関係に従

ってスムースな変化を示しており，そのため個々の斜面区内の鍾換酸度と樹高の関係は，主部一様

な逆相関関係を示すわけでなく，部分的には正絹関，或いは復雑な曲線相関を示すことが当然考え

られる．

従って個々の斜面区に分けて考えず，全林旭の全体について，置換酸度と樹高を論じた暴合，分

散が可成り大きくなることが想定される．単位斜面区の立地としての生成時代的な相違，個々の斜

面区内の湿換酸度の分布構造の相違によって相関図の分散の大きな点i圭一応了解されるのである

が，それにしても本報告で取扱った他の土製因子に比較して童換酸度の分散催最も,j､さいようであ

り，地形的な区分を越えた立地因子としての普遍性ば置換酸度が最も高いようであった．

7．1Z4．表層と下履の湿換酸度較差と林木成長

柴田01)はスギの細根の多く分布する表層上の置換酸変ば不良池の方が高かったが・下層土は寧ろ

優良地の方が商い例が多かったとされ，川島等超)訂)の結果もこり傾向が見われる．

7．12．4，．1．表届と下層の亜換酸度較差の飼査結果

筆者等の結果は次の通りで表層置換酸度より下層置換酸度を差引いた値と樹高との関係を表わし

『
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たものがFig.151～Fig.158でFigl51は各斜面区を合せて図化したものであり，Fig.152～

Fig毎1発･亘は各卑斜面区毎斗こ表わしたものである．

これらによれば谷型斜面では主として食測に，尾根型除斗面では正側に分布している．換言すれ

ば，谷型斜面では表層土よりも下層土の高い傾向が，尾根型斜面でiま表層土が下唇±より高い傾向

が見られる．．、

これらをもう少し詳細に見てみると，

。谷型斜面1区では広がりの巾が狭く，0を中心iこ分布しているが，樹高22.5m以下;主1区中崖
舎 一 . 画 一 ● ■

面,新堆穣のところで，1区の↑産地ば樹高22.5m以上で0を中心として分布しているが負に高
言、．‐一－‐

く，正に低い傾向が感じられる．崖面j新堆積のところで戒いづれも正側に多く分布している．

(Figbl52）

・谷型斜面2区では旧堆積地が全部正側に分布して，樹高も低く，2区の標準地域では殆んど負側

に分布し，0附近が樹高も高く,負側でもその値が大きくなればやや樹高の低下が見われる．

(Fig.153）．韮

・谷型斜面3区でば崖面は全部正側に分布して樹高も低くなり，3区の標準地城でば負側iこ多く分

布し，樹高も負側に高く，正側に低くなる傾向が見られる．（Fig.154）

。･率型斜面1区ではoを中心として正・負側に巾狭く分布し，樹高との関係は負側に高く，正側

に低い.-(Fig.155）一.,．－

・尾根型斜面2区では0を中心に正・負両側に分布しているが，樹高との関原;こは一定の傾向は認

められない．（Fig.156）

・尾根型斜面3区では正側に多く分布し，樹高との関係は負側が正側よi'やや高い傾向が見られ

･る．（Fig‘157）‐‐

･尾根型斜面4区では正側に多く分布し，樹高との関係は2区と同様に認められない.（Fig.158）

j入上左綜＃合してみると,_谷型斜面では表層土より下腎土の置換酸度の高い署合が多く，この方が

表層土が下層士よ.り高い場合より樹商が高い．又崖面，新堆積地，旧堆積地はいづれも正側で表,層

土の置換酸度が下層士より高くなっていて，樹高は低い．

尾根型斜面では一般に表層土の謹換酸度が下層土より高い場合が多く，1区,3区では下層土の置

換酸度が表層土より高い場合には，低い湯合より樹高の高くなる傾向が見られ，2区，4区では表

層；下層の置換酸度のいづれが高くても，又低くても樹高との関係ば認められない．二の様;こ柴

田，川島等の場合と同様地位の良好なところでば，置換酸度健表層より下雷の方が高い場合が多

く,不良地では表層土の方が高く出る傾向6ま認められる．

7．12．4．2.亜換酸度較差分布と林木成長

地形の項で述べたよう;こ置換酸度が正の個所は塩基流亡或いば土襲の受蝕性をまわし，王負平衡

の個所は塩基～土壌の平衡性～均質成分の堆積を，負の個所は土璽生成の完熟安定i二よる腐植;こよ

る塩基の供給～運搬に工る塩基の巣積を意味するものとしたが，前;こ掲げ走畳掲酸室較差分布図
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(Fig.44，p､59）と等嵩高曲線図（Fig,髄，p,91）と地形図（Fig.10,p､14）を対比して判るよう

i二，垂の部分;ま嵩高の低い残領土，急傾斜の詞行土地区に多く，又負の部分は谷筋;こ見られ，榎し

て土雲条#件の良汗なところiこ集中しており，林地全体について倹討した場･合やや普遍性に乏しい

が，局部的にば樹高と較差の分布はよく合致する点が見受(十られる．表層と下層の置換酸度較差は

立地規]E上の方程式的な普遍因子でばないが，立地規正の限界閏子として可成'〕有効な指標となり

うるよう;こ』感じられた．

7．12．5．表層と下層の竃換酸度の平均値と林木成長

埋形D哀で述べ含二よう6こ，表層或い$よ下層と別々に考えた場陽合と異なり，これを両層の平均値と

して土婁全体の置換酸度を取j)上げるこ、斜面の上，‐F，尾根，奇といった地形f変化に応じてスム

ースな分布変化を示している．今，上下唇の置換酸度の分布図（Fig.43.p､57）と等樹高曲線図

(Fig.86,p､91）とを対比してゑると，土護型と樹高との場合‘こおいて感じられた程度の関係が認

められ，多論廻的な斜面;こおいても，その韓廻を越えた立池の普遍的因子として，土護層全体の置

換薮度の値が可成り.有効であることを感じさせる．

7．13．炭素と樹商

棒衣の落弓葉iこよ9)生成される腐植質瞳隙々;こ分解して，重々の養分を供給するが一方では土獲の

謬質性を高めて，室基の流亡を防ぎ理学性を良写iこして，微生物，植物の根の活動を盛んにする．

一設に土護中;こ於ける寓植の作用催化学的な性質よ‘)も，むしつ翌学的性質の方が福物にとって重

要であると云われている．土裏中に混和分ましてゆく寓霞(ま量的iこ6妻炭素の含有率で表わされる．

だからと云って炭素の含有率が高{十れ;箕，スギの成長が良好であると,芸現実;こば云えないようであ

る．これは乾性土坂等では微生物の活動が不活発であるため，落葉の分彰解がおそく，AC層が発達

し，糧寓檀が生戎されてくると純寓痕の性質と異なり，±雲酸度緯高くなり，所謂炭素含有率では

云寺出来ない面が出て来る．こりような湯合にiま一般;こ黒いA層がB層と明らかに一線を画して腐

植ば土薗の下部まで溌透を行わない．良好な梨境の所では純腐植が土護中に混和し，深くで淫透し

て土婁を理化学的;こ良等にする．二のため炭素の含有率とスギの戎長の関係ば炭素の多寡より，ど

れだけ深くまであるかが問題であろう．

7．13．1．炭素含有率とスギ成長との報告例

ス宅の生長と炭素含有率との関係については多くの報告がなされているが，し､づれも関係が認め

られないとしている.濁》‘8)但し大政は腐植土層における全有機物量，腐植質量及び窒素の含有量その

ものよりiま，それ等が深くまで分布すること換言すれば腐植士覇の厚し､ことが重要であると報告さ

れている．

7．13．2．全林分における炭素含有率とスギ樹海との関係

筆者等が行った分析結果とスギ樹高との関係を土製型別に表わしたものがFig.159,Figl印で

ある．これらの図で炭素の含有素とスギ樹高との関係{よ認められない．又土霊型iこよる差も認めら
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れない..唯5cm（表層）において炭素の含有率が14～15％j入上でば樹高の1重下が見られる．

7．13．3．斜面区別Iこおける炭素含有率とスギ樹蔑との関係

炭素含有率とｽギの樹高の関係を斜面区別に表わしたものがFig.161,Fig.162で.Fig.161

は表層･(5cm)'Fig.162は下層（50cm）のものである．
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二

これらの図を見ると，斜面区別;こそれぞれ或る程度のまとまりi皇ある;ﾅれども炭素画含有率と横高

との関係は認められない．

先に表層土（5cm）で炭素y含有率14～15影以上でば樹高が低くなることを述べたが，これ､ま

Fig,Z6エで分る様に本錘補の高盃の部分で，尾根型斜面の4区を主二と.，2区及び谷型斜面の

3区に2，3の例として見られるものである．:谷型斜面3区つ署合感雲面､ﾜ,j､壷錐iこ位すると二う

で腐植の含弓量は多いが樹高は低くなっている．

尾根里心斜面の2区，4区でば炭素の含有率の多寡に拘らず低鯛高を示し、全体より見れば炭素含

有率力;高いために樹高の低下がある様に感じられるが，結局遠災擢曾禰率と謹高とv､>弱係俵余り認

められない．

’
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7．13．4．表層，下層の炭素含量較差と樹海

各斜面区毎の表層（5cm),､下層（50cm）の炭素含最の平均とその差及び平均樹高を表わしたも

のがFig.163である．この図で表層の平均炭素含有率ば樹高と逆関係を示し，尾根型斜面の1区

2区を除いてば炭素･含量の増加ま樹高の低下を表わし，尾根型斜面1区，2区;こおいてば表層，下

層共炭素･含量が多くなれば樹高を増加している．この様な考えで倉前掲のFig.159,Fi9..160を見

れ;芸漠然とし-て:まいるが同様の傾向が感じられないでもな｝‘､．更;ここれらの表層士と下層士の炭素

含量の差ば樹高と逆の震係で一致している．即ち炭素含量の鮫差が大であれ摸ある程樹高は低くな

っておj)，反対に'j､であれば樹高緯高く表われている．
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表層，下層の炭素含量の差が大きいこと(主表層，下層の境がはっきりしていることであり，差が

小であることば漸変している二とiこなる．従って土護条件の優劣歴ひびいてくるため，樹高差が生

じてくることiま肯定出来る．芝奉01は表層士と下層土との性質の差が大きいことは，すべての{馳

位酎級土裏iこ共通した性質であると云われているが，筆者等の炭素含量の結果からも同様である．

地形と炭素の項で述べたように，炭素含量較差の'j､さい土壌ば，士獲の水分環境の良好性，或い

;ま土妻の混合(耕転性）の良好を反映し，炭素含量の六きな土襲峰傾乾性土壌か，自識転性に乏

しい窪積性土婁，或い､ま定涜（運積）性士裳iこ結びつくように感じられた．前掲の炭素含量較善

布図（Fig.51,p,65）と等樹高曲線図（Fig.86,p､91）を対比してゑると，上記のことを参照に

した湯合樹高と炭素含堂較差との間に佳，可成i〕巽係が認められ，土覆型的な反映がうかがわれ

る．全般的iこ較差の大きい理点:ま樹高低〈，較差が小さい池点では樹高が高い頻向が認められるの

であるが，これも詳細に検討してみると可戎り変異か大きく，晋遍性に乏しい．それでも単位斜面
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区内で，しかも同一土製型，或いば同一堆菰撤内で二れを検討･した場合6主可成り立地判定上の手

段として有効のよ_うに感じられる.､

~．：

7..14.単位斜面区の輪廻的配列と樹轟変移の多階性

-個生の侵蝕給廻を異にする斜面の枝癌が,傾斜変換線を境にして断層的な相対的変化を示すこと

は,-既iこ述容た通りであるが，等樹高曲線（Fig.86,.p､91）iこついて更;こ検討を加えると，傾斜
e一 毎 ℃ Q 一 。 ＝ , = e 凸

変換線を境にして樹高の階段的変化が認められ，極瑞iこ表現すると，下から，

高→低（変換線）低→高→低（変換線）低→

と云った周期的樹高の変化が認められ，さきに述べた韮形，土委の諸因子が，多潜的，多周期的な

変化を呈していたのと照合してよく肯けるところである．

しかしこの変化の様相は,､土壌の諸因子の変化よりも，地形の表現形に従った比高の変化により

強く結びついているよう;こ感じられ，変換線の弱度な:谷形斜面相互間よ'1も，強度な尾根型斜面の

間に強い階段的変化が認められた．ただこの磁断的樹高変化の形態が尾根型斜面と谷型斜面とで異

っていることは，斜面の高度変化と樹高の項で述べた通りである．

本項で記述した，樹高変化の多階性ば，二れまで詳細i二稜訂して来た池形或い,ま土裏諸因子の分

布構造の森？体立地への実際的反映を裏付けるものであり5本報告における最も重要な基準指標とし

て強調すぺき点である．

7.15ざ単位斜面区と樹…異

個々の単位斜面区内の樹高変異の巾とその平均値瞳Table7p､74iこ示した通りであるが，各

々4～8m程度の樹高変異の巾を示しており，その最1塁値，最高値，平均値iま，互いiこ重なり,合い

を示しながらもj多ﾉj､の差違が認められる．これらの嵩高値ば下部よ')上部の斜面区iこ移｢了-す-る程

低下し，しかしその変城が"､さくなる傾向が認められ，これら、傾向をそ.つまま上部斜面，下部斜

面，旧斜面，新斜面，尾根型斜面，谷型斜面，といった区分磯念iこ結びつ;十て，等位斜面区を一種

の概括的地位級区と考え易いのであるが，勿論,・このような性格ば多分にあるとしても，これだけ

に結びつけて解釈するのは些か危険である．

単位斜面区の本来の性格は，その斜面内の立地諸西子の単一階程的変化を朝待したもので，諸因

子の変異の多階性を防止する意図にあっても数値の変裁の繕'j､を計ったものでばな･〈，従ってその

中での立池的均質ｲ隆主全く期待されない場合もありうるわ(ﾅである．

傾斜…はこれら単位斜面立地の分布上の栢対的ずれi二よる新雷線を示したもので，卓位斜面

を或る方向について対比した暑合の相対的差違がそのまま二れつ斜面の絶対的差違を裏づ;ナるもの

でないことば明らかなことである．

＝地において例を谷型斜面にとると,谷型1区,2区,3区の各斜面が,皆同様な斜面規模で同

様な傾斜変化を示していたと仮定するならば．おそらく;妻，各斜面区の嶺高変移の巾もその実数値

も,非常に似通った値を示し,Table7(p,74）;こ示した数値ほどの差違は示さなかったものと考えろ
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る．そしてもしもこのような場合にも数値的な差違が認められたとすれば，そのような差が真の意

味の単位斜面区の本質的差違を；示すものと考えられる．即ち谷型斜面の個を斜面区間で認められる

樹高値の差違ば，夫舎･斜面の本質的栢違にもとづく場合も充分考えられるのであるが，これ以外

;こ個々の単位斜面の生成形態の不完全さにもよるものと考えられる．

これらのこと$よ尾根型斜面においても同様に考えられるのであるが，本調査地の場畷合，既に地形

の項で述べたように，斜面の生戎輪廻的な性格が尾根型斜面;こ強く現われているため，単位斜面間

の樹高値の拒違;ま可成‘)斜面区の本質的反妖を示しているものと考えられる．即ち，生成時代の旧

い準平原遺物的な残積土地区が，新しい生成の尾根型斜面より劣っていることが認められる．

尾根型斜面と谷型斜.面の差違はこれまで池形土雲の諸因子iこついて述べて来た通り可成り本質的

な立地性の棺違として認められるのであるが，これを等樹高曲線図について検討してみると，各斜

面区内の樹高値の分散が大きく，互iこその変域が重りあってばいるが，相対的な差違は明らかに認

められ，：谷斜面に高く尾根斜面に低くなっている．また，急崖部を一応のぞいた谷の堆積面と尾根

型斜面の詞行土面とを対比してみると，等樹高曲線の密度が谷iこﾉl､さく，尾根型斜面iこやや大きく

認められ，谷の堆積面の立地が尾根型斜面のそれと本質的;こ棺違していることをうかがいしること

が出来る．

7．16．±鞭堆穣様式と樹寓

さきに掲げた土壊堆積様式図（Fig.20,p､38）と等樹高曲線図（Fig.86,p､91）とを対､比れ，

してゑると，・を般的に崩積土，運稜土iこ樹高が高く，詞行土iこ低いといった相対的な差違が認めら

これを更iこ個々の単位斜面区内で鐸寸してみると，等樹高曲線の変異と土壌堆穣様自式との間に密接

な関係が認められる．

’1通blel2単位斜区，堆種禄式別画面変興の巾
p
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：今名士壌堆…内における樹高変異の巾を各斜面区毎に整理してふるとTablel2のような結

果がえられる．．～･弓

､ざ表についてみると，崩積士は各斜面区とも2～4mの樹高変異が染られるが，谷型1区に最も高

く上段の斜面区に移行するにつれ，たとえ同一傾斜型とみられるものでも樹高が低くなっている．

こ.の樹高値の減少は，前項でのべた，上中下段の各単位谷型斜面区の本質的差違を反映しているも

のと考えられ,･今急傾斜型崩覆土について斜面区の差を推定すると，上中下の各単位斜面区相互間

の趨的立地差は樹高において，2～3m程度の差違を示すのでばないかと感じられる．崩積曽土の

中，極く､最近堆演したと思われる谷型l区の西下部でば，土婁の未熟性と堆積j形態の不安定性のた

め樹商は低く，部分的には周囲の尾根型斜面よ')却って生長が悪くなっている・

詞行土は急崖部等特舜畠な個所をのぞいて検討してゑると，各亜型とも斜面区の根違iこかかわらず

殆んど同様な樹高値とその変異を示しており，詞行土（残積性)，澗行土，拙丁土（急崩積）の3

者とも相対的な立地区分因子として或る程度の普遍的性格を有するようiこ感じられる．しかしなが

.ら,__土壊堆積の項で述べたように．詞行土ば本来の侵蝕面iこ植被的な#壬1上が働いて堆積された土壌

であり，その堆積状況は植被の有無或いはその状況lこ強く支配されるものと考えられ，また詞行土

の分類は深さによる概念的規正はなく，極端な場合，癖悪地的な裸岩地から，本調;査地以上の深層

の堆涜状態にまで変化しうる不安定な土護であり，樹高もそれIこ応じて0かろ25m程度まで変化

するといった例が考えられる．従って詞行土iこよる立地区分;ま決して絶対的な普遍性を有するもの

ではなく，ただ同一の正規侵蝕下にあると認められる山岳斜面においてiま若干の絶対的普通性を発

揮するもめ~と考えられる．

本牽地は土壊の堆積鯨区分をもとにして全林分を57個の立地′j,分区iこ区別したのであるが，

その個々の区劃における樹商変異の巾を検討してゑると，妓,j,2mから毒4m，平均3mの分･散

を示し，別項で触れた土製型の樹商変異の巾が7.5mであるのiこ対して可成り'i､さな値を示し，糞

接,1，分､区との樹高の重なりも少なく相対的立地の区分因子として非常に有効な役割を果しているこ

とが認あられる言

霜査地における各士譲堆穣賦と樹高値を対比してゑるとう同一斜面区内においてば可成り明

瞭な相対的序列が認められ，

々単位谷型斜面区においては，

皐制予生く詞行土(崩穣士)<急傾斜型崩稜士く中傾斜型崩穣士=傾斜型運穣土

・単位尾根型斜面区内においては§

．-…(詞行性)≧詞行士(残積性)＜詞行土く詞行土(急斜崩積)＜詞行土(中斜崩積）

。-どもざつた傾向が得られる。‐

ミさきに詞行士について述べた，堆積様式の立地'こ及ぼす拒対的規正，同一正規侵蝕斜面下での絶

対的普遍性は；全部の堆積様式についても考慮すべき点であり．単位斜面内の立池を前記の堆積様

式の序列によ．り規正区分することは可戎り有効な手段ではないかと考えられる．
－,L曲十_凸－．．．－－年..司亙1ケ二一■凸‐▲'一画一｡｡←~･ﾛﾛﾏ■I~－，eI
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土護型の項で触れたよう;こ，土壌型は単一斜面において必ずしも尾根筋にB▲型，谷筋にB屋型

が出現するといった地形的な法且lj制があるものではなく，それ故にかえって普遍的立地因子として

有効性があり，またそれだけiこ内容的な巾が広いのであるが，一方土護の堆積様式は単一斜j面が完

全な拡りを示すものであれば，必ず上から下iこ前記の型の配列が出て来る可能性があり，立地因子

として土壌型ほどの絶対的普遍性には欠ける;5)点があっても，個々の単位斜面の:立地区分の上では

より有効な手段になi）うるものと思われ，また他方では土壌型の分ご布を覚正する補助手段とも考え

られる．

8．スギ品種 と立地

8．1．矢部川流域における，さしスギ品種の分麺概要

日田及び八女識地iこおいて，さしすぎの品種の多い事や，その特性については,すでに報告さ：

れているが,釦)37)矢部川流域において，特iこ品種の数が多く，流域の上流と下流では，環境の麹と

共に，造林品種の種頚もまたその数も異ってお')，下流は比較的晩生型の品種を造林し，上流は早

生型の品種を多く造林している．しかし，現地においては，品種の識別も上流地区を除き満足にな・

されていない状態であり，適地通品種の思想が概念的にはよく理解されて造林が進められているの

であるが，なお品種の真の糊生と実践との間には多大の誤差が感じられ，必ずしも満足な雪地の

私ではなくく適正な品種造林を推進する事が望まれるが，その為には系統的分類の確立と，その各

々について明確な特性の把握を行って，実用可能な資料を早急に提供しなければならなL､、鎚丘の

鑑資牽岬》‘7)に基いて，さしすぎの分類を行ったものを次に掲げる．

（1）インスギ系……針垂線型

インスギウ(インタロ，ヤプクグリ，カンノウラ）コガ（大淵穂）ナカマスギ,（ナカマインタ

ロ）

（2）ウラセバル系……針…型

ウラセパル，フネサコ，（フネンサコ）ホッシンアオパ,(イイヅカポ),マタサン（ノガラミ）

ゼンダ，かゾウ（ミゾスギ）ツエスギ，ナガエダ，ヒコサン（コパノウラセパル）アオパ（エ

ダナガ）上コサンオオエダ．

（3）アヤスギ系……針琴触型

アヤスギ,(ヂスギアカ）キウラ，ニンジンパ（キチパ）カミスギ，アカペヤマグチ,〔ヤマ

グチポ）

(4)ホンスギ系……針棄重複型

ホンスギ（ホンタネ．トヤマ）ヤペシチ（ホンタネ，トヤマ，ヂスギアオ）シチゾウ（シチ

ゾウポ）イタシ子

以_上4系統に分類しているが，筆謝エアオスギ系を加えて，5系統に分類したい．

さらiこ，品種の分類を、冬季における針泰の変色状態，心材の色，幼時における成長の遅速，準
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全を基礎としてなされたこともあるが釦)"，実践の鑑においては，（）内に記した地方名で推察さ

れる様に,皇同一品種を地区により，別名で呼称したり，同名が別品種であったりして混同，混乱を

生じて峰る事は事実iであり，品種問題解決の難かしさを推測する事が出来る．

‐又.§?上記の．ウラセパルスギ系11品種及びアヤスギ系6品種中のツエスギ，キウラ，ヤマグチ等の

品菰は総c特性調査の必弓要を感ずるが今後の課題としたい・

矢部川流域の鋒地･(八女7休業）は日田，ノ1,国の材弓業地に近く，品種と造林技術の多くは両地よ

り導入されたものと考えられ釘)導入品種の内から，選抜i伺拭されて，今日の品種が固定されたもの

で,一般'休業家が70数年間iこ｡弱》20数種の品種を生み出し，それ等の品種の特J性を利用して造林され

ているのが本…錘の特徴である．

然し乍ら，前述の様に地方（地区）による品種の呼称が種々で，混同混乱している事は，適地適

品…進上の弱点であり，是:正を要するが，流；域における品種は、一応20年生以一上のｵ紛管と

して存在しているので品種>損互間の諸特性を比較して大過ない樹令に達したものと‘思われ，それ等

の錨の多くは,特苧性に応じた実謡地がなされ、又，一部;こ瞳・選定を誤った識､もあるように

見うけられるい､鳶一

wノー､．～_寡.､､､･-.~

a291.飼査地における地形及び±壌堆”式と品種の成長一

､8.-2．碓考え方

前述のように,･矢部川流;域には数多くの品種（複合品種）があるが，これらの品蓮ば同じ立地に

混植された場合，それぞれ品種間に成長差があり，又，立地の変化と共;二，それぞれ品種の成長の

変動に差異がある．

~電筆i者等は，さしスギの各々の品種が立地の変化と共に，どのような成長の変動を示すかについて

知り，適地に適品種の群という問題の解明の目的で，本研究にとりかかった．

8．2．2．今まての研究動向

この適地適品種の問題は,九州さしスギ毒布地において{ま，以前より速やかなる解明が望まれて

おり，従って数多くの研究報告がなされている．

今'これらの研究報告のうち'当矢部川流域Iこ竪塾≦堕品種に関係あるものについて挙げる
と,同一立地における品種間Q底量差f二つ虻室,値卸画薮翠1ばアヤスギ>ヤプクグリ＞エグナ
ガと報告し，長野･野仲等響》⑨'一はアオスギ＞ウラセパル＞;:ユウノニケ＞アカスギ＞＝ダナガ＞ク

ロスギ＞アヤスギ＞ヨシノスギ＞ホンスギのI頃;こ成長がよいと述べ．家原冒‘);まニンジンパ＞ホンス

ギ'古田･樋口等鰹'は上屋蓬装(”ｾバﾙ系)>その他の品種(ﾔブｸゲi;,ｱｵｽ雫,アヤス
ギ)之述べている. 、、、､､?､..易:-÷冒一

に守今?、
,乙又，全般的な品種間の成長差については,、日田地五厚おいて，佐凝・宮島等§;)は，樹高成長につ

いて20年生以後はウラセパル＞アオスギ÷インスギ，直径成長について20年生までばウラセバ

ル>ｱ…>ｲﾝスギ,20年生以後はｳﾗｾパﾙ>ｲﾝ索¥今茅黄斌噸曹長について”
口凸
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生長に関する毒林立地学的研究（第1報ン 1麺

ラセパル＞アオスギ÷インスギと述べ，有永・古田・河野等8)はウラセバル＞インスギと報告して

いる.小国地方において，石崎'§)は椎摘・直径両成長について，ヨシノ系（クロエド)＞ヤプクグ

リ＞エドアヤスギ＞アヤスギ＞ホンスギで，肥沃地にヤブクグリ，乾燥地にはアヤスギをすすめて

いる．八女地方において，九州大学農学部〕堂休学教室30)は23品種をあげ，約25年生の林分につい

て､､'エスギ，アオパ，ヤマグチ，シチゾウ，キウラ，マタサン，カゾウヴインスギ，ゼンダ，ナカ

マ，フネサコ，アガパ，ヒコサン（コパノウラセバル),ナガエダなどが成長良好で，ヤイチ，ホン

スギ，ウラセパル，カミスギ，ホ､､'シンアオバ，ヤペシチ，イタシチ，ニンジンパ，コガなどはあ

まりよろしくないと述べている．

立地を地形的に区分した場合について，吉筋・下野園・佐伯・長友等79)はアヤスギ，ホンスギ，

アオスギ3品種の比較を行い，侵蝕部では各品種それぞれ良好な成長を示し，なかでもアオスギが

良好であるが，高原台地部ではアヤスギの成長は甚だ悪く，アオスギ，ホンスギはアヤスギほど成

長が衰えないと述べている．

叉，土壌の理化学的性質との関係について，石崎・下野園等'6)ばネジカワ，アヤスギ，ヤプクグ

リ，ホンスギ等9品種の特性を挙げている．

しかし，日田，小国地方の極端にいえば，ヤプクグリ，アヤスギ材業と異なり，当八女地方は品

種の数も多し､ので,先般来から筆渚等は，これらの品種と立地との関係をより明らかにすべく研究

しているが，ここにその一部を取纏めたので報告する．

なお，調査林分の林令は33年，面積は1.63ha，立木本数は1.672本，総¥材積は773.16,3(ha当

り立木本数1,0帥本，材積474.16,3÷1,706.94石）であるが，各品種の本数割合はヤプクグリ53％，

ヒニサン41先，ホンスギ20％，＝ダナガ1影，アヤスギ．実生系及びその他3先が混植されてい

るので，本報告において;主，ヤプクグ'1とヒコサンの単木成長と微地形との関係の比較にとどめ,．

漂標木の樹幹析解;こ基づく連年及び平均成長量や成長率の比較並びに林令等を勘案した木紛､成錘

に関してば次回に報告しだい．

8．2．3．飼査結果

8．2．3．1．全林の品種間成自畏量

TaMel乱全林品種間成長比較表{強彼圧木を除く）
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長駕係をそれそれら箕める二Fig．164､1．2．3．．へ二詩1-香ある．

8．2．3．2．地形及び土製雲積様式と品種間成長量

斜面区引に品種間の戎長量を先議÷蕊，芸Table14．’二章;､･雪あるくFig．11つ.17琴護）

±寝巻録iﾐ式別;呈晶雲間の戎長萱謹墓穀÷な,芸.;､abiel5ら二台‘･である‘Fig.20p､38参蕪）
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'1,分区を図示すると蕊9．165u､2．3）くり、135シ，こぎざ:であるくFig.54o、71参黒）

8．2．3．3．両品種の樹高と直径との関係
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言下・亭島・憂疾・鍾匡：敦麹形及こぐ土狸皇スギ（品尋種）の

三曇‘こ蝿する迂呼工毛字麺研究I､葛＆段ノ 141

－■一一一一

型斜面1区O崩漬，連･漬土で良好な戎漬を示すが、尾根型斜面1．3両区の詞行士（残積性）にお

も､て《皇こ＝等ン6二好る．

悪大麦長iこつ'畝､で.民．・琴.プアケ．:,夫二＝÷易,ニエ駁して，谷型斜面1区の連讃土及び尾根型斜面

2go調積佳肴]行土~尋‘民．そTL,こ↑せる‘茂長;て宗すが．尾浸型斜面1区の愛積性司行土と谷型捺斗面1

三○霜行土又白く趣傾斜蕊羨＝で,良好る．

材漬成長iこつ･-て,二．．?'フデノ・・ニニ＝÷ン‘こ二戦して，奇型斜面1匿の崩穣±と三根型斜面2

二の司,行±で，呈良寺幸具戎長と赤-ｹが、重慶型斜面1重の範r了土及び過侭斜崩･羨土こ．寄型斜壷2旧

Xの笥行土-尋､泉劣る．

以_とjこよ')．＝裳奏積康式と晶蓮間支長童の葵係,こつ、-て6皇，全遼的:ニヤプアグソiま，崩羨性及

び運讃性±表iこおいて二二一弓.二'〕も美寺な支長を示し，蓑積性＝裏iこおいてもやや優る傾向があ

るが､詞行進＝蚕におし､て‘三二＝手ら,‘弓筈る恵伺がある．桑，斜面区的にもこれうの土婁の広く魂

われる昏型斜封1区こ亀根型戯画2区iこおいて・科'プアダ．;・主二＝＋ンよ‘）も良呼な鋤成長を示し，

谷型斜壷3区iこおいてもやや受る戎長を元手すう;､奇型斜面2旧区でh表後者iこ劣る或長を示している．

8．2．4．3．品種間の樹薗と直径との関係

全鼓的に･謝高に対する直産の兵h皇．イフグケよ‘）も二二サンの方が大きいようであるが，：昏

茎徐斗面1区詞行土の'j､分･区No.38．?‘よ逆bこヤプグケ･Iが大きくなっている．

なお、ヤブ易アグヴの樹商iこ対する直径の比が，こ＝チンのそれよ』)も変異が大きいことから考え

て，ヤブクグリ睦ヒコサンよ')も品種としての耗産が低く、或いi主ヤプクグリの中から2．3の系綻

に分…きるのでばないか皇も急わ才しる点もあるカミニのここiこついてi主今後の研究;こ待ちたいー

8．3．品種の分布

本流義における．さしすぎの系統別造:体面積(皇．Tablel8‘こ示す通,)であるが．系統内の品種

の種頚．分布の駐;ま，本遡万の上中流裁を二ｶｰする麦都谷，曇野祷の両流裁;こおいて各杢その特異

差が認められ、まだ，二流，弔流．下流二流戎の上-ドi二庭っても可戎'》の福違を示している．

T■blel8．品種‘､系凝J別植栽面覆

，lforesEどq』reLA“e4cnCryp”mぜr皿racesJnlongi上“in“si【eO
division“［hせ”smofRiverYabe。

痔
哩

言
一
心
今
、

、
等
室

、
ズ
ー スギ系一一一，スギ系、需昌-見事系→→セパレスギ系汀

グ

1.870（15今）4．810（40告）3.548〈30鯵ノ1．“1（15影）11.869（100多）

0.399（10も）1.565（4う老ンエ.185（”毒）0.338、10弱ノ3．網7（100％）
も

0. 1 6 3 u 5 も ﾉ ､ " . ,0.603’垢争0．も19（30吟ノ0.117〈10も）1.302（100多）

一
爪
屍
一
蝿

二
二
一
Ｆ

汁‘2.432《”診）6.978‘”今〕5．152（30宝，2．096t15も）116.658（100影）

21､abiel86こ記極さ万L定,卦系極内9つ最重〈､蔀喧参議）‘良次の超‘,-である．

ユ）‐と流麺区;表室:患謹が萱沫きれで.る．
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（2）中迩下流地区ば

インスギ系は主として，ヤプクグリを造林し、、マヤスギ系ばマカパ、アャスギ，カミスギ，

＝ンジ菱パが見られ医ホンスギ系健ホンス･ギのみで，ウラセパルスギ系;ま，と＝サン．木､，'シ

シアオ･パヴ:ナガェグ,‐アオパが分布しているiこすぎない

上流地区では特定品種を造林面積の大部分､に毒し、他2－3の品種を取入れている型冨もあ

り，､品…の特徴を示しているが,再jこウテセバル系涛&ﾜ品種ワ取扱いか三二つでも､る－．〒、下

流において，品種数の少なL‘､理由ば､.立遜覇境が上流iこ生シで悪条件であ’る二二・及び･他童莱こしっ

比率の問題等考えられるが，近年健晶謹の導入も茎んでぁ,．‘晶霊の教も者大-ヶるも‘らと考えられ

る、なお，矢部谷と星野谷とで特異簿;ある旨を詞記したが、

8．忍:4．ﾖ矢部谷の品種一

矢郊谷の毒品種は.-ヤプクグツ．ナかマスギ，子か（、ニンジンベ，一一スギ、イグシニ・一

ペシヂ，幸ンエギ，フネ拳。．マタサン，ニコサンゥーァ十パ、十十＝ケ、ゼン与.スぞ．一ニゼパ，レ

カゾウ．アオスギである．､一

一332．星野谷の品種

星野谷では．ヤプクグツ，＝ガ，ヤイチ・マーケ・一・孝寺等，ニンジン'や，言ミスギ，ア古'ぐ・

アヤスギ，シチゾウ，ホンスギ，毒ツシンアォパ，ナガーダ，、､.＝スギ，マオペ､かデセバルスギ

が毒されている．

‐毒を比較した場合.矢塞“と云える品謹撞．ナかマスギ，イダシチ･マベシチ．プネ÷

＝｡，マタサン,－ご=チン.･オオニグ，ゼング‘か多守が拳;子られ，星野谷の薯合も主,ヤイチ．やマ

グチ，カミスギ、シチゾウ，ホツシシアオパ．÷ガーダをもって袴異性を魂わし．キ行う．ケラセ

パルも星野谷に多く，品種名を挙汗れ撞池区名（部落名）を連想する葎な品種もある．

（例）ナカマスギ……矢部村中間

ニンジスベ

（キナパ）･･･…”桑平や‐マケ'一……星野村山匡
ヒコサン……’’旗西谷シ手、ノキ･･…・’竜川内:谷

カゾウスギ･…・・”竹原÷ザーヅ……′郷

等.常であり，‘他の品重瞳擾して広､.､雪壷讃f黄･亨）三・三る事が出来る．

ヤプタグリ，ホンスギ,‐アマスギの3品種『ｪ戒もごく雲誌され・宅方で?三季邑スギ・‐声～スキを

一括して，ヂスギヌi主ホンタネと呼んでもる．

8．4品種別成長量の動向．

柔境の変化に岸.い，品雲間の成長量iこ変瓦竃三ずろ謡宣毒のらざして，逗隼さしすぎｳ晶重i二翼丁

る問題が羨議さ託・個々の晶重が表境の変化による.或長童の変庭を三十電向を把壷し，毒言:弓実塙

に供し得る資料を作表する必要を迫られて1.,るが．迄の悶題究調の基垂資誤を尋る言篭で・溺遠調

査ではあるが,品種間の或居受量の変動を容認し屠る話桑を見たの-で報『告する．
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8．4．1．目的

前記した謂境の更化‘二二る戎長量:ﾜ莫動ご一翌かﾗﾎ莱人高:、どつ程度容認し，如何徴に判定して

尋るかをきる二芸,こ・至看等の厨麦琵迄上o一詞iこ共するだわ‘二1ﾗつアｰ．

8．4．2．調査範囲及び方法

調査遼囲ば矢部jIl流載の全市町村;こつw､言，ﾃ'.・翼登方匡,臭気裁ご索境区，二辺憲二，1ﾗ政区，等

考室して．3池区6こ分割L，凋査う琢弥晶種i主．童妓b二奇及しで:､る．÷ザニダ．こ＝サン，ボン

ベ学，マヤ入ぞ，ヤプダグツ．の5晶謹につ､.､で｛テ旬､，．．〃スギの成長童を基準こし定比較採点垂

を柔弔し．1旭区毎20～30名の、蔀秦改良宿導員，蕪;休糎雲合表蔚員，廃林弓家かみ参二る1峯尋、－．

した．．

3．－采_忍演査桔~果一

調査蒜果6主.、Table19．20，21である．

Table19．上麺の傾同
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となり’5品種iこついてば,豪湧O変化‘二宰予戎長丈の変動を認める墓が出来る．ごろ､二Table19,

2012必を基礎とし，多少の推察を加えてTable22z作魂L･で見る．

T泡bIe型．‐全、証媛の．煩向
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備考（Tableの説調）、

(,)地位iこついてば.ｱﾔｽギの成長堂を500石(約,3.身)単位に区分し主､oであり.鍾象
的な立池指標である．．

(2)－百分幸-(多ナで表わし､-ごt､る数通#お（･や内の石教を了一大ギの…A石）.で‘余した遁で

ある‘：

（3）40年…iこおける毎町材讃の推測唾ある・

Table19，釦，21．22により．

（1）．去ガェグヤフ･ケグ.Tば，辿位I～Mを通じて他、4品蓮より常に旺遜な戎長を蕊袴すること

．_が出来るこ.と醤一一_一‐－－－－－．－－－．筆一

（2）ヒコサンは，地位I～Iそ,：ホンスギタアヤスギの達に愛り’、～v~色譲え’二超を逸ぶ

巾のせまい品種である事を表わしている．

（3）ホンスギ;ま，I～Iでアヤスギ;こ愛り・,ローVで戎長差を生じない濠である、

然し乍.ら，Table21でば，ホンスギとアヤスギ、茨長iこ差が認められず、一ガーダ‘う式長も旭

位vでホンスギ，アヤスギに劣っているここ尋ば．斜面の形遁Iこ垂‘､＝:婁窪積関係及ざ鐸水童，星

度の問題等研究すべき点を残しているように思われる．

8，4．4．考：蚕

アヤスギ，ホンスギ、ニンジンパ．ア室パ．－．ベシ子．等の品謹涯，星潤躯沃な二型で峰幼時さ

らにば壮令期;こ樹幹が分咳する欠点を待ち・・マラ'.:アケ:?、キ寺デ，＝ず，言ミスぞ・1戸ざ一・一

タサンスギ、ゼンダスギずば品種にこる強弱の茎こそあれ，浸曲IT、琴歯｡・を生じや十・．，÷ず

=轍重き鷺こ雪溌雪歎ｼ……沸く琴…一
一

＝等は,:．他の品種に比して，成長量，材質，適韮の範悶，等りいづれかで愛ってい･て．流表内品種

中優良品種と目されるので．今後，此れ尋の品種6こついてi皇，痔;こ雪意して調査しｱﾆ':､．

矢都jI1…の林業地;主20数画に及ぶきしすぎの品麓を含童体しているが、その属寺、善竺を零鋸
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《13）麦宇に親愛，美置雲．元jil冨署零，壱套二廷，毒-やこ‘言三員う，畳秦遥､茎；秋屋スュ詞8祖番．＝饗．

‐素±調教7t1956〉

（1撫毒言正男：与野叉言遥．弓糖辿塁字宗受;三1959〉三一薯這

、､15）竃:翁･学麦；是義,､う_とﾀ:､;-皇だ』､菖云*ｧ零．諏柔云拷1891957

に16）這萄享美，下二葛三ぅ．シ､j‘＝さ6･･る雲亨:ミス等.≦‐ざ晶璽二言蔀廻の＝蚕、性質;二ついて，林

試研蓋Xo、117巡り59）

（17、jenny．H；FacmrさJ【さじ'』ぬrma[ionl941ノMcGrawX．Y・

（18）Jo飯e・』．S；PedoIogy（1949）XewBruuSwiCk，Xごwjer書ピン

（19）逼是太韮：孝種葺三表#三・号らで．ﾐｰｰr蓋39ユ957.

.0＞褐下萱；＝蚕萱塞，表迄.ﾌ韮差学I.o1．819う6ノ言二､掛耗

21〉主星宗手；震両畏老毒ユ935i‐J三番鎧

（22）雪雲一弐：＝蚕詞葺;三1953）菖弓･苔裳

〈23）三F蒙弐夫，主こ登&之享誇雲畦1955，三一書定

（24）淀三皇べ拝二裏･今《とﾆﾐｮ崖貢又二､r蚕逼~､二.雲‘二言丁邑丘亭尭．亡ドー調碧i10,.1959）

（25＞j1I言一次；美下酉二裏享195蛍金賢堂
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(記）川島緑郎,永田ｴ臼亘，田中四郎，陶山混一郭；逼両県'j､石原雪有林、土裏型,二つ､､て，目＝

肥誌15.9．（1941）

(27）川島緑郎，永田正直，陶山源一郎；北九絹雪見岳三有詠の豪赤土宴i二ついて，三二王16．了

（1942）

(28）′j､出，博；応用地質,岩石の風化と謙林立毛I､1953）言争書院

(29）黒木嘉久；スギ挿木品謹の伎張りの比較，ヨ林丸講Xo､12（1959）

(釦）九大農学準林学教室：潟両県八女地方;こ於けるスギ品種に実する碕究（1958）・

(31）Lawson．A､C；Rainwasherosioninhumidregions（1932）Bull､ofgeo．Aエ．、.o1．

個

(32）Lobeck；Geomorphology（1939）Mc..Graw.X、Y・

(認）Lutz,Chandler；Fores［soils（1951ノWiに､･蔦．Y・

(34）真下育久；森林土婁の水分に翼する研窒(1)日下辰話38（1956）

(35）真下育久，橋幸子良，富jIi溝；スギ．色,･キの或曇二土裏条件，拝＝講談9(1958〉

(謡）真~下育久;森林土婁の理学的↑堂貢とスギ，二,､キの成央ﾔこ翼する玩更，諏二謂報11＆1”0’

(37）湊JE雄：後永期の世界（19別）築地替庭

(犯）三』野与吉；宅球地元‘（1953）研究社

(39）宮崎静；スギの迩旭を選ぶ手引，日本のスギkl)，麦昌材曹莱改鳥良青久遜去

(40）守屋重政，永井芳趣；蒙性±裏iこ対する演蓮の垂気性廷-ヶ.､で，評試裁26,1925〉

(41）中村慶三郎：崩災と雪土（1955）古今嘗院

(42）長野愛人，野伸忠彦：昌墨悪方にお@ずるスギ品種i二認する研宝(第2兼）昌蔀凡講xo,11．

（1958）

(43）長野愛へ，野伸室､言；ミヨ旭方にお.するスギ品種dこ翼-する誘え《､語3垂ノミ雫1鐸No．12、

（1959）

(“）長浜三千治；挿杉品種の分布について《禾発表.’

(45）中野尊正，吉川虎準；毛汚調査崖ユ953）言今吾錠

(46）中野尊正：員本の平野（1956〉言今嘗淀

(47）岡山俊雄；自然地理学，212形馬（1940〉韮八嘗態

(48）大政二王隆；千葉県演習林に於iナるスギ及びこ.,､キ三景蒙談毛＝裏診う雲巽正び‘二壱譲詞,＝ﾗ、、

て，東大演報Xo､8（1929）

(49）大政王遥：スギ人エFk＝裳の薮度並びj二雲基室和麦i二・ラ､-て．責‘亨議蒜3．2．1935．

(釦）大政g正隆；プテ林土裏の研究，林土調報1195r

(51）大内晃，八木下型：秋玉魂方;二賛‘す.るスギ曹走三長二言種＝爵.ワ事きえ省:雪乎､糞二つ謁

兵．日曹会報斑o､313（1943）

(52）Peattie.R・奥屋，上野訳：山毛型理学･1953巽志蔑三



②種
マ
ー
エ

今
二
・
敬

一
《
・
●
一

‐
ご
墓
一

要
・
一
一
一
『
一
一
一

。
ご
一
輔
一

謹
一
塞
一

冠
惑
一

故
二
↓

一
・
一
》
一

望
・
》

一
一
一
鐸
一
一

ど
》
ヱ
に
一

叫
一
蔀
三
一

一
一
●

53、PEnck8MorphoiQglcﾕﾑ．lna心･sisor：andforms、1953）Macmillan，London

54>Poi1･nov.B､SIib:d,22)･6The･1℃.含翼狗ビweamerlngユ937)

<55）奇野宇鋪；蚕七六苛重.零乗亨華宇1952,

《56）津野寺，承季裳謁：三宥芦球野＝妻調査言髪勢1955

（57）壱妻京二．富’勢寛：三三.う罪‘妻型55←葛下下三

（58）SchummS．A・；TherojIoicreecandrain群ashmthere[rea［ofbadland

siopes【1956）.礼厩．jUrofScienceVoi、254

（59）Sharp管．R，P.：LandSiid“andreia唾dPhenomena‘1939｝蚕.Y・

（60）芝本武天；スギ、二・:≦′･ず一・．､歪養逗こぐ,二誘兼二裳、壬天受に翼する研奄（1952）林
率＝ニ
ー』'．

、）秦田這葬：スギ:棒こを:乃詞境．スギの研賓;1950）愛賢掌

､62）舜歓呆雲研莞会；野呂川水系篭含調査蓋言警I､1957〉

63）冨藻俊男：稽二鉱物｛1953）言涯香唇

“）寄倉愛．雪:3誕矢；冒襲製万のスギ晶重荊妻長兵稜，ミ稗九薄No.10（1958）

65）青嘆秀謎：吉野i二扇;手る式や.、逗埴､二黄する2．3の＝婁字龍考察，三沫誌20．9u938）

(66）青下敬司，車愚妻噂，謹屡呉一．長湊三千；盲；尋郭;11流裁のス子・豪墳6二関する研究〈予報）

昌林丸講No．12（1959）

67）・言下敬司、車島壷?噂．謹口典一．長浜三季病；穏両県糸島都下;こ生じた豪雨による山地崩壊

iこ関する調査裁言1乗至表.，

『68）望辱八百八；韮都丸i↑つ美林i二群三きる新叫調二喧減:宍氷羨iこつ.､で，山舜:業報Vol、17．

Xo・Zk1921）

k691ThornDurvW.,.;PrinciPiぜsQfGeomor”oiog]･I､19“ﾉWile,．:斑.Y・

L70）惹崖真一も到圭－．憂翠迦弓-1957〉言争書笑

‘,71）辻樗-Fで難：奇考言璽弄享‘1929）言今書裳

（72）こ阿表郭；秘謬字滝為．ヨ然悪雲1ユ956）韮宮嘗店

《73）二房去鄭；烈震誕予易．ヨ講辿茎Xユ956〉調言轡I言

（?4〉二蕊原初男：スギ.う捧不晶誼i呈翼-j-る軒尭（語l裁ノミ下F冗簿Xo.』2%､1959〉

:？5）ご・き、Soiisurv亡vS〔aざ；さ“lSu霊evm且nua：、1951ノWasmg[on

ア6）零山淫勇：＝哀調葦垂1951》頭･含蓄言

、了7、胃-;座"ﾗ美：祷毛＝裏.曹篭＝褒詞硫電b二釜,一る貴重、喧二善字.ﾗ塁歩く1）（1959）或報堂

↓ｱ8）込塁皇一；或者毛影準蚕dこ翼-する量下r二毛字詑研究1955〉壷野美震会

《､79）言湊正二．－ざ二翼三，1三?胃看率，呈友言､行；スギ晶謹C愛皇二謂薫驚受F二・二諏雫と薄蔦o，13

11959，

､80ノ受毎重夫；二表堂塞，ミニ韮三春天崇11953；副i画書員
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要 約

（1）昭和31年来，福岡県下，矢部川の上流地帯にお{するスギの一団池iこつき欽負旦落、圭裳，林

木生長（スギ品種を含む）；こ調する敷細調査を行って来たが．その一弐を報告する．

（2）従来，森林立韮的な研究ば点;こおげる現境話因子の分野とそれiこ滝寺る満不急三長､こついで

なされているが，その諸因子の斜面上の分布こつ､．-て､皇多く‘良など了L･ごぉら一翼室調査$美スギ

材こ木の生長に対する諸函子の分析と共にそれら。分売を渦ろかvこすく、‘予差一二：歪もDである．

(3)調査地は標高430～550m,満～礎壮年朝的な謁析斜謹であi〕，基岩6芸結晶肯岩系、看蚤一

絹雲母一議尼片岩によってしめられ，年間降雨量2500mm、年平毒気塁14C実測当弄り秤

令は33年生、潅当j)荷積約500mg・重羨1.6ha皇歪･～て．量．

（4）調査斜面における疲断方向心凹酋、水平方向の凹曇分詣を計測し-て･謡亘診遥iこ滝する麦､言:Z．

．行った．なお，鉦新，水平方向⑨鰹凸の分布$皇皇､ずLも劃一億両i墓示し-で.､題も．

（5）斜面の生成に対する侵蝕’作用を震撞し凹形要塞の多噌､卦面型と魂.武豊蓬‘皇雲蓑するも曽・>こし

て谷型斜面とし．曇形～直謀要素の多い斜面型ど表言受謬‘こ三壬する毒･つ二:－‐ご雲浸型詩至二

して区分をなし，袴に凸形も要素の多い斜面感徳噴に寮ｬ童二!_て家汲つ一二．

（6）-調査斜面は局遡的起麺彩論廻の影響をぅ6丁、その事‘二承謹重多韓蓮誘衷三重蚕畠認めら7も､

上，中r下の3段階,こ斜面渚程の区童､がなきrしる．

（7）生成轄廻を異にする語菖っ間;こ､三.這斜麦委線が認められるか､そUﾌ詞辺‘こ‐あつ”承る蕃拭

の凸元#従順ｲ除卜面を傾斜変塗苓とL-ご家扱った．

（8）本調査池の傾斜角;ま平毒34，．15～55,℃変異竃示‐ているが、蓋直り誕琴君同;こぉ,十る1頃謎

角の連寵変化は傾斜変換誉によつ-こ砿らｵL、喧斜･変垂需ご宴;ここ＜~ざ渉ら．霞一壱，鞍一言＝

云った多階的変化を示している．

（9）傾斜変換帯を童;こして斜面形．輸廻蔭程iこよ:〕重劃三れ字二計亘を畢逗誌童二考急．そか錘謹

において緯斜面の皇戎が同時的でぁシ、’噌耗,’斜面の雲重り室f薩吏1二浮・多凄毒真にご三寸二

となく，単一周訴的な変化を示すも◎色とた．

(10）調査池内に深さ110cm、130ケ｡、雲孔猛亘を蒙定Lで＝塞蔑蚤を､手･つ字こ．

(11）斜面上の土護の謹積を骨洛露な電極受竪,こよるもぎぅと．糞曹受謹iこ皇る赫'手＝表二.‘諏意

ものに分けて考え，次の禿､事を'了った.J4-三葦講室｡畠)も:.重）

（a）骨洛的謹羨

未侵蝕面……定涜＝〈蓑積ノ

侵 蝕 面……擁岩韮

堆積壷……急煩斜型塞漬圭i31.～40〉

亭傾余修整塞羨＝、21～30、

信斜型連讃±k押出し型窒-愛＝ルユI～20
幸.竜ムー

一



苛下・早島・塁兵・唖二：主犯形災こぐ土復とス華‘､晶薗）の

三灸‘己担ぞる孟匹K二忽芋調研尭イ幕l曙ノ 1頓

霜‘適鶴垂運讃＝10ノj､下り

（b）詞何土（表＝ノ豹二崖積

弱浸謹童……裳讃ェ1定讃性，

受鐘面……裟稜土（溺何崖ノ

司行士（裳積性ノ

可r了土（平奮差I

司｢jエ、寵請～雫武住ノ

詫漬面……運積二i二

・('2）塊状浸恕6こ皇る皇宮漬面と．表層侵蝕iこよる浦行±面とj圭全々 別個のもので(哀なく、巻積面上

にも瀞r了圭の分布がゑられ，変移した謂軒斜面iこおいて;裏現在の河:行土の下部に旧時の崩積士

を見出すここもあり．二れろ‘D区別;芸平二1値的な表:現によってなされ，両者の傾向が強し､場淳合

i実復合名詞として表現した．

(13）土婁の套讃瞳斜壷の多義廻竺《こ等い，‘貞斜更実録を糞;こして，多階的な分布変化を示して

いる．

('4）±茎の潅羨ば斜面型iこよってｦ菟正される面が強いが，それも斜面の生成が兵駁的新しい誘合

iこよく見受けられ、斜面の生壷が旧くその間;こ種零の淘汰の躍史が考えられる謁合，斜面の表

諦は必ずしも准談分布とi皇直営接的結びつきを示していな'.､．

(15）本調査理0こおiする渇色鋤豪冒Fk圭○±蚕室として底,答型斜面の崩讃～運涜土面iこ傾湿#注のB臆型

±裳.‘呈摂型斜面の義羨～罰1丁土産j二適潤性つB1》型±複，そ・つ甲間、詞行土～湧積土面に

Bu(w)型±雲があらわれて'..る．

（16）±婁型の分布の認'),こつレー二二．最ﾔ童_二,こお・-ご皐歓的可視的な＝裏の窄讃区分iこ玉って行

ったが．義讃犀式区分,ま＝蚕型分講もう涜画三，更iこ＝裏垂濯匿方.う童子として垂めて有効なよう

である．

（17）圭婁の垂直訴画;こおいて．受忽,こ洋い型裁き了し『こ±表物質の否.伏謹漬による異I寺的な層序が

認める才Lる劣合か.参､､．計画の圭裏i二下司ェに過云の認土であり．表圃程現在6こ近し､巻漬を

示しているもの二巻九うれる．

（18）（入手B）菌の厚さb二三設飼;こ斜面_亘郭6こ導く下部;二厚くなっているが．薮密にh急毛根筋L上

記で猿定講してや･や早く，星淡筋を少し下った産形の傾斜変摸部が自ﾘ剥され-ご教も薄く，その

’受ば次圏第iこ厚さを項加してiテ､&，しかし表奏i二・三黛斜変菖葵蕎を重い､こしデ皇．垂1ｴL斜豆内の'j､変

動により'参師され，浅一衆→受，浸深一隻と三つ了修二多渚的変化を宗しで.､る．

；19）A言の早さ,ま斜萱も上部から緊念毒iこ･･亨一掌い、蕊讃性ノー薄1.、、訓剥>一報菰一通大《潅積）

一一や威少i連鍛謹蛋方っ戎塞ノー．つだ吏化が藤じみ江．一孜‘二・三斜童上郡iこ;導く下部に厚

：.､が．二ぶも多鎗遥竺の斜或で､哀‘響誇更実'等を葵．,二一で多看的変化を示して‘.､る．淵析弱度

_6

＝一一
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～旧い斜面では表層侵蝕{こよる擾乱がひどく，A層の厚さ;よ必ずしも・欺な変化を示さ-ド，戎

は斜面上部に厚く下部;こ簿く，或い;ま中復部iこ薄い≦'､､つた様々な謙崇を示し，入喬の寧さが

比較的連続的に規則的変化を示すの;芸，淵析麦の強い長大な単一高期の谷型斜面6こ涙うれる墨

うであった．

(20）土護の藻量健下冒土についてば個号o韮積区分毎iこ可戎,'異つ走尿種を塁と一どもるが．麦葡

土はその後の表層侵蝕下にあって表面的iこ夢雷哉さｵした土裏と毒えられ，菱積性一瀞,テニー覗積

性士と次第に喋量の増加は認められるが．どニでも生琢的均質蓮深梧を呈し-て'､る．

(21）土壌のPH・置換酸度;こついざ.業．斜面の高所程蒙巽強、、低薪程数隻が弱い傾向か認めみ

れるが．それも微地形的な謙福に皇つ-こ一哉腫ば云えず，綱祈活動が一談に効.･て国､る畢一儲

期的な9長大な斜面で;裳，高度の低~F§こ＝うPHの逓瑠．童換薮実の通;双が鋸らご､‘こ毒のうｵLる

ようであったが．開析活動の弱い局部飼6二画頂化作扇を麦けた持面で源そしつ喧同が認めうぶ廷

かつた．即ち傾斜変換帯等の周辺iこ槌頓化作用の働いている区裁;裳．ら､づ魂もそう-曾塞も､濁窒

の区裁に､比して相対的に強酸性を示しているここが認められ、多鎗逼生‘垂語亙でi皇頃義麦瑛識
弘一

を境いにして，強→弱→強，強→弱一・誼．といった周期的変化を示している．妻含二翌竺i夫，星

潤環境で琴・密植冒の集積区議でi妻弱く．Aa，冨種の壁蔽連設iこ≦る局部淘韮漬区i二こり

ような現象が桑うげられた．

(理）斜『亙上の酸度の変化猿土護中の室基の溶液こしての垂直的弓或い猿斜面に浸った流亡美鐸見象

の他に．土雲に附着し念宝基が．受蝕作用による土婁の移動と共に運鍍されるこ云った現寮に

可戎、強く支配されているよう;二思われ，漠式的に;裏表挫蝕の台姐歴から鐸る怪つれて次の玉

うな変化を,示すようiこ考えられる．福対的に酸度弱（定涜±)→竣愛唾めて蓑（,餐積土)一強

（土護削剥区)→逓減→弱（土婁腐値準積区)→弱（霊基巣積区)→福対飼に.､Pや蚕くｱ異る（圭残

物質の裳積減衰，堤積の域衰）

(23）下層土の竣度iまj邑去の骨格諭士婁謹漬と蜜蓑な蟹戻考有し，二れiこ汀して表薄土の垂実漣そ

の後の表層侵蝕iこより変化した現#在り土婁謹強と紫↓､結びつきがゐる王う,こぶとつ丞手二．父闘

士の置換肇麦と下唇士の置換竣麦の較差iま，±婁勃貧の流乏・謹讃を支配する侵鐘室集と畜蓑

な関係を示し、較差が三の場合;表楕対的流乏を示す受蝕麺的覇境を，負の諾合健福対凌謹讃を

示す堆積環境を反賎して｡.､る．

(24）土譲腐植の削剥･移動･巻讃;こ起して6皇．最も表層受塗蕗怠窺正が醸とられ、塁萱_三つ表薗c

炭素含量ば，斜面が単一鏡廻的;こ完負･天ざ重宝雲シ琴する考含．星雲･淫で.皇葵積的含言童ら重

大を示し，斜面を津るi二つれ，流亡三‘壷'』､一雲謹二蚕云‘一室誘電譲茎定〃ニー｡．‐ニ

ー連の変化を示すようであj7．本;舞査毛で‘哀30～もU二言迄､二種積重大喧芳も認心.g:ぶ宇ー ．‐字ざ画室

の炭素についてば，尾橿誘;こ極大値が皇こめられず．まずこ下都か嘉積区が表葡.で≦涜匡墨呑.’二

や低所にみうけられた．表萄皇下冨の良素含･量の璽差:三・そ.ﾍ主戎霊薄6二二誉．.今一で､‐

寓植の溌透状況，水分環境を反映した土婁型区分･と密委な謁連’竺考宗L･で芭鼻g--ご元一宇一二



苛下・中島・良疾・麺匡：敏宅診皮ざ二項ごス華、､呈菌）の、

三 塁 ’ 乙 縄 ． r ろ 轟杯ニヱ･字室研究・票；報jl5r

(25）圭婁の垂水性.皇乏寝室斜萱善;二残涜土区裁;こ陵く，谷型斜面特;こ崩1涜土区iこ高い傾向ば認め

うれだが．資料数が少･を，敦謹な籍果j三鐸らｵLなかった．

I26i会誌分､二つ．．-て三夫調査‘二皇る等妻書壷線を催戎し．二れごもと;ニして各立氾諸因子との関

嘆を求めすこ．

‘27、斜置の匡酋二壱高戎長こつ葦戻;二つ.･･言.良奉皇乃分散が天ざ、毛対的な謁係;ま認められなか

ったが，祷対的｡二泉調らかbこ・望＞言＞凸，、ﾌ順序が認められ＃こ．

(28）斜面の傾斜角二壱高戎号長;こつ､､て;ま堂林分を通じて、禰明な翼係i良認めわれなかったが，傾

斜変換帯を除いた，単位斜面内でば夫々持数ある謁係曲綴が認められ，充分･な大きさを有する

奇型斜面で;主30‘琶麦の園斜角にお'.･て樹高の遮大値が見出された．しかしながら尾根星捺斗面

でI患共通した明らか重甑大傾斜角《・良認められなかつｱﾆ．

(29）斜面の高麦差と雲高二・つ間;二6よえ較詞泥薮な謁系が認めうれ，轡高（溢軸)，高度(横軸）と

の橋巽図iこお埼､て，曇型斜富国で,皇浬型塗線，亘線斜面で,具直線，凹型斜面でば凸型曲線関係

が入こめらrL了ｰ．童蓑的6二言高i皇斜雲上郭かう曇る,こつ江詞太しているが．余りi二下部に降:っ

て傾斜を戒ずる≦受どう､の1重~言が認めつれｱﾆ．

(鋤）多猿廻生成斜･面でi圭謹高の連続変化が．霞斜交換袴iここって稜られ．多階的な変化を示して

おり，傾斜変漢帯_上で猿嵩高が1量下若しく‘表壱六の休止を示し．芽型斜面iこおいてばこの帯の

下割Iで謝高の急増が認めら永走が、尋根型斜面で6皇．二つ皇うな著しも､変化6皇認められず，徐

令iこ変化を示して'・､だ。

(31）奮商とA君の厚きこの巽今係;二一粒'二6皇垂椙関が考えられるが，このような一定の関係は開祈

の活溌な長大な早位谷型斜宜内で認めわｵLただiﾅで，それもA層の厚さが50～60cm以下の場

合であ,)，それ以_上の厚さの個所でi良調うかな割可;ｴ認めうれなかった．呈根型斜面内で(夫特

琵な曲線棺謁がみとめられたが．斜面によつ-て一・定せず．槙宍通し歪卓純な男係捷認められ

‐r、林分全体こして,農分散の大きい不明溌な椙関謁係しか得うれなかった．土襲的iこ’ま崩積～

運記二，BB型±義において谷型〃斜面こしての謁藻が認められず二漫度である．

(321（A〒B）雷と嵩高との雪露fこ･〕.､-て,孟．．､爵同録，調.うかな損関関係6圭得られなかったが，

喧斜変換菩笥辺の愛弐担苓を津いた拳‘璽桑壷丙･号i民漢講二．‐〆二三甫謁駕係が認められた．

(33）藻量こ奮高色､ﾌ間に‘表悪寒窪謁係が尋兵『L表か．､ﾏﾆが，表萄の深童:こついで;皇室.体的に漠然

呈し走三声翼関1栗が認力み郭ミニ・

(34〉土婁の透水性と奮高こり葵嘆.二．這圭差今三宝る二二香-で玉苓診つ函高が商い傾高が認めら

れ、垂水系軟．真云云ノ10.#]00身､_皇･で乏云室息う麦長が良呑である．

36）二宴PH二奮高二.う罰6二.皇，異手ﾐﾆｰｰﾆ三雲薫が盛とうTしる童もな'.､で達なき､が，相互の分

敦が著し、六琴、妻署室三.零二尋ら誕重･｡．-こ－二竜PH面4塁下で(圭鴻うか牧嵩高低下が

毒ごうれデー．

《37｝＝婁董裏垂藁二言蔓皇ら雪二一．‐ﾐ蒼詮ﾏｰ.へ．？．装うも入二心ら蕊ら。3．それでも可戎')ﾖ目濠な
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遊椙関関係が得られ，地位判定因子としての有効性が大きい．3y1価20以下でスギの嵩高;ま極

・めて良好であるが，3y1価50～60以上で嬢樹商がﾖ目らかiこ低下し-ご'.､る．巻;こ長大な閏祷斜

面においては酸度と樹高の間に弱らかな逆椙関が認めわれだ．

(38）表層と下層の置換酸度の差は局部的な地位を反漂し，較差が正を宗一rとき.戻式孝毎戎長懇

，く，較差が余りないか負の場合ば指対的に表長が良好であった．

(39）土壌の炭素含量と樹高との間には，一般的に単純な巽係;堂認めわれ顕か．>一こぎ｡、表香±こく

居士との炭素含量の較差と樹商との関係において，較差が小であれ窪成長が臭浮で二‘1．畷差

が大となれば棲塙の1重下が認められた．鄭ら．スギの戎長痘鍵素含弓量;こ宜蚕毒び"二もりで,二

なく，どれだけ深く炭素（有機物）が混入しているか二V､つｱﾆﾆう憩也のま分身書零種の反潅

を強くうけているものと感じられる．

(40）土壌型，土護堆積と樹高との間;こiま次の主うな関察が認められた．

．。BD＜BD(w)＜B塵

・詞行士く過傾斜型崩積土く急傾斜型崩誕と≦中傾斜型崩窪二≧傾斜型運涜±

c‘残渥く司行士く崩積性司行±

土護型による立地小区分健，′I､地域に限らぬ或る程度の普遍性を有するのであるが、固寺の±

』妻型内の樹高分､散が大きく（趨査池では7.5mの平均樹高の変化）二誕《こ汀し-て,＝護謹讃録

式による立地'i､区分猿，個々 の堆積'1､区分内の演高変異の巾､皇土婁型Iこえして'j､ごい12．5～3.5

m）が，その地位級は麹くまで局部的な単一斜面内iこおける福対的恵もかき宗Lて．･る・這っ

て土壌型による地位区分･は大池域における概括的な手裟こし-ご有効であ’)，三蚕室匡羨匡塁る区

分ばﾉi､地域におi十る椙対的な欽細な池位区分，土婁型その他渚西ニテタ今飛窺テﾐ量子二．-て窪､､‐

て有効なようであった．

(41）微地形と調査地内の品種（ヤプクク．､7，と＝サン）の単木表長量この蝿震玄調査’-歪・

(42）調査地全体として‘妻，全設的iﾆﾔﾗ，アン'．!.重こ＝季ン,二やや受る茨長茜示一で‘､ﾏﾆ言3．垂餐

的に調査逆を上・幸・言の．三韮位扱iこ区分し定署合．一プデや…i皇_崖･＝ご両理匡,こおいて6皇竺＝

サンiこ受る表長を示しても､参二が．宅位級串逗おいてb室ご＝－シ､こ‐やぞる麦長薯宗一でも一二・

43）斜面形態別iこ対比した誘合、ヤブ,アダツj皇開祈の活護な昌重1重，前13墓二，そぷ二‘孟竜鐙

的な残積土釣な1日!‘,呈浸型2区;こおいてこ＝今ン皇')も臭汗な麦呈を素とで.･デーが.二重z､二

斜面の中間的性格を有する，谷型21ﾖz，毛浸型1重等の言行圭詞な狩壷でb泉ど＝÷ン,二茎る

或長を示していだ．貝ﾛち，土婁謹讃禄式別;こみナニ響き，マブアケ”鎮調費～運涜土‘二詩“て，主

ヒコサンよ！)も良汗な表呈をf示し．二才'二,妾方黒諭な廼逗しつ'尋､蓑麦性二重i二昼．､-ても-号｡､？賛

る傾向を示しているが．溺行佳土iこおいて;墓ニニチシ‘こ要る頃向で宗して．、き・

(“）樹高に対-する直堅の比;よヤプアケーよ‘､もこ＝÷シざ>言が天き、.､亀ほか蓮､．､字つ娘ﾏﾆか．一

クグリ;こついて;ま．そつ分散;伏態が広く，二つここからヤプアケ’､二二＝･手シよ'、も異種二と
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で.､運糞が爵《，宝ぃ真，蓬iこそ、宗かろ2．3つ栗?話二号､錘出来るD－裁良な．･かと思われる

‘煮がめつデー．

型5〉二部川赤誠､芸17.000ha，二号fろチシスギ.ﾌ這蔀毛二‐て言合きめ‘)．其○南6二・皇這憎灼品種

で.夫あるが、↓系念20歎重6二箕ふチナスギ畏重が乏出ぎれ．適二這晶種箭室.言､冒さ･頭宣し･ラ

つ毒F？:が.1丁わ"し厚ごI‘･る．

“6）品種教嘩．上流に多く，下流6二少孟、，雲走．環看の良蚕乏反察し･で．上流j二i妻早主型，下

流:こ.妾晩生形品題が造林され-ご;.､る．

(47）覇境条件の;変化;二伴い，品種間の成長並;二真動を生じて!.、るか，乗置的確な資料がないの

で，その識諮の動向を提逼して研究推進の資も科i二供する言論で踊取’)調査をj了った．調査対象

；こし差チシスギ晶霞iまイブ/･’1・家シスギ・～･-…スニ・一カニご．・診＝幸彦‘ﾌ5品種で，ア

ヤスギの成長を基準とした，え叡采点室を采甫L7二．重お調査延逼‘良暑都川童裁iこお;十る町村

の罵沫家，林業関係揖導者である．

(47）結果こして;泉，こ＝÷シ・テカーダ．等の早主ﾌ該品種埠霊戻旭一言の成長;皇他;こ生して唾室であ

るが，＃"地に醤1了する6こ碇つ-こ急激,こ成長がおとろえ，痔iここ＝サン‘夫最もその傾向力垂い、

ヤプググリば肥沃地でナガエダiこやや成長が劣る外&裳，意iこ良好･な成長を示し，中・下流地区

では‘他品種よ！)も,戎長が隆盛である．＊ンスギ・テヤスギ症v等地でご＝サンの成長iこ優る他

i皇，常iこ池&こ劣っている．

これらの結果から．二＝÷シ・ナガェタ‘二I～1等毛､二，一ヤスギ・孝シスギ;妻W～v等地i二．

ヤプクグリ;ま主部を遡じて達津することが望まし崎､参う6こ感じられる．

雪 。‘一ユー‘･一二＝酉一一▲ ｡.，一一一仁一一一一七・一二弓一一一一一一一一七一一一一一一一凸一一一一一-一一-一一一一一一一
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EdapllulogicalStIldi“U、［heIIlM･iI-Tulm)91･坤h》・乱IlIl

For“tSoil＆mdTheil・RelatiiJnsCutheGl･Ow山

ofSllgi（αヅ""′ど"α）l･aces′li

KeijiTakeshita

YasuhiroXak盆shima

MichiharuNagahama

ShinichiHiguchi

R坐9，心

Thewriterreportsinthispaperaresultofstudies，donebvmicro-topographical

observations，soilsurvey，analvsis“somesoileiemen[sandmeasurcmentsof

growthofSugi（Cryptomeria）froml956tonow”amouLainousslocごoffores[・

ManvinvEstigationshavEb“nmadeofm亡variousproperuEsoifor“tsoU

inspot，butlittleworkhasbeぜndoneonmビz･ピia[1onsmPbe[weEnmeses[and

elementsandtheirdistributiononthesiope､Th燈refore，Eh亡objec[ive唾tbissIudv

istomakeresearchanddiscoveryofrぜla[ionshlpsbe[weenslopeform．［ypesof

deposit，growthoftreeanddistribu[ionoiEhelrs[ands・

Theareainwhichthepres亡n［resビarchw管rぜundertaKen巻1nKhedistricE

alongthehead-wa[ersoftheRiverYabeAn［nesQumビrn．arE‘jKFuKuokaPr唾eaure・

TheexperimぜmaisloI｣ごisg亡ologlじ“1V盲ormedofgrapm[ぜ．seric皿e-℃hlori[ビ

schist，belongingtoTagawam“amogPhlじず'〕じks≦vs[em，IEliesonEhealtltude

400～550m.，（Fig．1．p、5）

Thepreciplta[ionisabuu〔2.500mm．、豆、“?･：o[a1．ghEannuaimeantempとra[ure

is14℃・

Theinvestiga[edslopearecoveredwithar[iiiC1alfores【orSugl‘OyPIo"1町jα

ﾉapo"j“)，andtheforestwas33v“rsold，about1．6ha・inarea．

3，画o-Topogmphy

Theexperimen[alslopeiscomposedbvdi飯erビntformEiements・無mcnis

geomorphologicallvclassifiedtotypesoflongitudinalgl〕peandtypesofhorizon[ai

slope・TheformcrisstillmoredividedbvuntwennビssQfcurvatureEoconcave，

straightandconvexparts，inthela江ercase，similarIy，Ehereare，concave，s[raight

andconvexparts，buttheirdisEribu[ionsarenoEaiwavsfoundaEEhesamピコojnt

inspiteofsimilarconcep[ionale工pressluneacho[､ぜrs・Fig．2．p，8）（Fig．3．F．9）

(Fig.8．p、12）

Theexplanationsofslopeforma[ionhavebeビnmadebvmanygeomorphoiogis［

untilnow，thewriterDresumedbvthesemen[&onsてhe迄vDesQfslopecnEhe
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exoerimょ、【alarごaarecharac【管rizedasfollows，

conca,．esioDe……disさ“【ionbvmass-wasting

さ【ralghtsloDビ……diss“UuIlbvmass－w準tmganddenuda[ionbvrainwash，

“n,．ごxslope．．…･qenuda[ionb1・ミo1今ごr“Dandrainwasb・

TheてopographyoIexp“･lmen[alslopごiscompoundl,．ciと喝siiiedasfoilows，

（1）in[oLhr“さIagea“ordingtodi趣きlonofgefomorphjじじ､･cle・such1s…upper

siope，middlesiopeandlowersioDe．

《2）into【woE・・Desofsiopピaccording［odwisionoferosion［ypesandKopogra‐

Dhicalanai1･sis．

〈ajvali“-tvDeSiOpe､め'〃I“s-トド“""9,,．

（a:）dcposi直onさurI“ビ，

（a3）erosionsurfa“．

（b）x･idge-typesiopeヘhys""画“ごroJ”")．

（b!）erosionsurface．

Ithasbeena[[endピdbymanvresearcherstheqivisionbygeomorphiccvclein

onlylargetopography，whilethewri[erユ[[endedEo［ha［microtopographysuchas

theexperlmenIalsioDearecomposedormui[i･cvciicelemビ､[s・（Fig.5～7．p、11）

Aに［hccon[ac［parにamong［hedi雄ren［c1℃licslopビ．therearebeltsofnarrow‐

suvdu“Surface，whichhasbeenformedbvdenudanon，andbvwhichthesucCessive

varia[ionoftopugraphiceiemen[ssuLnasgradien[・aitltudeetc.）arebroken・

ThewriternamedEhemslope-transforoma[ionzone．隣9．s．D、12）（Fig．9．p、13）

(Fig．10．p、14）（Fig．17．p、34）

OntheexpErimentalslop母，iong:[udinaisu“cssi,．cbari“ionsofgradien[，that

variedl5'～53.ユreshownmuitlい℃13心arrangementaきroIlowingorder，（fromlower）

gen[lvsloping-→sEeep、gen[lysiopmg－s[eep.…･･･・Fig．↓．p、91

Thevalie,･･て､．pe言1opぜsユrecomDoさedoi，二onCa.eユnds[raigh［elemごn【s･［he

ridge-rypesiopesarecomposごdorconvexand郭raighEeicmぜ、[s，und韮Lspresumeq

こha［［heformerwerecons[:｡uc[edbv麺皇さ≦-was口、9，：iユビ＆a区ビrbvsuriac亡erosion．

、lccordinggo』bo,『ぜ、ごnUonざ．言QeさEudv豊iopご聖re。ividedintouni［siope，in

%､．h人じhmeにopograp錘cごiemビ､[畠arピユrZ･angeQmunoい'clic．、Fig．11．p、17）

31iCr0･ropOgraPhyandSoil

7-1Ppぜ“･scertaintha［individualformsofdeposl［arecharac[どrizedby

君opog字aphlごa§言ac[ors･dueEuvariaEioncrgradiビnt、divisionolEyp七sofslopeand

geomorPhlじい･C1eeEC．

．』sar曙箪ulzoごZnvcさ唾g“xongjfざ“oru蓮己130．1u[s1．6ha.)，［hewriter

recoEmz“［”Kさo準arecu:、posごdorsomcae唾rogen唾睡さ【ra[iIica唾onofdemsits
ご

onmぞmOun“mousミiope．“1dpresumedrhatIowごrl虚yごx･sユreformedbyancient

anユ“”idepos瞳s・」DDer．a,．“･号areforに1ぜdbvrecentユ‘ldsuperIicialdeposi[s・

（Fig．55～85．p、75～89，InzhispolnEof，-iewtneindividu“formsofdepositwere

’
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classinedbytypesoferosionandsiopeasfollows．

（1）basaldeposits（Fig.14.p,30）

non-erosivesurface（：”r”p/α"E)，

……sedimentaryresidualdeposi【s，

erosionsurface（“mrPme"rα"‘jdｾ"J‘血『わ〃s/ope)，

．｡…･outcroPofbarerock6

depositionSurface（：伽'，all印sjOpE.by〃r“sw“〃19)，

・・…･steepcolluvialdeposits（31‘～40.,．

……moderatelvsteepcoiluvialdep．、､21．～30？，

．．…･slopmgtransporteddep・：、"d比"，‘jをp・』（1r～20．〉．

……gentlyslopingtranspor[eddep.〈～10-)、

（2）superficialdemsition（b)'顕正/画cger“iunα'zd〃"/e〃'“s･w“rj'19)，tFig.16.p､32）

erosionanddepositionsurface（：〃‘惣2－"“α"dWα"Ey-〃pど』わ〃ど〕，

……residualdeposits，

－…residualsuperIicialdep.，

……superncialdep．

……oversteepcolluvialdep．

……conuvialsuperiicialdep．

……transportedsuperiicialdep・

ThecoUuvial～transmrteddePosltsarecharac[eriごedbygradi喧､[sursiope・buE

su医r丘cialdepositsareno［ai癖ayscharac[ぜriz“bygraditmt・ThEdistrl”ponoエ

typesofdepositonexperimen[a1slo陸sassnowninme亜g､18．9．錫．F19．19．p、

36,Fig．20．p、38．

ExperimentalareaisoccupiedbvbrownEurビs［。u11．乳，nlcn鱈anDrpnu4cgl“Uv

classifiedtotheBn，B､(w）andB席soilsina“ordanLewi[、0hm“辻ss,ごLe垂．as

shownintheFig、28．p、45．Thegrea[erDartoi6低so血sareqist或皿[edincOlluvlal

depositsonlowervalley-typeslope，Br‘W）soiisinsupt2rfcialdeposにsonmjddle

slope，andBDsoilsinresidualsuperticialdepositsonupperridge-typeslope，

Thewriterhasmadeobservaにionsofpropertiesofsoilsuchasthicknessof

A-horizonsand（A十B）hor.,contentsofgravEi,percblationra[e,PH・exchangeable

acidityand，con[entsofcarbonontheexperimen[alslope・

Generally，micro-topograPhicalfactorstha［regula[ingto［helocaiiい･ofscouring

andaccumulationofsoilmaterialswiEhsurfaceerosionseem“tobeimportant

onthesoilformationofmountainoussIope・

IthasbeenfoundbymanvresearchersthatEhesolublema[tersofsoilare

transportedbvthemovementofwa[eralongtheslopeorinverticallavers・while

thewriterobservedthattheir【ranspor[ationwereconnec[edto［hemい･ピmenLof

soilmaterialsbysurfaceeroSion，anditseemed［haImovementsofsolublema[ters

withsoilmaterialsareimportantactiononEhemoun唾inousslope．
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Asaresultoftransportationsofsoilmaterialsbvrainwasherosion，the

longitudinaldistributionoftheabOvepropertiesontheslopearedIvidedintothe

followingzonefromuppertodown．

（1）sedimentaryzone（"o“O脚r伽＆〃Ce伽b'”わ"）

（2）elluvialzone（maxim"me""v”わ",w“んs“"r醜g）

（3）scouringzone（maxjmJ‘、s“”"源）

（4）depositionzone（、αx”‘‘、火pos"わ",昨gどんj"Z‘y”わ"）

（5）illuvialzone（"mxjmJｨmi"Iwjm”",火”ど“eq/､土P“"わ"）

（6）decreaseofaccumula[ion（火cr2“eq/･…s"わ〃α"d〃ん‘vjmm"）

ItisusuallyrecognizedinstudyslopethatsurfaceerosionaIsensibilitiesare

showninthefollowingorder,organicmatter＞debris＞bases・

Thedi箇erencesofcontentsofsoilelementamongthelaversofthesame

pronlewereusuallvobserved・Ithasbeena[tendedthat､thesefactswererelated

tOelluviationandilluviationbvmovementsofsoilwateranddecomPositionofleaf

litte喝butthewriterrecognizedthatthesephenomenawerepartiallyrelated

erosionalhistoryasfollows．

（1）Surfacelayersarecharacterizedbycontentsofelementofrecentsu医rnciaI

deposits．

（2）Lowerlayersarecharacterizedbycontentsofelementofancientdeposits．

（3）Therefore,itispresumedthattheincreasesordecreasesofcontentsofsoil

elementofthesurfacelayersincomparisonwiththelowerlayersinthe

sameprofilewerecharacterizedbydi(ferenceoferosionalphenemenabetween

therecentdepositsandancientone，andextremediiferentvaluearee丘ected

bysuddentransitionsoferosionordemsition.・
、

Itisusuallyobservedthatisasfollows，

(1)‐Onthewholeexperimentalslope，thecontentsofgravelincreasefrom

surfacelayerstolowerone，andthecontentsofcarbondecrease・tothe

contrarvo

（2）Onthegreaterpartsofexperimentalslopeexchangeableaciditｱ･increases

from･surfacetolowerlayers，andPHvaluedecreasestothecontraryb

（3）Ontheerodedpartsofsiope，exchangeableaciditydecreasesfromsurface

tolowerlayers，andPHvalueincreases．

（4）Ontheupperpartsofslope，thedifferenceofcontentsofcarbon;andgravel

arelarge．

（5）Onthecolluvial～transportedsoil，thedMferentvalueofanpropertiesare

alittle、

ThethicknessofAhorizonsand（八十B）hor,percolationrate・cont田ntofgravel

andwater，PHincreascinthefolIowingorder，ridge→ridge-[ypeslope→vaUey･type

slo床，butexchangeableaciditydecreasesintheaboveorder・

Afterinves[iga[ionsofsoilon［heexperimentalslope，itispresumedthat，on
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theconccptionalperfectunitslopで，individualelementsofsoilarelongitudinaUy

arrangedmmono-‘yclicsuccessivevariation・Theconcep[ionalrepresen[ationsof

arrangementofsoilelemental･eshowninthefollowingorderontheconvex‐

straight-concaveslopefromupDertodown．

（1）demsitiononridge-typeslope・

sedimentaryresidualdeposits-･residualdep､→residualsuperIicialdep.－少

super5cialdep・→colluvialsuperficialdep､一transportedsup・dep．

（2）depositiononvalley-typeslope・

superficialdep-poversteepcolluvialdep-psteepcoUuvialdep・→moderately

steePco11..dep･宇夕sloPmgtransporteddep．

（3）soiltypes・

BD→BD(w)→B頂，、

（4）thicknessofA-horizQnsand（A十B)一hor.,（Fig.21.p､40）（Fig.24.p､､A2）

Comparativethick（sedimentaryresidual)-→thin（scouring)→maximumthick

（demsition)→thick（decreaseofdeposition)．

（5）contentsofgravel,（Fig.52～53.P､68）

lowervalue（residual，weathering)→moderatelyvalue（superncialde”→

largest（colluvialdep.)→decreaseofdeposition．

（6）percolation・

poor（reSidual)→moderately（superii迄ialdep.)→weU（Colluvial)→gcntly

decrease（gentlyslopingtransport・dep.)．

（7）exchangeableacidityinsurfacelayers.（Fig.42-p､57）

veryhigh（scouring,elluvia〔ion)→decre“e→low（deposi[ion)→low（illuvia

tion)→comparativeincrease（decreaseofaccumula【ion)．

（8）exchangeableacidityinlowerlayers,（Fig.41.p,57）

veryhigh（ancientscQuring,elluviation)→decrease→low（ancientaccum.，

reCentilluviation)→comparativeincrease（dEcreaseofaccum.).

（9）differenceofex・aciditybetweensurfaceandlowerlayers.（Fi塵44.P､59）

negative（sedimbntary)→positive（surfacescouring)一茅nega[ive（surface

accum.)→equivalent（thesamequalitydepositionun[iLnow)-→negative（sed‐

imentarycumlose）

（10）PHvalue,（Fig.33.p､51）

contrarytoexchageableacidity．

（11）contentsofcarboninsurfacelayers.（Fig..45.p､61）（Fig.46.p､62）（Fig.

478P､62）

high(residual)→low(s＃ring)→high(deposition)一decrease(dccreaseof
dep.,decomposition)．

（12）comentsofcarboninlowerlayers.（Fig.47～49.p､62～“）

low（residual)→low（scouring)→high（anci亡n[depositionandrecentilluviatio､）

一夕decreaseofaccum．



言下・至曇・易_:岳・璽二：蓑圭二:交こぐ室襲と雰二‘呈璽、

三人,二封-乗ご裾賦二毛妻宅凄室・雨1毒15．

（13）di鯉renceofcon[ビ､[sQfcarbmbe§weensurraceandlowerla1ぜrs．（Fig．51．

，．65>、

large､lmma[ures“･Xacehumus，つcorperm“bilい･I-decr“se-comparative1

increasぜkdcposlLionoiorganicma[〔ビrunsurIaじe－smailkthesamequalin・

depusl[ionun畦inow・weilPermea唾i毎一・じし、“g･a[iveincreaseIPOordecom・

DOS蛙”、典ndoerme乱bili[v、d“reasピuia“um､ﾉ，

lnmcCaSe，rnog･eJ!。！“s．さ:.』r･型Ce鰹1.でrSwereloCai砥erodgdb,．aじCeiera[ed

eroslcn･miCrひiop｡g2．aphjじす．ご寓邑壁魂u毘詞“エ:．'Cu錘onorさoil錘鉱eriaiswerebroken、

2hereroresuじcess崎,？’･壁･望竃つ豆逮pro韮軍_ご≦・音さu了:よし蓄一ユ、〔､亨・さ．号ucnユご麓濁cknessof

m重zonS、PH．ごxじ、a認gごubiピucAd”．、ユJaSごn番｡二唾ArDo岳．ユmd砿erenEvaiuごamong

zne曇､.唖.ご．･＄.ごrenoEregognlzeq・

on：he・認ui型c,“とさ‘叩ぜ．認1eさu唾杢さi,･ぜ，窪興aqonエ：ndi8･iquaiDroperI:eg0I

さoi：wtPrゼlong:[udma4．，．つrokenb､さ｡｡ご-奮皇､ごE“舎狸auDa．x、ぜ．ユK1d：、ご'・聖霊ShD蛾、
．．、：．、

inmui口.α･cilcも．ar1aKionwl【hsioEで．Qn：、ご壷an急IormaLz,〕nごOne＆nq耐lquaAっroKxpr[iぜs

具rev型riedbvsじOurm質andeiiuviaEionw1迄。ゼ、_:“Uon号c』ごroilows・

ユリニoin亡reasごsoivaiue．

ごxcha【】gぜaOle“廻江v、d滋erence“ex・acidi底ユndcal･boncon[e、露betwcen
D

suriactPla,．erS4mdio靴ぜ1．1“｡ごrg,Fig.33~-↓0.P､51~56).

⑫）todecre“esoivaiuヒ．

Ehicknピミ＆of，i-hor・and,1－崖s-hcr.．gY･aveiconKtm〔s，wa【ercon唾、[s，

Dercoia[ion，PH．、Fig.22～23.コ..U，（・Fig.25～26.P,43）（Fig.29～32.p､48～50)．

Rela【iomhipbetweenGroMhofSugi

（.Cr”t0meri劃jandElem“【sofS“nd

ThewriterhasmadeinveS[iga[ionsoireia[ionsh1pbe[we亡ntheaboveproper[ies

oIs[andandgrow[hoiSugitCz･}．p[omex･iaonfhごexpごrimenmisiopぜ．Fig．86．p、

91)．

SimDierela[ionsnLpbe[weengraiﾕ寵nEandheigh[so【Ereeonailexp管rimen[al

SlODewerごno[,reCOgnized，bu：inun肱SiOPeexCeDt3iOPe･[ranS【Orma[ionZone，弓here

wasaoar[此ularrela[ionshipamong狸em，ItseemedEoshownEhemaximum

he壇域soi産曾ごエーibou上30．，，．aiievさiopご・bu［noじlearmaximumpcintonridge

ZvDesioDビ．The．hごno、ごnaJimeabo,．ご匡lennonsarご“mprehビndedb,．thefact

[hat［hegx･adien［con[z･oisil魂riDu艶onJミdepcs鹿，汎-瓢c角塞mos［e丘e“vef“[oroi

s[andforgrowth．（Fig．88．89．p、93

0，冒凱管雪ごlationbetwe音、上heune1･eneSさofざlODe二or、皇ndheightSofEree，Ehere

are&arge，．arlancea霊ong§hem・rnereXore・垂seemedEh錘号heincreasesofheigh[s

oエ息reぜょ、二he葛oiiowmggZ･dtPr翼r苧Q､狐･了今iaE:､｡e：endenc･;・gOnvex、s【raighい,concave・

cons[anEre鐘[1on患hlpさ。tP祁晴で毘二.旨:型ceandhei頁h鱈L)＆・ざ“wererecognized．

｡a霊e邸－．ざorrぜ&“乱．:毎．helg鉱夢｡xこぎ“Q､軍壷qご聖sho派nコx・gonCavecurveJnghe

ccnvexきるop,P．さ毒aigh胃．ユ&:｡､.ごj？：胃見己ミ電預↓g睦言iopeさonも管x色ur，EonEh管亡onca,･e

１
１

一一｡＝一■■ ■■－一一一一一一
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slope・Generally，theheightof［reeincreasesfronupper［oioweronEheunir

slope，butontheex[remelowerpartofslopegentlydecreasesofheigh[swere

recognized．（Fig.95～97.p､98)．

Onthemulti－cvclicslopesuchasthestud1・slope・thesuccesslvご$･aria[iunof

heightsoftreearelongitudinallvbrokenbvslope･[ransforma[ionzonビ．inwni“

decreasesorgentlvincreasesofheigh管arerecognized・anqmelr，ェsIr3ounon：さ

shownmulti-cvcle詩ith、variationofslope・ArthelowごrDarEorme庫ansIorma瞳⑪n

zone，heigh［ofrreeincrGaSesex【remelt・onEhevailey･[ypeslope・buzo1】型erlqge‐

typeslope．［hegentlyincreascsofheightarerecngnized・賦賃．90～92．．．96～・

Theconstantrela[ionshipbetweenheiEh[s:〕f：reゼandこ、韮Kne毒通人-horlzon

wereonlvonthelargeuniEslope‘｡f・・・ailev-家･Ce．．,､豆』とご皿弓DeJ亜ぜ:・さ』｡pど・［、ビぎぜ

wasaparticularreia[ionamongmem．！｣n画evalにも．-[v､ピミムJue・コピr蛤waご

tendencywhichtheheightincreasesfromEhjn蕊1』“n瞳等号“‐k-n“と“nLlnI3l息ne

mintof50～60cminにhickness・buZin息necaseQエUVぜr［h管pol、［麺管nelgn［is

constantorsometimesdecreases・onこ､ぜxP:Qge－電pe§LcpeEnerewaさno弐・:ca、

variationbetweentheheigh［andthi“nessorよ-“r､．Jn言.xビ3鳥：so里≦urEo“u,．樫基

～transporteddeposits，therewasa［endenい・reごemDleKume“ご己述も到‘‘t･,．、AoDe，

andthecaseofBDsoilsors』perdcialdeposi[sresemble2oridgビー芝ypどきAope．蔵9．

99～108.p，103)．

、．aguerelationship上eIw“n、A－B)一hori型nsandnelgntsoxEreと＄vぜrごreco‐

gnized．i、e・theincreasesoiEne“lghronthぜ［麺CkSoiisin，:ompa亜ﾐon．.、l1h二he

thinsoilweregenerailvJbseか･ぜ.．｡u［ciear・EenqencvJnEQeuniEsiope弧･erenot

observed．（Fig．113～115．P、107､、

Relativetendencvofconten[sofgTavelinEheoro戯eand豆ご‘9厘座“こr仔嘗werど

no［recognized，butonthecon[e､[soIgra,．eiof墨uriaじeAa,．erさ．麺,、息ncr“ses，x

theheightonthehigherconLビnKsoiisjncomparlさUnwjm［hejuwe・・じりnten：soi膳

wererecognized．（Fig．121～125.p・’13～11.1,．

Generalrelationbe[weenthecon[en[sofcarbonandghehe1gh【Sm麓eewerc

notrecognized，butthedi丘erenceofcarbonconten唾a麺on9号里曾．部･er§&、［1e

sameprohlewererelatedtotheheighr．i・号．megrow[丘＆s之uoこき、§里ごgこさeQェ

littlediげerence・thegrowthispcormthecaseJニさrea息．ghereIoreこneg”wmog

treeisno［directiyrela[edthegonEenEsoiじ1”｡､．．u［産is室“Eごab1・てhenow

deeplypermiationandmix[ureofcarbonpI･ganlsm・Fig．159～162．．．126，．

Ontherela[ionofPHvalueandこhehelgh[sof壷ee・there1reiargeva:．:anじe

amongthem，andthecieartenden心・werenorz･eco唾niz“、Su甚洩さご管示eQ旨、aここ、ぜ

heightdecreasesinthecaseoiPHdecreasesunc童署．蕊g・ユ26～12g，つ．n5

Contran・mu[ualreiationsniDbetA･een麹c皇建ご唾零“tree1ndごxcnan画eao』ご

acidity〈3y,）ofthesurface：a,.･ersandloweriaも．ごx･swe1･ぜじi“r1．．．ごe“gnizeq．《ごI

thereareconsiderablevariancごamongとhe”・Jn唖ビムndぃ･id菖聖い｣n主ミiopご麺ご塾エビ

typicaltendencvwerenoEg･emgnized，Gcneralﾙ.．．ヱピミっw海韮：rゼで墨:･ぜ・・・er1．
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goodupon［hecaseofunder20m3yl，b虹decreasesoi”ightsoftreearePrese．

n[edov“50～60in3》．,．、Fig．130～149．PUd〉．

OnthelargedisseC[eduni［siope・meneigh[sor二reemcreasesclearlym

propor[iontothedecreasesofexcha“"bにacld"Y,bu〔ontheaarrowPar【琴
denudatedslopき，similarreiaUonshipsarごno〔aiwa》答gbserved・

Thedil･Ieren［valueincomparlsonorsuriacewithlowerlayerswereparticularlv

relaEedthEneghEsofこree，A、＠．intheCaseOfPositivevaluethegrowthispoorand

Ehegrow[hisgoodinequi,．alen[～aぷ:壁negatlvevaiuじ．buEgenerairelationships

werenotalwa》･srecQgmzed．

’［seemedinconciusionEha［Lneexchangeableacidiい・ismosteri“UvefaCtor

asajudgementofsitequalit》．、

InEhefollowingorder．、1，6，、B8,､い･汁B屍、2ノSuperIic1aldeposi[s-ove1．s[eep

“iluvialdep.～S[eepcoiluvlaidep・畠modera[eiys[eep“11．dep・≧sloping［ransmrted

dep.、invalley･[ypesiope,，､3jres8duaiieposi[s～suI滝g･“iaidep.＜coUuvialsuperncjal

dep・tinridge-[ypeSiop己．memcreasぜQrheigil[sof唾Eewereusuailyr“ognized．

(Fig．117.p、109）、Fig．20．p､38）’andFig.86．p、91.:．Tabl亡’1．p，110,．

Onmeexper”en[alslope・meも．arldnceoエmenelgq[smmごqlwslonoftypes

orsoiiarecompara瞳ve週rgekrangevajue；7．5，J、wmie，inthedivisionoftypes

‘〕fdeposl［arecompara[lvesmaIル:g･angc，．alue32.5～3.5m>・

Afterinve畠[igaUonsoiaﾄ･el･aggvaiueoi［heheigh[sinindividualdivisions・it

sごemedma［thesi[eciassb》．［ypesofsoiihasshown【hごuniversali[y，butits

varlanceismoreorlesg：argE，whilcEhes1唾ciassbyf》･pesofden〕si［has

shownonlvlocaluniversality，｡u［蕊s・・arlancElssmajl・

ItisPresumeq・こnereXorビ．maE二ne“vlsionsb§．g》･pesofsoiiofwhomjudgemen［

jresiigh[iydi飯cui［areぜ.ざごじぃ･emeans”thegenビraisi[eclassmca[lononthe

iargearご&・wi】Aiemeqivislonb,．formsoideposiにwniChisrecogmzedeasilyby

訓aKeqeyごureご壷“Uvem上tms［uEne堂ia垂vビandmmu〔ビラ1[eciassiticationonthe

smailarea．

rheraceSofSugj、Cryp【omeriaノremtjVe【othemcTひ

toPographicaldiwiSi0nontheinve”gated9lope･

ThlssLudvwasmade［oEOundthereianonbetweenaveragegrowthorCry・

つ〔omerlaraces､YabUkugurlandHikosan，andmlcro-[opographicalelemen[sof

moun[ainousslope、

Generallj｡，growmofl,abukugurihasshownalit[lebetterthanHikosanon

thewholeinvestigatedafea、IntheCaseQfinves[igaEedarea・siteciassaredivided

:n[oEhe・Eh:･ec廻室sSucn率high、m3ddle1ndiowsi[e’1bstract1y・Yabukuguri

塁aSshownbご唾ごx・growこゑ：han謎k’ノミan垂コピnignandlow§ite．、u［hasshown

麺ie画orEoEn3gg･ow室索aiko垂、異．車:AeaErheml“lゼミ裏ご・Fig．164．p，134)．

Asforユi,．isiGn‘エュ重宝ころcpご郭・刃pug垂9，》．、エュCu式uguｪ･jha≦snownbetter

（
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growththanHikosanonvalley-typeslopeIandllI・andridge-[ypeslopぜ11，but

inferiortoHikosanonvalley･typeslopell（oldersiope）andridge-typeslopel．

（Fig.165.p・’35)．

Asforformsofdeposit，growthofYabukuguriwerebe[[erthanHikosans

oncolluvialandtransporteddeposi[s，andalit[legoudonthercsidualdeposi[s，

butwereinferiortoHikosansonthesuperIicialdeposl[苫．

ASforratioofdiame[ertobeighE・Hikosanbasa▲argせ:・こせ､qenぃ・こ豆an

Yabukuguri．（Figl68.p、140)．

AfterobservationofvarianCeoflabukugur：on：heg･auu“ユム＆meLerm

height，itseemedtoshownhisour1いQIrace＆、＆uwe宮dごgreご・tner“ore．［o

bemssibleheshouldbesepara[cdin[osomピracesstillmore．

Aditlion

InthebasinofRiverYabe、whichisiamousasare寧onJエ“ﾕ“es[ranono且

Sugi（Cryptomeria）races，ithasbeenaIfores【eqaoouこ20raceson1.700nalnarea・

Writerhasmadeinves[igation・donebvnearmgresearcnmビnLgcregiQpal

knowledgeofgrowthofCryp[omごriaraces,suChasYabuKugur2.Hcnsugl,､Wasugi・

Nagaeda，Hikosan・

InthecasethatsomeraceswhichhasshowngoodgrowmJnupperCasm

werea丘orestedonthelowerbasin，iEisoccasAonaiIvoDservピQmaLEne，pave

showncomparativepoorgro礎Lhtothecon[rarv．．rheoLnexrd唾罰竺邑さnu帆nLne

contrarytendencv［otheabove・Thedi萱e【･enceorgrowm1mongEneracesmKhe

samestandwerepre江yrecogmzed、But，acEually、麺ejuqgemenLofseie“lonoi

racesontheindividuaistandsisnoEgraspedbymビasuremen［q［oracticaivaiue，

itseemedthat［hedeclsionofEhesefac[sarevervimportanEmthenearfu[ure．
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